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取扱説明書 
双方向無線データ通信モデム ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔ 

 

 
 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔを 
お買い上げいただきありがとうございます。 
 
 
 
 

 

 
・ 本製品をご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みください。特に、設置、取

り扱い、および操作説明などにおける指示・警告事項（  のついている説明事項）は安

全上の重要な項目です。お読みの上、正しくお使いください。 
 

・ お読みになったあとは、いつでもみられる所に必ず保管してください。 
 

・ 本製品を譲渡するときには、必ず本製品にこの取扱説明書を添付して次の所有者に渡して

ください。 
 

・ 本製品は、日本国内の法規に基づいて作製されていますので、日本国内のみで使用してく

ださい。 
 

・ お客様が、本製品を分解して修理・改造すると電波法に基づいた処罰を受けることがあり

ますので絶対に行なわないでください。 
 

・ 本製品は技術基準適合証明・技術的条件適合認定を受けた無線設備ですので、証明・認定

ラベルは絶対にはがさないでください。 
 
 
 

注意 
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警告表示の用語と説明 

 この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐために以下の表示をしています。表示の意味は

次の通りです。 
 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生、または法的

な処罰の対象になることが想定される内容が記載されています。 

 

お使いになる上での注意や制限などです。誤った操作をしないために、必ずお読みください。 

 
 
 
１． 本製品を搭載する機器の安全対策を十分行ってください。 

電波の性質上、到達範囲内であってもノイズやマルチパスフェージングなどにより通信不能に陥る場合が考

えられます。これらを十分考慮の上でご使用ください。 

２． 本製品を保管・設置する場合は水、油、薬品、くもなどの生物、異物（特に金属）が進入しないようにして

ください。 

本製品内に異物などが浸入した場合、機器の破損や誤動作や破損の原因となります。 

３． 本製品を腐食性ガス雰囲気で保管・設置しないでください。 

腐食性ガス雰囲気では、機器の誤動作や破損の原因となります。 

４． 本製品を原子力施設など放射線被爆する環境に保管・設置しないでください。 

放射線を被爆すると破損や誤動作の原因になります。 

５． 本製品を船舶・港湾設備など、塩害を受ける環境に保管・設置しないでください。 

塩害を受けると破損や誤動作の原因になります。 

６． 本製品の電源線を配線する時は、接続する機器の電源を切ってから配線作業を行ってください。 

破損および感電の原因となります。 

７． 誤配線のないように注意してください。 

機器の破損や誤動作の原因となります。 

８． 入力電源電圧は指定範囲（ＤＣ２．７Ｖ～３．３Ｖ）内で供給してください。 

機器の破損や誤動作の原因となります。 

９． 本製品を用いて移動体や可動機器を制御する場合は機器周辺の安全確認を行ってから電源を入れてください。 

けがや物的損害の原因となります。 

１０．本書で指示する安全な操作法および警告に従わない場合、または仕様ならびに設置条件等を無視した場合

には動作および危険性を予見できず、安全性を保証することができません。本書の指示に反することは絶対

に行なわないでください。 

１１．本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として処理してください。 

 

 

１． この取扱説明書の内容については、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きの事柄が

ありましたら、当社窓口にご一報くださいますようお願いいたします。 

２． 本製品を医療機器や航空機、武器や化学兵器等には使用しないでください。医療機器や航空機の近くで使用

される場合は、それらの機器に妨害を与えないように配慮してください。 

３． 当社指定以外の部品を使用した場合には、動作不良および予見不可能な事態を引き起こす恐れがあります。

予備部品は必ず当社指定の部品をお使いください。 

４． 保証期間内に修理依頼される時は、保証書を必ず添付してください。添付されないと保証書に記載されてい

る保証が受けられなくなります。保証内容については、保証書を参照してください。 

５． 本書の内容の一部または全部を、コピー、印刷あるいは電算機可読型式など如何なる方法においても無断で

転載することは著作権法により禁止されています。 

６． 運用した結果については１項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。 

警告 

注意 

警告 

注意 
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1  第１章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの概要 
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1.1  製品概要 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔ（以下、本無線モデムと呼びます）はＲＣＲ ＳＴＤ－３３およびＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ

６６に準拠した２．４ＧＨｚ帯小電力無線局の無線設備です。 
本無線モデムは送信回路と受信回路の両方を備え、通信制御のためのロジック回路を持ち、コマンドまたは無

手順で双方向のパケット通信を行なうことができます。 
 

1.2  特 長 

◆ 無線局の免許や資格・申請が不要 
無線機として以下の技術基準に適合していますので、免許の申請や資格が不要です。 

     技術基準適合証明（認証番号01NYCA1012  01GZCA1007）（テレコムエンジニアリングセンター） 

     技術基準適合認定（認定番号Ｄ０１－０４５４ＪＰ） （電気通信端末機器審査協会） 

 

◆ サービスエリア 

 屋内環境       ６０ｍ（設置環境により異なる） 
 屋外環境      ３００ｍ（見通し距離） 
なお、送信出力と受信感度の関係により、他のＦＲＨシリーズの無線機と通信する場合はサービスエリアが

およそ７０％に減少します。 
 

◆ 外部機器との通信は調歩同期方式で最大１１５．２ｋｂｐｓのボーレートをサポート 

 

◆ 低消費電流 

従来機器とほぼ同等の機能を実現しつつ、最大３５ｍＡという低消費電流を実現。 

 

◆ 超低消費電流待ち受け受信モード（ＵＬＴＲＡモード） 

新開発の待ち受け受信モードにより、平均消費電流２ｍＡで待ち受け受信可能。 

 

◆ スペクトル拡散（ＤＳ：直接拡散）通信方式 

 スペクトル拡散通信方式（直接拡散（ＤＳ）方式）を採用しノイズに強いシステム。 
 

◆ 受信ダイバシティ方式 

 受信ダイバシティ（アンテナ２本使用時）によりマルチパスフェージングに強くなり移動体通信に最適。 
 

◆ 多チャンネルとマルチアクセス 

・ ＳＴＤ－３３およびＳＴＤ－Ｔ６６の両方に対応しているので広い周波数帯域が使用可能。 

・ 任意の周波数に固定して通信したり、複数の周波数（回線）をグループ化して、グループ内でマルチアク

セス（空いている回線を自動選択して接続）することが可能。 
 

◆ １：１、１：Ｎ、Ｎ：Ｍ、リピータ経由通信といった、多彩な通信形態に対応 

 

◆ インターフェースはＣＭＯＳレベルでマイコンなどに直接接続可能 

シリアルインターフェースは外部に変換回路を追加することで、ＲＳ２３２Ｃ、ＲＳ４２２、ＲＳ４８５に

対応可能。 

 

◆ 組込可能な超小型サイズ 

ケースサイズ ３０（Ｗ）×５０（Ｄ）×８（Ｈ）ｍｍ。 
 

◆ ＦＲＨ－ＳＤ０３Ｔ／０４Ｔ／０６Ｔと相互に無線通信が可能 
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1.3  各部の名称と機能 
 

 

 
 

図 1：上面側外観 

 

 
 

 
 

図 2：底面側外観 

 
 
① 通信コネクタ 

外部機器と接続するためのコネクタで、通信ケーブルを接続します。ハードウエアリセットなどの制御機能、

ＲＳ２３２Ｃ／ＲＳ４８５切り替え設定端子もあります。信号はＣＭＯＳレベルです。必要に応じて信号変換

回路を挿入してください。 

 
② アンテナ端子Ａ 

アンテナを接続します。専用アンテナを使用してください。 
アンテナを１本で使用するときは、必ずアンテナ端子Ａに接続してください。 
 

③ アンテナ端子Ｂ 
ダイバシティ受信用アンテナ端子です。 
２本目のアンテナを接続します。 
 

④ ＡＵＸ端子 
補助的に用いる端子で、内部の動作状態のモニタ、送受信動作、アンテナ切り替え状態などを出力します。 
 

⑤ 基板取り付け穴 
本無線モデムを取りつけるために穴です。上面からネジ締めができるので作業性は良いのですが、２ヶ所で止

めるだけなので、反対側をガイドなどで固定する必要があります。 
 

⑥ 底面取り付け穴 
本無線モデムを取りつけるための穴です。Ｍ２のタップが切ってあります。強度が必要な場合はこちらを使用

します。 

①通信コネクタ 
③アンテナ端子Ｂ 

②アンテナ端子Ａ

④ＡＵＸ端子

⑥底面取り付け穴 

⑤基板取り付け穴
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2  第２章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの設置
方法 
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2.1  無線モデム本体の設置 

2.1.1  固定方法１ 

本無線モデムを基板取り付け穴を利用して取りつける場合です。この場合、取り付け穴が２ヶ所しかないため、

取り付け穴だけで本無線モデムを保持するのは強度的に問題が生じやすいので、反対側にガイドを設けるなどし

て固定してください。 

 

図 3：固定方法１ 

 

2.1.2  固定方法２ 

本無線モデムを底面取り付け穴を使用して取りつける場合です。底面取り付け穴はＭ２のネジが切ってありま

すが、深さは３．５ｍｍです。ネジの長さは本無線モデムの中に２～３ｍｍはいるものを使用してください。ま

た、ネジの締めつけトルクは０．２５Ｎ・ｍ（約２．５ｋｇ・ｃｍ）以下としてください。 

なお、本無線モデムを取りつける面は平坦な場所とし、ねじれなどの力が加わらないようにご注意ください。

取り付け穴の位置はｐ113【外観寸法図】を参照してください。 

 

図 4：固定方法２ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペーサー 

Ｍ２ネジ 

Ｍ２ネジ 

ガイド 

注意 
本無線モデムを事業用電気通信回線設備（電話回線）に接続する機器の内部に設置（組み込

み）する場合には、電気通信事業法で規定する「容易に取り外しが出来る構造」として、ユ

ーザが、ネジをゆるめ、コネクタをはずすことにより、本無線モデムを容易に取り外しが可

能になるようにしてください。 

警告 
・ 水、油、ほこりや異物（特に金属）が内部に入らないように注意してください。故障の原

因になります。 

・ 本無線モデムは精密電子機器です。衝撃や振動の多い場所は避けて設置してください。故

障の原因になります。 

・ 本無線モデムは室内で使用するように設計されています。屋外で使用する場合は、防水や

周囲温度に注意し、環境特性の規格の範囲内で使用してください。 
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2.2  通信ケーブルの接続 
外部機器との接続は専用の通信ケーブルで行います。 

本無線モデムの信号レベルはＣＭＯＳレベルです。外部機器のインターフェースがＲＳ２３２ＣやＲＳ４８５

の場合は、信号変換回路が必要です。信号変換回路の例はｐ100～ｐ101の図47～図49を参照してください。 

 

 

図 5：通信ケーブルの接続 

 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3   電源に対する注意 
本無線モデムは非常に高感度の高周波アナログ回路のため、電源の変動やデジタル回路からのノイズを非常に

受けやすくなっています。このため、本無線モデムを機器に組み込む場合は、本無線モデムの電源は他の回路と

別系統の電源ＩＣで供給してください。 

電源からのノイズが実用レベル以下であるかどうかは、以下のようにして確認してください。 

 

(1) システムに組み込んだ状態のＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔを２台用意します。 
(2) それぞれの無線機の周波数を固定された同じ周波数に設定します。例 ＠ＦＲＱ：Ｈ００Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

(3) 送信側の無線機の再送回数を０回にします。 例 ＠ＲＮＯ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

(4) TXT コマンドを数百回発行し、ほぼ全てのレスポンスが“Ｐ０”（通信成功）であれば問題ありません。 
(5) もし、“Ｎ１”レスポンス（送信失敗）が多く返るようであれば電源に問題がある可能性があります。 
(6) ただし、通信路の問題（マルチパスなど）で通信失敗になる可能性があるので、４項を数回繰り返したほう

が正しく判断できます。 
 
 
 

・接続する機器（ＰＣやＰＬＣなど）の取扱説明書もあわせてお読みください。 

・ケーブルはしっかりとコネクタにさしてください。なお、本無線モデムのコネクタはロック

機構がありませんので、ケーブルを引っ張ったり、ケーブルをもってぶら下げたりしないで

ください。

注意 

接続が完了するまで本無線モデム及び接続する機器の電源は入れないでください。電源を入れ

たまま作業をすると予測不可能な動作をし、機器が破損したりけがをする原因になります。
警告 

コマンドの使用方法についてはｐ29【機能の設定方法】を参照してください。 注意 
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2.4  アンテナの接続 

2.4.1  アンテナ１本の場合 

本無線モデムを固定して使用する場合などマルチパスの影響が少ない場合はアンテナは１本で使用できます。

アンテナは設置方法にあわせてつば付きアンテナまたはペンシルアンテナを選ぶことができます。アンテナを１

本で使用する場合は必ずアンテナ端子Ａに接続してください。 

 

 

    

 

図 6：つば付きアンテナとペンシルアンテナ 

 

2.4.2  ダイバシティ受信の場合 

本無線モデムを移動体に設置するなどマルチパスの影響が大きい場合はダイバシティ受信する事を推奨します。

つば付きアンテナやペンシルアンテナを２本使用するか、ダイバシティ平面アンテナを使用することにより、ダ

イバシティ受信することができます。なお、この機能を使用するにはメモリレジスタＲＥＧ１９の設定が必要で

す。 

ダイバシティ平面アンテナのケーブル２本はアンテナコネクタのどちらに接続してもかまいません。しかし、

２台以上で使用する場合はすべての無線モデムで揃えてください。 

 
 

  
 

図 7：ダイバシティ受信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つば付きアンテナ 
ペンシルアンテナ 

ＳＭＡ変換コネクタケーブル

つば付きアンテナ 
ダイバシティ平面アンテナ 

・ コネクタを接続する前に異物や汚れが付着していないことを確認してください。 

・ ＳＭＡコネクタの締め付けトルクは０．８～１．１Ｎ・ｍとしてください。 

・ ２本のアンテナは出来るだけ離して設置してください。（３０ｃｍ以上） 近すぎると効

果がなくなります。 

注意 
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2.4.3  つば付きアンテナの固定 

つば付きアンテナは専用のアンテナ基台で固定する方法と機器に直接取りつける方法があります。 

つば付きアンテナの指向性は図のように垂直に取り付けた場合、水平方向に対し無指向性です。 

 

        

図 8：つば付きアンテナの固定 

 

2.4.4  平面アンテナの固定 

平面アンテナは背面の影響を受けにくいので金属板に固定することができます。 

平面アンテナの指向性は正面（Ｖ、Ｈの刻印のある面）垂直方向に対しおよそ±６０度の範囲です。固定する

ときは通信相手のアンテナに対し正面を向けるようにしてください。 

 

 
 

図 9：平面アンテナの固定 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

Ｍ４ネジ Ｍ４ネジ 

アンテナ基台 

Ｍ３ネジ

・ つば付きアンテナは屋内用です。屋外に設置する場合は防水ケースに入れるなどの対策が

必要です。 

・ 平面アンテナは防滴構造なので屋外に設置することができますが、雪や氷が付着すると特

性が劣化します。なお、なくなれば特性は元に戻ります。 

注意 

本無線モデムに高利得のアンテナを接続して送信することは法律で禁じられています。 
使用するアンテナは利得が２．１４ｄＢｉ以下のものを使用してください。 

警告 
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2.5  設置上の注意点 

2.5.1  他の無線局との混信防止について 

本無線モデムの使用する周波数帯域では電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ライン

などで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要し

ない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。 

(1) 本無線モデムを使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局並びにアマチュア

無線局が運用されていないことを確認してください。 

(2) 万一、本無線モデムから移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やかに使

用周波数を変更するかまたは電波の発射を停止した上、当社窓口へご連絡いただき、混信防止のための処置

等（たとえばパーティションの設置など）についてご相談ください。 

(3) そのほか、本無線モデムから移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して電波干渉

の事例が発生した場合などでお困りの場合は、当社窓口へご相談ください。 
 

2.5.2   現品表示 
 
 
 
 
 
 
 

図 10：現品表示 

各記号の意味は以下のとおりです。 
① ２．４ ：２．４ＧＨｚ帯の電波を使用しています。 
② ＤＳ  ：変調方式は直接拡散方式です。 
③ ４   ：想定される与干渉距離は４０ｍです。 
④ バー記号：全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能です。 

 

2.5.3  屋外固定設置の場合の現品表示 

本無線モデムを組み込んだ設備を屋外に固定して設置する場合は、以下のような当該無線設備の所有者名また

は事業者名と連絡先を表示してください。表示方法に特段の定めはありませんが、屋外で長期間放置に耐える方

法とし、見やすい位置に表示してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 11：屋外固定設置の現品表示 

① ２．４ＧＨｚ帯小電力データ通信システムの無線局であることを明示してください。 
② 所有・運用する事業者名と担当部署名または担当者氏名を表示してください。 
③ 電話番号またはＥメールアドレスもしくはホームページアドレスを表示してください。 
④ その他、必要に応じて電波干渉回避に有用な情報があれば表示してください。 

 
２．５．１～２．５．３の説明はＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ６６によるものです。詳細については弊社窓口へお問合

せください。 

 

２．４ＤＳ４ 

① ② ③ 

④ 

２．４ＧＨｚ帯小電力データ通信システムの無線局 

運用者  ＊＊＊＊通信株式会社 

      ＩＰ事業部お客様相談室 

連絡先  ＴＥＬ ０３－＊＊＊＊－＊＊＊＊ 

     ＵＲＬ http://www.****.co.jp 

① 

② 

③ 
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2.5.4   アンテナ設置上の注意点 

(1) 本無線モデムは２．４ＧＨｚの電波を使用していますが、２．４ＧＨｚの電波は直進性が強く、反射しやす

い特長があります。特に金属製の物体が近くにあると通信距離が短くなったり、極端な指向性がでたりする

ことがあります。従ってアンテナは周囲の物体からできるだけ離して設置してください。 

(2) ２．４ＧＨｚの電波はマルチパスが発生しやすい特徴があります。マルチパスが発生するとアンテナを数１

０ｃｍ動かしただけで通信できなくなる場合もありますので、アンテナの位置は通信状態を確認してから固

定することを推奨します。 

(3) 無人搬送車のような移動体に設置する場合は、マルチパス対策としてダイバシティ受信することを推奨しま

す。（アンテナはオプションです） ダイバシティ受信する場合は、効果を高めるために２本のアンテナはで

きるだけ（３０ｃｍ以上）離して設置してください。 

(4) ハンディ機器に組み込む場合は人体の影響でアンテナの指向性が乱れます。このような場合の指向性改善と

してもダイバシティ動作は有効です。 

(5) オプションで用意しているつば付きアンテナは、室内で使用するように設計されています。屋外で使用する

場合は防水ケースに入れるなどの対策が必要です。 

(6) 詳しくは別冊「アンテナ設置マニュアル」を参照してください。 

 

2.5.5  混信・妨害に対する注意点 
(1) 本無線モデムを同一エリアで複数グループで運用する場合は、干渉を回避するため、使用する周波数をでき

るだけ離し、異なるグループの無線モデム同士はおよそ２ｍ以上離して設置してください。 

(2) 無線ＬＡＮの普及により無線ＬＡＮとの干渉が生じやすくなっています。本無線モデムを設置する前に無線

ＬＡＮが使用されていないか調査してください。使用されている場合は干渉が生じないように周波数を適切

に設定してください。 

 

2.5.6   ＩＤコード設定のお願い 

(1) 本無線モデムをはじめとする弊社の２．４ＧＨｚ帯ＳＳ無線モデム ＦＲＨシリーズはおかげをもちまして

広く普及することが出来ましたが、この結果、全く異なる無線システムが同一エリアに設置されて予期せぬ

混信問題が発生する可能性が高くなってまいりました。 

(2) ＦＲＨシリーズの通信プロトコルは弊社独自のものなので他社製品と誤接続することはありませんが、同じ

ＦＲＨシリーズの無線機とは誤接続する可能性があります。 

(3) 本無線モデムは誤接続を防止するためにＩＤコードを設定することができます。ＩＤコードが異なるシステ

ム同士は通信することができませんので、誤接続する可能性を低減することができます。 

(4) ＩＤコードは一つの無線システムの中では同じ値に設定してください。また、他の無線システムと一致しな

いように、単純な値（たとえば１１１１Ｈなど）は避けてください。 

(5) 詳しくはｐ106【誤接続防止のために】を参照してください。 
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3   第３章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの動作 
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3.1  動作モード 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔは５通りの通信モードを設定することができます。構築するシステムにあわせて本無線モ

デムを希望するモードに設定してください。初期設定は通信モード３となっています。 

なお、通信モード１と通信モード２はデータ透過モードですが、本無線モデムでは対応していません。 

 

表 1：動作モード一覧 

モード プロトコル 機能 

通信モード３ モデム 

通信モード４ リピータ 

通信モード５ 

 

パケット送信モード 

通信モード６ ダイレクト通信モード 

通信モード７ ヘッダレスモード 

 

モデム 

 

3.1.1  通信モード３（パケット送信モード） 

・ 通信パラメータをメモリレジスタで設定し、【パケット送信モード】で通信する方法です。 
・ 通信モード３は１対ＮやＮ対Ｍ等で、データ量が比較的少なく、多くの通信相手を短時間で切り替えるような

場合に使用します。 

3.1.2  通信モード４（リピータモード） 

・ 通信パラメータをメモリレジスタで設定し、【パケット送信モード】で本無線モデムをリピータとして使用す

る方法です。 
・ 通信モード４は通信モード３では通信距離が不足する場合に使用します。 

3.1.3  通信モード５（ヘッダレスノーマルモード） 

・ 通信モード３で必要だった送信コマンドを廃止して、データを直接入力するだけで通信する、【パケット送信

モード】の特殊なモードです。 
・ 通信モード５は１対Ｎで、データ量が比較的少なく、通信相手の切り替えが少ない場合に使用します。 
・ 送信コマンドが必要ないので、アプリケーションプログラムの開発が簡単になります。 
・ 通信モード５の使用方法は通信モード１～通信モード４と大きく異なるので、詳細はｐ77【ヘッダレスパケッ

ト送信モード】で説明します。 

3.1.4  通信モード６（ダイレクト通信モード） 

・ 入力されたデータをいわゆる「データ」としてではなく、信号の「ＨｉまたはＬｏの状態」として送る特殊な

通信モードです。 
・ データをパケット化する必要がないため伝送遅れが約５００μｓと少ないのが特徴です。 
・ 通信モード６は、特にレスポンスを要求される用途に向いています。 
・ 通信モード６の使用方法は通信モード１～通信モード４と大きく異なるので、詳細はｐ84【ダイレクト通信モ

ード】で説明します。 

3.1.5  通信モード７（ヘッダレスストリームモード） 

・ 通信モード５のヘッダレスノーマルモードと異なるプロトコルの送信モードで、送受信のデータバッファを備

え、大量のデータを連続で送受信することができます。無線送信の開始は規定時間のタイムアウト、規定のタ

ーミネータまたは規定のバイト数がトリガとなります。データ透過モードと近い使い方ができます。なお電波

環境が悪く、通信が途絶えて再送回数を超えた場合、無線パケットが破棄されるためデータの１００％転送は

保証されません。 

・ 通信モード７は１対Ｎで、データ量が比較的多く、通信相手の切り替えが少ない場合に使用します。 
・ 送信コマンドが必要ないので、アプリケーションプログラムの開発が簡単になります。 
・ 通信モード７の使用方法は通信モード１～通信モード４と大きく異なるので、詳細はｐ77【ヘッダレスパケッ

ト送信モード】で説明します。 
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3.2  パケット送信モード 
パケット送信モードは、コマンドを使用して半２重のパケット通信を行なうモードです。コマンドにアドレス

を付加して送信する事により相手モデムを選択して通信を行なうことができるので、１：ＮやＮ：Ｍのアプリケ

ーションに向いています。 

パケット送信モードでは、常時は受信可能状態で待機しています。外部機器から送信コマンドが入力されると、

キャリアセンス終了後、メッセージを宛先モデムに送信します。 

パケット送信モードでは無線モデムをリピータとして使用し、通信エリアを拡大することができます。 

 

3.2.1  パケット送信モードのプロトコル 

パケット送信モードでは通信相手のモデムにデータを送信後、相手モデムからＡＣＫ（データを正しく受け取

った事を伝える情報）の返事を受け取ることで通信の確認を行なっています。 

送信側ではデータ送信後ＡＣＫの返信を待ち、ＡＣＫを受信すると送信成功と判断して「Ｐ０」レスポンスを

外部機器に出力します。ＡＣＫが受信できなければＡＣＫを受信するまであらかじめ設定された再送回数の範囲

内で再送信します。再送中にＡＣＫを受信すれば送信成功となり、受信できなければ送信失敗になり「Ｎ１」レ

スポンスを外部機器に出力します。 

 

                        
 
 

図 12：パケット送信のプロトコル 

 

3.2.2   同報通信のプロトコル 

パケット送信モード（通信モード３、５、７）では、宛先アドレスを２５５に設定することで複数のモデムに

同報通信を行なうことができます。ただし、同報通信ではＡＣＫの返信は行なわれないので、送信側ではすべて

の受信側が正常に受信できたかどうか判断できません。 
同報通信では、送信側はあらかじめ設定された再送回数＋１回の送信を行い、正常終了のレスポンス（Ｐ０）

を外部機器に出力します。受信側では、データを正常に受信するとＡＣＫの返信は行なわずにデータを外部機器

に出力します。正常データを受信した後の再送データは、同一パケットと判断して外部機器へは出力しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13：同報通信のプロトコル 

 
 

データ送信 

再送 

再送 

データ送信 

ＡＣＫ返信 

送信元 相手モデム 

終了送信元 

相手モデム 
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3.2.3  送信コマンドと受信ヘッダ 

パケット送信モードで使用する送信コマンドは、テキスト／バイナリ、リピータを経由する／しないで４種類

あります。受信データの外部機器への出力形式も送信コマンドに対応して４種類あり、外部機器は受信ヘッダか

らデータ形式および通信経路を知ることができます。 

 

表 2：送信コマンドと受信ヘッダの対応 

送信コマンド 受信ヘッダ 機能 

ＴＸＴ ＲＸＴ テキストデータ送信 

ＴＢＮ ＲＢＮ バイナリデータ送信 

ＴＸＲ ＲＸＲ リピータ経由テキストデータ送信 

ＴＢＲ ＲＢＲ リピータ経由バイナリデータ送信 

 
 
外部機器から無線モデムへの送信データ入力フォーマットと、それに対する無線モデムから外部機器への受信

フォーマットは以下のとおりです。 

 
1. テキストデータ送信 
送信  ＠ＴＸＴ［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝［メッセージ］Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

受信   ＲＸＴ［送信元アドレス］｛宛先アドレス｝［メッセージ］ Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
2. バイナリデータ送信 
送信  ＠ＴＢＮ［宛先アドレス］「メッセージバイト数］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

受信   ＲＢＮ［送信元アドレス］［メッセージバイト数］｛宛先アドレス｝［メッセージ］ Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
3. リピータ経由テキストデータ送信 
送信  ＠ＴＸＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

受信   ＲＸＲ［リピータアドレス］［送信元アドレス］｛宛先アドレス｝［メッセージ］ Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
4. リピータ経由バイナリデータ送信 
送信 ＠ＴＢＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］［メッセージバイト数］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

受信  ＲＢＲ［リピータアドレス］［送信元アドレス］［メッセージバイト数］｛宛先アドレス｝［メッセージ］ Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
＠マーク   ：コマンドヘッダ 
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆマーク  ：ターミネータ 

宛先アドレス  ：メッセージを送る相手モデムのアドレス（０００～２５５） 
送信元アドレス  ：メッセージを送信したモデムのアドレス（０００～２５４） 
リピータアドレス  ：経由する（した）リピータのアドレス（０００～２３９） 
メッセージバイト数 ：メッセージのバイト数 
メッセージ  ：任意のデータ（２５５バイト以下） 
｛ ｝内のアドレス ：ＲＳ４８５対応モードの時に使用します。 

 

 ・テキストデータ送信ではメッセージの中にＣＲＬＦコードが含まれる場合はそこでメッセ

ージが終了と判断し、それ以後のデータは送信されません。ＣＲＬＦコードが含まれる場合

はバイナリデータ送信を使用してください。 

・メッセージデータの中にコマンドヘッダが含まれる場合はそれ以後のデータをコマンドと

認識しコマンドエラーになります。コマンドヘッダが含まれる場合はメモリレジスタＲＥＧ

１５【コマンド認識インターバル】の設定が必要です。 

注意 
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3.2.4  拡張受信機能 

拡張受信機能とは、パケット送信モード（ヘッダレスパケット送信モードを含む）において、コンテンション

型で使用した場合で、偶然同時送信になった場合に、再送を繰り返してレスポンスが低下したり、送信失敗にな

ったりすることを防止する受信機能です。メモリレジスタＲＥＧ１９：ビット３で設定します。 

 

3.2.4.1  拡張受信機能の動作 

通常の受信機能ではキャリアセンス中に相手のメッセージを受信しても最後まで受信せずに再びキャリアセン

スを繰り返しますが、拡張受信機能はキャリアセンス中に受信したら最後まで受信してＡＣＫを返し、その後に

再びキャリアセンスに戻ります。 

拡張受信機能が有効なとき同時送信が生じた場合、次のように動作します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14：拡張受信の動作 

 
(1) 無線モデム１と無線モデム２が同時送信します。 
(2) 両方の無線モデムはＡＣＫを待ちますが、タイムアウトします。 
(3) ランダムウエイトを先に終了した方（この場合無線モデム２）がメッセージを再送します。 
(4) 無線モデム１はキャリアセンス中にメッセージの再送を受けたので、最後まで受信し、ＡＣＫを返しま

す。 
(5) 無線モデム１は再びキャリアセンスして、今度は自分のメッセージを送信します。 
(6) 無線モデム２はＡＣＫを返します。 

 

3.2.4.2   使用上の注意点 

以上の動作から分かるように、無線モデム１の外部機器への出力は次のようになります。 

Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    送信コマンド受付レスポンス 

ＲＸＴ００２・・・・Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  メッセージ出力 

外部機器１ 無線モデム１ 無線モデム２ 外部機器２

ＴＸＴコマンド 

Ｐ１ 

ＴＸＴコマンド 

ＡＣＫ

ＡＣＫ

受信メッセージ 

同時送信

先にランダムウエイト終了 

Ｐ１ 

Ｐ０ 

送信

受信メッセージ 

Ｐ０ 

ランダムウエイトを中断して 
        拡張受信 

再送 
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Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    送信成功レスポンス 

このようにコマンドレスポンスＰ１とＰ０の間にメッセージが出力されますので、このことを考慮してアプリ

ケーションソフトを開発していただく必要があります。ヘッダレスパケット送信モードで使用する場合は、Ｐ１

やＰ０のレスポンスはでませんので、この問題は考慮する必要はありません。 

 
 
 
 

 

注意 
・本機能の使用方法に重要な注意事項がありますので必ずｐ113【ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔ使用制

限事項】をお読みください。 
・特別の機能要求がない場合はこの機能は使用しないことをお奨めします。 
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3.2.5  パケット送信モードの通信時間 

3.2.5.1  通信のシーケンス 

パケット送信モード（通信モード３、４、５、７）の通信シーケンスとそれぞれに要する時間は以下のようにな

ります。 
 
１．送信コマンドの入力 
送信コマンドの入力時間は外部機器と無線モデムの間の通信パラメータで決定されます。関連するパラメータ

は以下のとおりです。 

(1) 伝送レート（３００ｂｐｓ～１１５２００ｂｐｓ） 

(2) データ長（７または８ビット） 

(3) パリティビット（ありまたはなし） 

(4) ストップビット長（１または２ビット） 

(5) スタートビット長（１ビット固定） 

例として、伝送レートを９６００ｂｐｓ、１スタートビット、データ長８ビット、１ストップビット、パリテ

ィなしとすると、１ビットに必要な時間は１０４μｓ、１バイトのデータを送るために必要な時間は１バイトが

１０ビットなので１．０４ｍｓになります。 

ＴＸＴコマンドで１０バイトのメッセージデータを送る場合を考えると、送信フォーマットは「＠ＴＸＴ００

１ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」となり１９バイトなので１９．８ｍｓになります。 

２．キャリアセンス 

送信に先立ち、他の無線モデムが送信中かどうかを確認するための受信時間です。キャリアセンス時間中にキ

ャリアが検出された場合はランダムウエイト時間経過後に再びキャリアセンスを行います。 

３．無線送信 

無線送信時間はメッセージデータのバイト数（１～２５５）により異なりますが以下の式で表すことができま

す。 

７．０８ｍｓ＋メッセージバイト数×０．１５４ｍｓ 

 

４．ＡＣＫ待ち 
無線送信終了後にＡＣＫを待つ時間です。直接相手に送信する場合は５ｍｓ、リピータ経由の通信の場合は「無

線送信時間＋１７．２ｍｓ」です。この時間内にＡＣＫパケットのプリアンブルを受信できない場合は送信失敗

とみなし、再送回数が残っていればランダムウエイト時間待って再びキャリアセンス以後を繰り返します。再送

回数が残っていない場合は送信失敗レスポンスを出して送信を終了します。 

５．ＡＣＫ（ＮＡＫ）送信 
正常に受信したことを送信元に知らせるための返信（ＡＣＫ）、またはリピータ経由通信の場合で宛先モデム

からのＡＣＫがない場合にリピータが送信元へ返す通信失敗の返信（ＮＡＫ）の送信時間です。時間はいずれも

７．０８ｍｓです。 

６．ランダムウエイト 
キャリアセンスでキャリアが検出された場合または送信失敗して再送信を行なう場合に、パケット同士の衝突

を防止するためにランダムに設定された時間待ってキャリアセンスを開始します。時間は０、３、６、１０ｍｓ

の４値を標準としています。 

７． 受信データ出力 

受信データの出力時間は送信データ入力時間と同じように外部機器と無線モデムの間の通信パラメータで決定

されます。 
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3.2.5.2  通信時間の例 

以下の例は通信パラメータが１９２００ｂｐｓ、データ長８ビット、１ストップビット、パリティなしで１０

バイトのメッセージを送る場合の大まかな通信時間を示します。 

 

ケース１．ＴＸＴコマンド正常終了 

この例はもっとも基本的な通信の例です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15：ＴＸＴコマンド通信時間の例 

 

 

ケース２．ＴＸＴコマンド再送１回で正常終了 

この例は再送を１回行なった場合です。ＡＣＫを待ちますが応答がないため再送のルーチンに入ります。再送

のルーチンではパケットの衝突を防止するために１０ｍｓのランダムウエイトし、再びキャリアセンスします。

その後の動作はケース１と同じです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16：ＴＸＴコマンド再送1回の通信時間の例 

 
 
 

ＤＴＥ１ モデム１ モデム２ ＤＴＥ２ 

＠ＴＸＴ*** 10ms 

Ｐ１ 

キャリアセンス 3ms 

ＡＣＫ 
送信時間  7.08msＰ０ 2ms 

ＲＸＴ*** 10ms 

メッセージ 
送信時間 8.62ms 

ＤＴＥ１ モデム１ モデム２ ＤＴＥ２ 
＠ＴＸＴ*** 10ms 

Ｐ１ 

キャリアセンス 3ms 

ＡＣＫ 
送信時間  7.08msＰ０ 2ms 

ＲＸＴ*** 10ms 

メッセージ 
送信時間 8.62ms 

Ａ Ｃ Ｋ 待 ち 

ランダムウエイト 10ms 

キャリアセンス 3ms メッセージ 
送信時間 8.62ms 
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ケース３．ＴＸＲコマンド正常終了 

この例はリピータ経由の通信の例です。リピータ経由の通信ではリピータがデータを転送するため無線区間の

時間が２倍かかります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 17：ＴＸＲコマンドの通信時間の例 

 

 

ケース４．ＴＸＴコマンド同報通信正常終了（再送２回） 

この例は同報通信の場合です。同報通信では必ず設定回数の再送を行ないます。相手局はすでに受信済みであ

れば再送データは端末に対して出力しません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18：同報通信の通信時間の例 

 

ＤＴＥ１ モデム１ モデム２ ＤＴＥ２ 

＠ＴＸＲ*** 11ms 

Ｐ１ 

キャリアセンス 3ms 

ＡＣＫ 
送信時間  7.08ms

Ｐ２、Ｐ０ 4ms 

ＲＸＲ*** 11ms 

メッセージ 
送信時間 8.62ms

メッセージ 
転送時間 8.62ms

リピータ 

ＡＣＫ 
転送時間  7.08ms

ＤＴＥ１ モデム１ モデム２ ＤＴＥ２ 

＠ＴＸＴ*** 10ms 

Ｐ１ 

キャリアセンス 3ms 

Ｐ０ 2ms 

ＲＸＴ*** 10ms 

メッセージ 
送信時間 8.62ms

待ち 5ms

ランダムウエイト 10ms

キャリアセンス 3ms メッセージ 
送信時間 8.62ms

待ち 5ms 

ランダムウエイト 10ms

キャリアセンス 3ms メッセージ 
送信時間 8.62ms

待ち 5ms

同一データのため出力せず 

同一データのため出力せず 
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3.2.6  パケット送信モードの注意点 

3.2.6.1  送信レスポンスの誤出力 

パケット送信モードでは相手モデムからＡＣＫを受けることにより通信の確認を行なっていますが、もし、受

信が正常でＡＣＫを返信したにもかかわらず何らかの原因で送信側にＡＣＫが返らなかった場合、実際には成功

しているにもかかわらず送信側は送信失敗と判断します。この場合の動作は以下のようになります。 

再送回数が０に設定されている場合 

＜送信側＞ 送信失敗（Ｎ１）のレスポンスを外部機器に出力します。 

＜受信側＞ ＡＣＫを返信し、受信データを外部機器に出力します。 

再送回数が１回以上に設定されている場合 

＜送信側＞ ＡＣＫを受信するまで再送を行ないます。 

再送中にＡＣＫを受信すれば正常終了（Ｐ０）、受信できない場合は送信失敗（Ｎ１）のレ

スポンスを外部機器出力します。 

＜受信側＞ ＡＣＫを返信し、受信データを外部機器に出力します。 

再送データを受信した場合は、ＡＣＫのみを返信し、外部機器へは出力しません。 

以上のように再送回数が設定されていればいつかＡＣＫを受信できると考えられますが、送信失敗になった場

合には受信側の外部機器と送信側の外部機器で認識にずれが発生します。この問題は無線モデム側では対応でき

ませんのでアプリケーションソフト側での対応をお願いします。 

 

3.2.6.2  周波数グループ運用による受信スループットの低下 

パケット送信モード（通信モード３、５、７）で複数の周波数を使用するグループモードを選択した場合、受

信スループットが低下し、再送回数を多めに設定しないと送信失敗の確率が非常に大きくなります。グループモ

ードで運用する場合は、再送回数を少なくとも使用する周波数の数の２乗倍以上の回数にしてください。 

受信スループットの低下は、複数の周波数を使用するため送信周波数と受信の待ち受け周波数が異なるために

発生します。複数の周波数を使用するグループモードを設定した場合、受信側は周波数を順次切り替えながら待

機しています。また送信側でも周波数を順次切り替えながら、ＡＣＫを受信するまであらかじめ決められた再送

回数＋１回の範囲内で送信します。受信側の周波数切り替えは送信側に比べて遅くなるように設定されているた

め、再送回数を多くすれば送受信の周波数は必ず一致しますが、一致するまでに時間がかかる場合があります。 

複数の周波数を使用するのは、特定の周波数が妨害を受けたときに有効ですが、このようにスループット低下

の問題が発生します。したがって、パケット送信モードでスループットが要求されるようなアプリケーションで

は、周波数を固定して使用することを推奨します。（妨害やマルチパスフェージングには弱くなります。） 

 

3.2.6.3  ＲＳ４８５インターフェースの衝突防止 

複数の無線モデムをＲＳ４８５インターフェースで結線した場合、無線モデムの受信データやレスポンスがラ

イン上で衝突する可能性があります。衝突が生じる原因としては、マルチドロップされた複数の無線モデムが同

時にデータを受信した場合、グローバルコマンドに対する複数局からのレスポンスなどが考えられます。 

衝突が発生する可能性のあるような使い方をする場合は以下のような対策方法があります。 

(1) マルチドロップされている無線モデムのパケット間インターバル（ＲＥＧ０７）をすべて異なる値に設定す

る。各設定値の差は、有線区間のボーレートで決まる１バイトの転送時間（スタートビットからストップビ

ットまで）よりも大きくする。 

(2) すべての無線モデムのＲＳ４８５衝突防止機能（ＲＥＧ２３：ビット１）を１にする。 

(3) パケット間インターバルを最長に設定した無線モデムのＲＳ４８５衝突防止用定期出力（ＲＥＧ２３：ビッ

ト２）を１にする。 

上記の設定を行なうと、すべての無線モデムで出力するデータがない場合は、最長のインターバルを設定した

無線モデムがＣＲコード（０Ｄｈ）を定期的に出力し、各無線モデムのパケット間インターバルの測定開始タイ

ミングを同期させることができます。すると、各無線モデムのパケット間インターバルは異なるように設定して

あるため複数局が同時に出力を開始することはなく、また１バイトを超える時間があれば他局のデータ出力中を

判断できるため、自局のデータ出力を次回まで待ち、ライン上の衝突を防止することができます。 
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3.2.6.4  同報通信の再送回数 

同報通信では設定された再送回数の再送を必ず行います。メッセージを受信した外部機器からすぐに返信が返

るようなアプリケーションソフトの場合は再送中に返信が返る可能性がありますが、再送中は受信できないので

通信失敗になります。このような場合は再送回数を適切な値にする必要があります。 

 

3.2.6.5  隠れ端末問題 

隠れ端末問題とは、基地局の下に端末局が２台あった場合に、端末局同士が通信できない位置にあると、端末

局同士が同時送信になって基地局が混信して通信が失敗する、という問題です。 

本無線モデムは隠れ端末問題に対する対策手段を持っておりませんので、この問題をご理解いただいた上でア

プリケーションソフト側で対策をお願いします。 

なお、対策案としては、通信できなかった場合にランダムなウエイト時間を空けて通信をやり直す方法や、基

地局がポーリングすることにより同時送信を防ぐ方法があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 19：隠れ端末 

 
 

端末局 

基地局 

端末局 

通信可 通信可 

通信不可 
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3.3  省電力モード 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔは３通りの省電力モードを持っています。バッテリ動作の場合など使用する条件に合わせ

て設定してください。 

 

3.3.1  アクティブモード 

このモードは省電力モードではなく、いつでも送受信可能な状態にあります。電源を投入した時点ではアクテ

ィブモードになっています。 

 

アクティブモードの消費電流はおよそ３５ｍＡです。 

 

3.3.2  ＵＬＴＲＡモード 

このＵＬＴＲＡ(Ultra Low Power Transient Radio Access)モードは待ち受け受信モードで、ＵＬＴＲＡモー

ドで動作中の無線機は間歇受信状態で動作し、他の無線機からのウエイクアップ要求の特殊パケットを受信する

と、待ち受け状態から通常状態に遷移し、通常の無線通信を行なうことができます。バッテリ動作での動作時間

を伸ばしたり、太陽電池などの容量に制限のある電源の場合に威力を発揮します。 

 

ＵＬＴＲＡモードの消費電流は平均でおよそ２ｍＡです。 

 

3.3.3  高周波部休止モード 

このモードは高周波回路の電源を遮断して、制御回路のみが動作しているモードです。制御回路が動作してい

るのでメモリレジスタの設定などは保持されているので、アクティブモードに戻ったときには動作をそのまま継

続することができます。また、このモードに入っていてもメモリレジスタの参照や設定といった機能は使用でき

ます。 

このモードに入るには以下のコマンドを使用します 

ＲＯＦコマンド：高周波部休止モードに入ります。 

ＲＯＮコマンド：アクティブモードに復帰します。 

 

高周波部休止モードの消費電流はおよそ５ｍＡです。 

 

3.3.4  完全停止モード 

このモードは高周波回路の電源を遮断した上、ロジック回路の動作を停止するモードです。消費電流は最も小

さくなります。このモードではロジック回路が動作していないため、アクティブモードに復帰したときにはリセ

ットされた状態になります。すなわち、ＦＲＱコマンドなど一時的に動作を変更するコマンドはすべて取り消さ

れます。一方ではＲＥＧコマンドで設定されたメモリレジスタは有効になります。 

この制御はシステムリセットと同様な動作になりますので、外部から強制リセットさせたい場合にも用いるこ

とができます。電源投入でのリセット時間は２２０ｍｓ程度ですが、７５ｍｓ程度でコマンドを受け付けられま

す。 

設定は入出力インターフェースの１１番ピン(/SHUT)でおこないます。 

１１番ピンを‘Ｌ’にする：完全停止モードに入ります。 

１１番ピンを‘Ｈ’にする：アクティブモードに復帰します。 

 

なお、ＵＬＴＲＡモードの状態から完全停止モードに入った場合は、解除されたときは再びＵＬＴＲＡモード

に戻ります。 

 

完全停止モードの消費電流はおよそ７０μＡです。 

 

 



  第8.2版    

   

 23

3.4  周波数グループ 
本無線モデムはＲＣＲ ＳＴＤ－３３対応の周波数に１バンド、ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ６６対応の周波数に３

バンドの合計４バンドの周波数バンドを持っています。初期設定はＳＴＤ－３３対応の０３バンドですが、ＦＢ

Ｄコマンドで周波数バンドを切り替えることができます。 

なお、ＳＴＤ－Ｔ６６対応の０１バンドと０２バンドを使用する場合は、移動体識別との混信に注意願います。

詳しくはｐ9【他の無線局との混信防止について】を参照してください。 

 

3.4.1   周波数の割り当て 

それぞれの周波数バンドは１ＭＨｚセパレーションで２４波を割り当てて運用しています。隣り合う周波数を

同一エリアで運用した場合には、電力レベルの差により互いに干渉を受ける可能性があります。特に周波数を固

定して使用する場合には、同一エリアでは２ＭＨｚ以上離れた周波数を使用してください。 

周波数バンドが異なると周波数が一致しても通信することはできません。（ダイレクト通信モードを除く） 

たとえば、０２バンドの２４７２ＭＨｚと０３バンドの２４７２ＭＨｚは通信できません。 

 
 

表 3：周波数の割り当て 

周波数（ＭＨｚ） 周波数番号 

０３バンド ０２バンド ０１バンド ００バンド 

０ ２４７２．０ ２４５０．０ ２４２６．０ ２４０２．０ 

１ ２４７３．０ ２４５１．０ ２４２７．０ ２４０３．０ 

２ ２４７４．０ ２４５２．０ ２４２８．０ ２４０４．０ 

３ ２４７５．０ ２４５３．０ ２４２９．０ ２４０５．０ 

４ ２４７６．０ ２４５４．０ ２４３０．０ ２４０６．０ 

５ ２４７７．０ ２４５５．０ ２４３１．０ ２４０７．０ 

６ ２４７８．０ ２４５６．０ ２４３２．０ ２４０８．０ 

７ ２４７９．０ ２４５７．０ ２４３３．０ ２４０９．０ 

８ ２４８０．０ ２４５８．０ ２４３４．０ ２４１０．０ 

９ ２４８１．０ ２４５９．０ ２４３５．０ ２４１１．０ 

１０ ２４８２．０ ２４６０．０ ２４３６．０ ２４１２．０ 

１１ ２４８３．０ ２４６１．０ ２４３７．０ ２４１３．０ 

１２ ２４８４．０ ２４６２．０ ２４３８．０ ２４１４．０ 

１３ ２４８５．０ ２４６３．０ ２４３９．０ ２４１５．０ 

１４ ２４８６．０ ２４６４．０ ２４４０．０ ２４１６．０ 

１５ ２４８７．０ ２４６５．０ ２４４１．０ ２４１７．０ 

１６ ２４８８．０ ２４６６．０ ２４４２．０ ２４１８．０ 

１７ ２４８９．０ ２４６７．０ ２４４３．０ ２４１９．０ 

１８ ２４９０．０ ２４６８．０ ２４４４．０ ２４２０．０ 

１９ ２４９１．０ ２４６９．０ ２４４５．０ ２４２１．０ 

２０ ２４９２．０ ２４７０．０ ２４４６．０ ２４２２．０ 

２１ ２４９３．０ ２４７１．０ ２４４７．０ ２４２３．０ 

２２ ２４９４．０ ２４７２．０ ２４４８．０ ２４２４．０ 

２３ ２４９５．０ ２４７３．０ ２４４９．０ ２４２５．０ 
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3.4.2  周波数グループによる運用 
本無線モデムでは周波数を固定して通信を行なうほかに、周波数をグループ化して使用する事ができます。異

なるグループを設定したシステム間は同じ周波数を使用しないため、同一エリアで独立して運用することができ

ます。また、各グループ内では設定された複数の周波数の中で、空いている（電波環境の良い）周波数を選択し

て無線回線を接続します。（マルチアクセス機能） グループ内の周波数のうち、どれか一つでも電波環境の良好

な周波数があれば通信できるため、妨害やマルチパスフェージングに強くなります。 

逆に複数の周波数を切り替えながら受信待機する必要があることから、回線接続時間が若干長くなります。ま

た同一エリアで独立に運用できるシステム数は減少します。アプリケーションに応じて最適な分割方法を設定し

てください。 

 

3.4.3  分割方法 

周波数グループの分割方法（１グループに何波使用するか）と、グループ番号（グループ分けされた個々のグ

ループにつけられる番号）の設定はメモリレジスタＲＥＧ０６で行ないます。 

周波数グループの分割方法は以下の８通りがあります。 

表 4：周波数の分割方法 

分割方法 グループ数 設定可能な番号 １グループで使用する周波数（波） 

Ａ １ ０ ２４ 

Ｂ ２ ０～１ １２ 

Ｃ ３ ０～２ ８ 

Ｄ ４ ０～３ ６ 

Ｅ ６ ０～５ ４ 

Ｆ ８ ０～７ ３ 

Ｇ １２ ０～１１ ２ 

Ｈ ２４ ０～２３ １(固定周波数) 

 

3.4.4   各分割方法の詳細 

 

表 5：分割方法Ａ（１グループ２４波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 
０ ０から２３までのすべての番号 

 

表 6：分割方法Ｂ（２グループ１２波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 

０ ０、 ２、 ４、 ６、 ８、１０、１２、１４、１６、１８、２０、２２ 

１ １、 ３、 ５、 ７、 ９、１１、１３、１５、１７、１９、２１、２３ 

 

表 7：分割方法Ｃ（３グループ８波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 

０ ０、 ３、 ６、 ９、１２、１５、１８、２１ 

１ １、 ４、 ７、１０、１３、１６、１９、２２ 

２ ２、 ５、 ８、１１、１４、１７、２０、２３ 

 

表 8：分割方法Ｄ（４グループ６波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 

０ ０、 ４、 ８、１２、１６、２０

１ １、 ５、 ９、１３、１７、２１

２ ２、 ６、１０、１４、１８、２２

３ ３、 ７、１１、１５、１９、２３
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表 9：分割方法Ｅ（６グループ４波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 

０ ０、 ６、１２、１８

１ １、 ７、１３、１９

２ ２、 ８、１４、２０

３ ３、 ９、１５、２１

４ ４、１０、１６、２２

５ ５、１１、１７、２３

 

表 10：分割方法Ｆ（８グループ３波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 グループ番号 使用周波数番号 

０ ０、 ８、１６ ４ ４、１２、２０ 

１ １、 ９、１７ ５ ５、１３、２１ 

２ ２、１０、１８ ６ ６、１４、２２ 

３ ３、１１、１９ ７ ７、１５、２３ 

 

表 11：分割方法Ｇ（１２グループ２波モード） 

グループ番号 使用周波数番号 グループ番号 使用周波数番号 

０  ０、１２ ６  ６、１８ 

１  １、１３ ７  ７、１９ 

２  ２、１４ ８  ８、２０ 

３  ３、１５ ９  ９、２１ 

４  ４、１６ １０ １０、２２ 

５  ５、１７ １１ １１、２３ 

 

表 12：分割方法Ｈ（周波数固定モード） 

グループ番号 使用周波数番号 グループ番号 使用周波数番号 

０ ０ １２ １２ 

１ １ １３ １３ 

２ ２ １４ １４ 

３ ３ １５ １５ 

４ ４ １６ １６ 

５ ５ １７ １７ 

６ ６ １８ １８ 

７ ７ １９ １９ 

８ ８ ２０ ２０ 

９ ９ ２１ ２１ 

１０ １０ ２２ ２２ 

１１ １１ ２３ ２３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・メモリレジスタの初期値は分割方法Ｆ（８グループモード３波）のグループ０です。 

・通信確認する場合、はじめは分割方法Ｈ（周波数固定モード）でお使いください。周波数を

グループモードでご使用になるとマルチパスフェージングや妨害電波に対して強くなります

が、スループットが低下したり送信失敗になったりする場合があります。 

注意 



                                               第8.2版 

 

 26

4  第４章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの使用
方法 
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4.1  インターフェース 

4.1.1  ピン配置 
通信コネクタのピン配置です。なお、本無線モデムはＤＣＥ（Data Communication Equipment）仕様となって

います。  

 

          
 

図 20：通信コネクタのピン番号 

 

表 13：ピン配置 

ピン番号 信号名 入出力 内容 

１ DCDO 出力 キャリア検出（出力） 

２ RXD 出力 受信データ(DCEなので出力です) 

３ TXD 入力 送信データ(DCEなので入力です) 

４ DTR 入力 端末レディ 

５ GND － 信号グランド 

６ DSR 出力 モデムレディ 

７ RTS 入力 受信停止・再開要求 

８ CTS 出力 送信停止・再開要求 

９ DCDI 入力 キャリア検出（入力） 

１０ VCC － 電源 ２．７Ｖ～３．３Ｖ 

１１ /SHUT 入力 完全停止モード (オープンにしないでください) 

１２ 485ENB 出力 RS485モード時送信イネーブル 

１３ /DefParam 入力 デフォルトパラメータ読み込み指定 

１４ Reserved － 予約 

 
 
(1) 無線モデムの信号端子はＤＣＥ(Data Communication Equipment)仕様です。そのため、送信が入力、受信

が出力になっています。 

(2) １２番ピンは、外付けのＲＳ４８５ドライバ(CMOS - RS485レベル変換)のハイインピーダンス制御を行い

ます。この端子は電源投入／リセット時には入力端子になり、インターフェースの動作モードを設定しま

す。プルダウンしておくとＲＳ４８５モードとなり、プルアップ（またはオープンでも可）しておくとＲ

Ｓ２３２Ｃモードとなります。読み込み後は出力端子になりますので、絶対に電源・グランドに直結しな

いでください。なお内部で４７０ｋΩにてプルアップしています。 

(3) １３番ピンは内部で１００ｋΩにてプルアップされています。 

(4) 入力端子は５Ｖ入力を許容します。ユーザシステムが５Ｖである場合もインターフェース可能です。 

(5) １１番ピンはハードウエアリセットにもなります。入力はハイインピーダンスとなっているため入力レベ

ルは必ず確定させてください。 

(6) １２、１３、１４番ピンは未結線でも問題ありません。 

(7) インターフェースはＣＭＯＳ回路になっていますので、回路の安定性を向上させるため、ＥＳＤ対策（サ

ージアブソーバ：石塚電子VRDシリーズ等）を行なうことをお勧めします。  

1 番ピン１４番ピン 
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4.1.2  インターフェース電気的仕様 
(1) 電源電圧 

絶対最大定格   ：－０．３Ｖ～４Ｖ 

動作電源電圧   ：２．７Ｖ～３．３Ｖ 

(2) 入力回路 

入力回路構成   ：ＣＭＯＳ入力 

絶対最大入力電圧  ：＋７Ｖ（入力回路は５Ｖトレラント入力） 

絶対最大入力電圧（－）  ：－０．３Ｖ 

信号'Ｈ'入力電圧  ：１Ｖｍｉｎ ２．３Ｖｍａｘ 

信号'Ｌ'入力電圧  ：０．５Ｖｍｉｎ １．７Ｖｍａｘ 

           ※入力回路はヒステリシス（シュミット）入力 

入力リーク電流  ：±１μＡ ｍａｘ 

(3) 出力回路 

出力回路構成   ：ＣＭＯＳ出力 

信号'Ｈ'出力電圧  ：電源電圧－０．４Ｖｍｉｎ（＠１．８ｍＡ） 

信号'Ｌ'入力電圧  ：０．４Ｖｍａｘ（＠１．８ｍＡ） 

絶対最大電流    ：２ｍＡ 

(4) 信号仕様 

マーク （ＯＦＦ）  ：Ｈｉレベル 

スペース（ＯＮ）  ：Ｌｏレベル 

 

 

4.1.3  初期化時間 

ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔがインターフェースからの信号を受け付けることができるようになる時間（内部初期化時

間）は以下のとおりです。この初期化時間のあとに信号を入力してください。 

電源投入       ２２０ｍｓ 

ハードウエアリセット  ７５ｍｓ 

 

4.1.4  リセット 
通信コネクタの１１番ピンによるハードウエアリセットは下記のパルスを与えます。万一の誤動作などで規定

の時間内にレスポンスが返ってこない場合などに、ウオッチドックタイマーのようにリセットをかけることがで

きれば、より信頼性の高いシステムを構築できます。 
 

 
 
 
 
 

図 21：リセットパルス 

 
 

 

最小 １ｍｓ 

時間 →
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4.2   機能の設定方法 

4.2.1  外部機器との接続 

本無線モデムのインターフェースは調歩同期シリアル通信です。信号レベルはＣＭＯＳレベルなので、ＰＣな

どのＤＴＥ（Data Terminal Equipment）と接続する場合は信号変換回路が必要になります。信号変換回路の例

についてはｐ100～ｐ101の図47～図49を参照してください。 

 

 

 
 

図 22：外部機器との接続例 

 
 

4.2.2  ターミナルソフトの設定 

本無線モデムのメモリレジスタを設定したり、通信の確認を行なうためにはターミナルソフトが必要です。使

いなれたターミナルソフトがある場合はそれを使用して頂いて結構ですが、もしお持ちでない場合は弊社ホーム

ページから専用のターミナルソフト（FutabaTerm）をダウンロードすることができます。 

 

http://www.futaba.co.jp/industry/support/downl_futaba_term.html 
 

ターミナルソフトを起動し、通信条件を以下のように設定してください。設定方法はターミナルソフトの取扱

説明書をご覧ください。 

伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 

データ長   ：８ビット 

ストップビット  ：１ビット 

パリティビット  ：なし 

フロー制御  ：なし 

ローカルエコー  ：あり 

Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

この設定は無線モデムの初期状態に対応しています。メモリレジスタＲＥＧ２０、ＲＥＧ２１を書き換えた場

合はターミナルソフトの設定も変更してください。 

設定ができたらパソコンと無線モデムの間の有線区間が通信できることを確認します。たとえば、パソコンか

ら「＠ＡＲＧＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」と入力します。無線モデムから全部のメモリレジスタの設定値が返ってくれば正常に通信

できています。 

 

無線モデム

通信ケーブル 

信号変換回路 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 

外部機器 

たとえばパソコン
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4.2.3  メモリレジスタの参照と設定 
メモリレジスタは無線モデムの動作モードや通信パラメータを設定、記憶するレジスタです。本無線モデムの

全ての設定はメモリレジスタにておこないます。 

このレジスタは書き換え可能な不揮発性メモリで構成されているので、パソコン等で容易に書き換え可能であ

り、また電源を切ってもその内容は保持されます。この不揮発性メモリの書き換え可能回数は約１００万回とな

っています。 
 

メモリレジスタの参照および設定はＲＥＧコマンドを使用します。詳細はｐ62【ＲＥＧ ：メモリレジスタの

参照と設定】を参照してください。 

手順１：例えば参照したいレジスタ番号が００番なら 「＠ＲＥＧ００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」と入力します。 

「００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」 とレスポンスがあります。（設定値により変わります） 

手順２：次にレジスタ００番を０Ｆに設定します。「＠ＲＥＧ００：０ＦＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」 と入力します。 

「Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」 とレスポンスがあります。 

ここで 

＠マーク ：コマンドヘッダ。以後の文字列はコマンドであることを示します。 
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆマーク ：ターミネータ。キャリッジリターン＋ラインフィードを示します。 

 

以上で不揮発性メモリの書き換えは終了しました。一度電源を切って再度投入すると書き換えた内容が有効に

なります。なお、ＲＳＴコマンドを使う方法もありますが詳細はｐ68【ＲＳＴ：リセット】を参照してください。 

 

 

 
 

 

4.2.4  メモリレジスタの初期化 

メモリレジスタは、設定を変更してしまった後でも再度工場出荷時の初期値に初期化することができます。初

期化する方法は以下の２とおりがあります。 

 

(1) ハード的な方法 

通信コネクタの１３番ピン(/DefParam)にＬｏレベルを与えます。この状態で電源を投入するか、または１１

番ピン(/SHUT)によりリセットするとメモリレジスタが初期化されます。 

 

(3) コマンドによる方法 

外部機器（パソコン）より「＠ＩＮＩＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」と入力します。「Ｐ０Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ」とレスポンスがあり、ただちに初

期値で動作を始めます。 

 

 
 

 

注意 

メモリレジスタの初期化中は電源を切らないでください。正しく書き換えられません。 

初期化操作後、1秒以上の時間が必要です。 
注意 

・メモリレジスタの書換中はＰ０レスポンスが出力されるまで電源を切らないでください。

メモリの内容を破壊する恐れがあります。 

・もし、メモリの内容が破壊された場合はメモリレジスタを初期化してください。 
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4.2.5  コマンドの使用方法 

ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔは外部機器からコマンドを入力することでコントロールが可能です。コマンドを使用する

ことで複数の無線モデムを使った様々なアプリケーションに対応できます。 

 

4.2.5.1  コマンドの入力方法 

(1) 無線モデムにコマンドを入力する場合、通常のデータと区別するためにコマンドの先頭にコマンド認識用の

ヘッダ（コマンドヘッダ）１バイトを付加します。コマンドヘッダは初期値として“＠”（４０Ｈ）が設定

されていますが、ＲＥＧ１０により変更することが可能です。 

(2) コマンドはアルファベットの大文字（Ａ～Ｚ）で入力してください。小文字（ａ～ｚ）はコマンドとして認

識しませんのでご注意ください。 

(3) また、コマンド終結用に２バイトのターミネータを使用します。ターミネータには、“Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ”（０ＤＨ：キャ

リッジリターン＋０ＡＨ：ラインフィード）を使用します。 
パソコンからコマンドを入力する場合は、Ｅｎｔｅｒキーを押すことで“Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ”を入力することができます。

ただし、ターミナルソフトで設定が必要です。 

(4) 無線モデムはコマンドを認識するとコマンド処理を実行し、レスポンス付きのコマンドの場合には処理終了

後に外部機器にレスポンスを返します。 

 

コマンドの例を示します。 

［＠ＢＣＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ］ カッコ内を連続で入力します。あまりゆっくり入力するとタイムアウトになります。 

（ＲＥＧ１６ コマンド入力タイムアウト時間参照） 

［Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ］ 正常終了のレスポンスが帰ってきます。 

 

4.2.5.2  コマンドの連続入力 

(1) コマンドを連続で入力する場合はレスポンスを待ってから次のコマンドを入力してください。 

(2) レスポンスの前に次のコマンドを入力しても無視されます。 

 

4.2.5.3  ＲＳ４８５対応モードの注意 

ＲＳ４８５インターフェースはマルチドロップに対応した２線式の半２重通信を行ないます。このためいくつ

かの注意点があります。 

(1) ＲＳ４８５対応モードではコマンドエラーに対しエラーレスポンスを返しません。無応答になりますが故障

ではありません。 
(2) 受信データやコマンドレスポンスを出力中にコマンドを入力することはできません。 
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4.3  通信方法 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔは、１対１の簡単なシステムから、Ｎ対Ｍのコマンドを駆使した複雑なシステムまで、幅

広い用途に柔軟に対応できます。いくつかの具体例をあげて、実際の通信を行なう場合の設定方法などを示しま

す。なお、ここに取り上げたのは例であり、必要に応じて更にメモリレジスタを設定することにより、より高度

な使い方もできます。 

 

4.3.1  １：１で通信する（通信モード３） 

ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの最も基本的な通信方法は通信モード３（パケット送信モード）で１対１で通信する方法

です。このモードではＴＸＴ等の送信コマンドを使ってメッセージを相手に送信します。外部機器としてパソコ

ンを使用し、ＲＳ２３２Ｃインターフェースで使用しているものとします。 

 

4.3.1.1  無線モデムの設定 

２台の無線モデムは初期状態のままで通信できます。 

 

4.3.1.2  ターミナルソフトの設定 

・伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 
・データ長  ：８ビット 
・ストップビット  ：１ビット 
・パリティビット  ：なし 
・フロー制御  ：なし 
・ローカルエコー  ：あり 
・Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

 

4.3.1.3  通信する 

・＠ＴＸＴ０００ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：パソコン１からモデム１にコマンドを入力します。 

・Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：モデム１はコマンド受付レスポンスをパソコン１へ返します。 

 
・モデム１からモデム２へ送信します。 
 
・ＲＸＴ０００ＨＥＬＬＯＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ ：モデム２はデータをパソコン２に出力します。 

                  同時にモデム１にＡＣＫを返します。 
・Ｐ０Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ ：モデム１はモデム２からのＡＣＫを受け取り、パソコン１に 

               終了レスポンスを出力します。 
 

               
 
 
 

図 23：１対１通信 

 
 

モデム１ 

データ送信

ＡＣＫ返信

モデム２
パソコン２ パソコン１ 
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＠ＴＸＴ…

4.3.2  １：Ｎで通信する（通信モード３） 

パケット送信モード（通信モード３）における１対Ｎの通信の例を示します。複数の無線モデムが存在する場

合は、アドレスを設定するなど、メモリレジスタによる設定が必須になります。 

この例では、無線モデムが親機として１台、子機として３台あるものとし、外部機器としてパソコンが接続さ

れているものとします。 

 

4.3.2.1  ターミナルソフトの設定 

・伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 
・データ長  ：８ビット 
・ストップビット  ：１ビット 
・パリティビット  ：なし 
・フロー制御  ：なし 
・ローカルエコー  ：あり 
・Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

 

4.3.2.2  無線モデムの設定 

・ＲＥＧ００（自局アドレス）をそれぞれ次のように設定します。 

親機   ０００ 

子機１  ００１ 

子機２  ００２ 

子機３  ００３ 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１に設定します。（宛先アドレスチェックを行なう） 

・その他のメモリレジスタは初期設定値とします。 

 

4.3.2.3  通信する 

・＠ＴＸＴ００１ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：パソコンから親機へコマンドを入力します。 

・Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：親機はコマンド受付レスポンスをパソコンへ出力します。 

 

・親機から子機へ送信します。アドレスチェックが有効なので子機１だけが正しく受信します。 

 

・ＲＸＴ０００ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：子機１はデータをパソコンに出力します。 

                 同時に親機にＡＣＫを返します。 

・Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：親機は子機１からのＡＣＫを受け取り、パソコンに終了レスポンスを 

  出力します。 

                 

 

図 24：１対Ｎ通信（通信モード３） 

 

親機 

子機１

子機２

子機３
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4.3.3  Ｎ：Ｍで通信する（通信モード３） 

ＲＳ４８５対応モードは複数の無線モデムをマルチドロップ接続して広範囲に親機を設置する用途に適してい

ます。例として、親機が３台、子機が２台ある場合を示します。子機は移動しながら親機を自動的に切り替えて

（ローミング機能）通信を続けることができます。 

 

4.3.3.1  ターミナルソフトの設定 

・伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 
・データ長  ：８ビット 
・ストップビット  ：１ビット 
・パリティビット  ：なし 
・フロー制御  ：なし 
・ローカルエコー  ：あり 
・Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

 

4.3.3.2  無線モデムの設定 

親機の設定 

・通信コネクタの１２番ピン(485ENB)を１０ｋΩ程度でプルダウンしてください。（ＲＳ４８５モード）

なお、この端子とＧＮＤは直結しないでください。 

・自局アドレス（ＲＥＧ００またはＲＥＧ０１）を以下のように設定します。 

   ＲＥＧ００   ＲＥＧ０１ 

親機１  ００１     ２４０ 

親機２  ００２     ２４０ 

親機３  ００３     ２４０ 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１に設定します。（宛先アドレスチェックをする） 

・周波数（ＲＥＧ０６）は周波数固定モードで、周波数番号０、８、１６を割り当てます。これは周波

数分割方法Ｆのグループ０に相当します。 

親機１     Ｅ０Ｈ（周波数番号 ０ 固定） 

親機２     Ｅ８Ｈ（周波数番号 ８ 固定） 

親機３     ＥＦＨ（周波数番号１６ 固定） 

・ＲＥＧ１９：ビット１を１（送信要求がなくても定期的にビーコン送信）に設定します。 

・その他のメモリレジスタは初期値のままで使用してください。 

子機の設定 

・子機はＲＳ２３２Ｃモードなので通信コネクタの１２番ピンはプルダウン不要です。 

・自局アドレス（ＲＥＧ００）を以下のように設定します。 

子機１ １０１ 

子機２ １０２ 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１に設定します。（宛先アドレスチェックをする） 

・周波数グループ（ＲＥＧ０６）はＡ０Ｈ（周波数分割方法Ｆのグループ０）に設定します。これは親

機の周波数と一致しています。 

・ＲＥＧ１９：ビット２を１（定期的に相関検出できる間は周波数を固定して待ち受け）に設定します。 

・その他のメモリレジスタは初期値のままで使用してください。 
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4.3.3.3  通信する 

・例えば子機２が親機１の近くにいたとすると、親機１のビーコンを受けて周波数番号０に固定されています。 

・子機２が移動して親機２のエリアにはいると、今度は親機２のビーコンを受けて周波数番号８に固定されま

す。 

・親機から子機へ送信するときは送信元アドレスとしてグローバルアドレス２４０を使用します。こうすると、

制御機は子機がどこにいるか意識する必要がありません。マルチドロップされた３台の親機が同時に送信し

ますが、周波数が異なるため混信することはありません。 

 

送信コマンドの例  ＠ＴＸＴ１０２２４０ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

・子機から親機へ送信するときはグローバルアドレス２４０を宛先アドレスとして通信します。こうすると、

子機はどの親機の配下にあるか、意識する必要がありません。宛先アドレスが親機３台とも同じですが、周

波数が異なるため別の親機が受信することはありません。 

 

送信コマンドの例  ＠ＴＸＴ２４０ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

このようにして子機は場所を意識しないで広いエリアで通信を行なうことができます。 

 
 
 
 

     

        

                                          
 

 

図 25：Ｎ対Ｍ通信（ローミング） 

周波数番号８ 周波数番号１６ 周波数番号０ 
親機１ 親機２ 親機３ 

子機２ 
子機１

制御機 
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4.3.4  リピータとして使う（通信モード４） 

ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔはリピータとして使用することができます。リピータを使用すると、通信エリアを拡大し

たりデッドポイントを解消することができます。以下の例はリピータ１台、無線モデム２台の場合です。 

 

4.3.4.1  リピータ経由の通信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 26：リピータ経由の通信 

 
・リピータ経由の通信とは、無線モデム１と無線モデム２が通信エリア外であったり、障害物があったりして

直接通信できないとき、双方から通信できる位置にリピータを設置して、リピータを中継する事により無線

モデム１と無線モデム２の無線回線をつなぐ方式です。 

・リピータとして使用するときは外部機器は必要ありません。 

・リピータは複数台の設置が可能ですが、経由できるリピータは１台のみで、２台以上経由して通信する事は

できません。 

・リピータを経由する場合は、リピータ経由の送信コマンド（ＴＸＲ，ＴＢＲ，ＲＴＹ）を使用してください。 

・リピータを使用する場合は、システム内のすべての無線モデムを同一の周波数に固定しなければなりません。 

・リピータを経由すると通信時間は約２倍になります。 

 

4.3.4.2  ターミナルソフトの設定 

・伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 
・データ長  ：８ビット 
・ストップビット  ：１ビット 
・パリティビット  ：なし 
・フロー制御  ：なし 
・ローカルエコー  ：あり 
・Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

 

4.3.4.3  無線モデムの設定 

・ＲＥＧ００（自局アドレス）を以下のように設定します。 

無線モデム１  ００１ 

無線モデム２  ００２ 

・ＲＥＧ０６（周波数グループ）を固定（分割方法Ｈ）の周波数番号０にします。 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１（宛先アドレスチェックを行なう）に設定します。 

・ＲＥＧ１９：ビット０を０（モデムとして使用する）に設定します。 

・その他のメモリレジスタは初期値のままで使用してください。 

 

 

 

 

障害物

モデム１ モデム２ 

リピータ
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4.3.4.4  リピータの設定 

・ＲＥＧ００（自局アドレス）を０００とします。 

・ＲＥＧ０６（周波数グループ）を固定（分割方法Ｈ）の周波数番号０にします。 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１（宛先アドレスチェックを行なう）に設定します。 

・ＲＥＧ１９：ビット０を１（リピータとして使用する）に設定します。 

・その他のメモリレジスタは初期値のままで使用してください。 

 

4.3.4.5  通信する 

リピータを経由した通信を行なうには、専用の送信コマンドを使用します。簡単なメッセージを送ったときの

各無線モデムの動きを説明します。 

・無線モデム１から無線モデム２へリピータ経由でメッセージを送ります。 

 

送信コマンドの例  ＠ＴＸＲ０００００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  

 

・リピータはメッセージを受信し、自分宛であることを確認するとメッセージをそのまま送信します。 

・無線モデム２はメッセージを受信し、自分宛であることを確認するとメッセージを外部機器に出力します。 

 

受信メッセージの例  ＲＸＲ０００００１ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  

 

・無線モデム２はリピータ経由で無線モデム１にＡＣＫを返します。 

・リピータはＡＣＫを受信し、自分宛であることを確認するとＡＣＫをそのまま送信します。 

・無線モデム１は無線モデム２からリピータ経由でＡＣＫを受け取って通信を終了します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リピータに設定した無線モデムは以下のコマンド以外は使用しないでください。 

誤動作する場合があります。 

  ＡＲＧ  ：メモリレジスタの参照 

  ＩＮＩ  ：全メモリレジスタの初期化 

  ＲＥＧ  ：メモリレジスタの参照と設定 

  ＲＳＴ  ：リセット 

  ＶＥＲ  ：バージョンの読み出し 

注意 
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4.3.5   その他の接続形態 

これまで具体例をあげて説明した以外にもたくさんの接続形態が考えられます。その他の接続形態のいくつか

を簡単に説明します。 

 

4.3.5.1  Ｎ：Ｎ通信 

本無線モデムはすべての無線モデムが対等な関係にあるＮ対Ｎ通信ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 27：Ｎ対Ｎ通信 

 

4.3.5.2  １：Ｎ：Ｍ通信 

１台の親機が、リピータ経由の送信コマンドで、経由するリピータを選択して複数の子機にデータを送ること

ができます。なお、子機と親機は直接通信も可能です。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 28：１対Ｎ対Ｍ通信 

 
 
 
 

子機１ 子機２ 子機３ 子機４ 

リピータ１ リピータ２ 
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5  第５章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔのメモ
リレジスタ 
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5.1  メモリレジスタ概要 
メモリレジスタは無線モデムの動作モード・通信パラメータを設定・記憶するレジスタです。メモリレジスタ

は２８個あります。電源ＯＮまたはリセットの時にこの値が読み込まれ、設定した内容で動作を開始します。 

メモリレジスタの機能は動作モードによって変わるものがあります。この章で説明するのは通信モード３、４

の場合です。通信モード５、６、７の場合についてはこの章の内容を基本とした上で、違いのある部分について

ｐ76【第７章 ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの高度な使い方】で説明します。 

 

5.2  メモリレジスタ一覧 
各レジスタの機能の一覧表を示します。 

表 14：メモリレジスタ一覧 

レジスタ番号 機能 初期値 初期値機能 

ＲＥＧ００ 自局（送信元）アドレス ００Ｈ ０番地 

ＲＥＧ０１ 自局（送信元）グローバルアドレス Ｆ０Ｈ ２４０番地 

ＲＥＧ０２ 宛先アドレス ００Ｈ ０番地 

ＲＥＧ０３ 特殊設定 Ｆ０Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ０４ ＩＤコード１ ００Ｈ ０番地 

ＲＥＧ０５ ＩＤコード２ ００Ｈ ０番地 

ＲＥＧ０６ 周波数グループ Ａ０Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ０７ パケット間インターバル ０５Ｈ ５ミリ秒 

ＲＥＧ０８ リザーブ １１Ｈ １１Ｈ 

ＲＥＧ０９ リザーブ １３Ｈ １３Ｈ 

ＲＥＧ１０ コマンドヘッダ ４０Ｈ 文字”＠” 

ＲＥＧ１１ 再送回数 ３２Ｈ ５０回 

ＲＥＧ１２ ローミングスレッショルド Ｂ４Ｈ －１８０ｄＢｍ 

ＲＥＧ１３ リザーブ １ＥＨ  

ＲＥＧ１４ 受信データ出力インターバル ００Ｈ ０ミリ秒 

ＲＥＧ１５ コマンド認識インターバル ００Ｈ ０秒 

ＲＥＧ１６ コマンド入力タイムアウト時間 ３２Ｈ ５秒 

ＲＥＧ１７ リザーブ ３２Ｈ  

ＲＥＧ１８ 通信モード設定１ ８ＣＨ 本文参照 

ＲＥＧ１９ 通信モード設定２ ００Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２０ インターフェース設定１ ０５Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２１ インターフェース設定２ ０９Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２２ インターフェース設定３ ００Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２３ その他の設定 ００Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２４ 特殊通信モード設定 Ｃ０Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２５ ＵＬＴＲＡモード設定 ４０Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２６ ヘッダレスストリームモードタイムアウト設定 ００Ｈ 本文参照 

ＲＥＧ２７ 周波数帯設定 ００Ｈ 本文参照 

 

 

初期値の末尾記号の意味 Ｈ   ：１６進数を示します。 
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5.3  メモリレジスタ機能詳細 
ＲＥＧ００：自局（送信元）アドレス                    ［初期値：００Ｈ］ 

・無線モデムの機器アドレスを設定します。０００～２３９（２４０値）の設定が可能です。 

・送信されるデータパケットには送信元のアドレスとしてこの値が設定されています。 

・アドレスチェック機能（ＲＥＧ１８）を使用する場合、送られてきたパケットに宛先アドレスとしてこの値

が設定されている場合に受信することができます。 

 
 
 
 
 
ＲＥＧ０１：自局（送信元）グローバルアドレス（ＲＳ４８５）        ［初期値：Ｆ０Ｈ］ 

・無線モデムのグローバル機器アドレスを設定します。２４０～２５４（１５値）が設定可能です。 

・ＲＳ４８５インターフェースで複数の無線モデムをマルチドロップ接続する場合、接続されたすべての無線

モデムを同一のグローバルアドレスにすることで、複数の無線モデムに対して同時にコマンド入力ができま

す。 

・本アドレスを使うと、マルチドロップされている複数の無線モデムを見かけ上１台の無線モデムとして扱う

ことができます。 

 
 
 
 
 
 

ＲＥＧ０２：宛先アドレス                         ［初期値：００Ｈ］ 

・ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）で使用します。詳細はｐ77【ヘッダレスパケット送信

モード】を参照してください。 

・通信モード３、通信モード４で使用する場合は初期値のまま使用してください。 

 
ＲＥＧ０３：特殊設定                           ［初期値：Ｆ０Ｈ］ 

・ヘッダレスパケット送信モードやダイレクト通信モードなど特殊な動作モードの設定に使用します。詳細は

ｐ76【第７章 ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの高度な使い方】を参照してください。 

・通信モード３、通信モード４で使用する場合は初期値のまま使用してください。 

 
 

ＲＥＧ０４：ＩＤコード１                         ［初期値：００Ｈ］ 

・ＩＤコード２（ＲＥＧ０５）と併用し、ＩＤコードを設定します。０００～２５５（２５６値）の設定が可

能で、ＩＤコード２と合わせて６１４４０通りの設定ができます。 
・ＩＤコードとは、互いに同一のシステム内で運用されていることを識別するためのコードで、他のシステム

との誤接続の防止や、通信の秘匿性を持たせる目的で使用します。 
・無線送出されるパケットのデータは、このＩＤコードを種（シード）とした疑似ランダムデータでスクラン

ブルされます。受信時には、同一の疑似ランダムデータで逆スクランブルをかけることで、元のデータを復

元することができます。従ってＩＤコードの違う無線モデム間は正常な通信を行なうことができません。 
 

ＲＥＧ０５：ＩＤコード２                         ［初期値：００Ｈ］ 

・ＩＤコード１（ＲＥＧ０４）と併用し、ＩＤコードを設定します。０００～２３９（２４０値）の設定が可

能で、ＩＤコード１と合わせて６１４４０通りの設定ができます。 

・２４０以上を設定しないでください。２４０以上の設定をした場合は、設定の値を無視して、ＲＥＧ０４が

２５５、ＲＥＧ０５が２３９を設定されたものとして動作します。 

・システムとして複数の無線モデムを使用する場合は、すべての無線モデム（リピータ）に必ず同一のＩＤコ

ードを設定してください。 

 

ＲＥＧコマンドでは２４０～２５５の範囲を設定することが可能ですが、予期しない動作を

しますので２４０～２５５の範囲は設定しないでください。 
注意 

ＲＥＧコマンドでは０００～２３９の範囲および２５５を設定することが可能ですが、予期

しない動作をしますので２４０～２５４以外の範囲は設定しないでください。 
注意 



                                               第8.2版 

 

 42

ＲＥＧ０６：周波数グループ                        ［初期値：Ａ０Ｈ］ 

・周波数運用形態についてはｐ23【周波数グループ】を参照してください。 

 
ビット７～５：周波数グループの分割方法 

表 15：周波数グループの分割方法 

分割方法 設定内容 ビット７ ビット６ ビット５ 

Ａ ２４波× １グループ ０ ０ ０ 

Ｂ １２波× ２グループ ０ ０ １ 

Ｃ  ８波× ３グループ ０ １ ０ 

Ｄ  ６波× ４グループ ０ １ １ 

Ｅ  ４波× ６グループ １ ０ ０ 

Ｆ  ３波× ８グループ １ ０ １ 

Ｇ  ２波×１２グループ １ １ ０ 

Ｈ  １波×２４グループ １ １ １ 

 
・２４波の周波数をどのように分割するかを設定します。設定した分割数に対応して１グループ当たりで使用

する周波数の数が割り当てられ、グループ内の周波数でマルチアクセスを行います。 

・マルチアクセスできる周波数が多いほど、干渉波やフェージングに対して強くなりますが、多くの周波数を

センシングするため回線接続時間が長くなります。 

 
ビット４～０：グループ番号 

表 16：グループ番号 

グループ番号 ビット４ ビット３ ビット２ ビット１ ビット０ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１ ０ ０ ０ ０ １ 

２ ０ ０ ０ １ ０ 

３ ０ ０ ０ １ １ 

４ ０ ０ １ ０ ０ 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

１９ １ ０ ０ １ １ 

２０ １ ０ １ ０ ０ 

２１ １ ０ １ ０ １ 

２２ １ ０ １ １ ０ 

２３ １ ０ １ １ １ 

 
・グループ番号を設定します。設定可能なグループ番号は、周波数グループの分割方法により異なります。 

 
 

ＲＥＧ０７：パケット間インターバル（ＲＳ４８５）             ［初期値：０５Ｈ］ 

・パケット送信モードでＲＳ４８５インターフェースを使用した場合に、無線モデムから出力されるレスポン

スおよび受信データの各パケット間インターバルを設定します。 

・０～２５４ｍｓを１ｍｓ間隔で設定できます。初期値は５ｍｓです。 

・本インターバルはＲＥＧ１４で設定される受信インターバルよりも大きい値に設定してください。 

・本インターバルを適切に設定するとＲＳ４８５のデータ衝突を避けることができます。詳細はｐ20【ＲＳ４

８５インターフェースの衝突防止】を参照してください。 

 

 

ＲＥＧ０８：リザーブ                           ［初期値：１１Ｈ］ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 
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ＲＥＧ０９：リザーブ                           ［初期値：１３Ｈ］ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ＲＥＧ１０：コマンドヘッダ                        ［初期値：４０Ｈ］ 

・コマンド開始用のコードを設定します。 

・初期値は”＠”（１６進で４０Ｈ）が設定されています。 

・外部機器から、ＲＥＧ１５で設定されるコマンド認識インターバル以上の無入力状態の後に本コードを入力

した場合に、無線モデムはコマンド入力待ち状態になり、以後の入力データを無線モデムに対するコマンド

として認識します。 

 

ＲＥＧ１１：再送回数                           ［初期値：３２Ｈ］ 

・最大再送回数を設定します。０～２５４回の設定ができます。 

・再送回数（同報通信の場合は再送回数＋１）を超えた場合は無線モデムはエラーレスポンスを外部機器に出

力します。 

 

ＲＥＧ１２：ローミングスレッショルド                   ［初期値：Ｂ４Ｈ］ 

・周波数ローミングの設定時（ＲＥＧ１９：ビット２＝１）に周波数スキャンを開始するビーコンの受信強度

を設定します。 

・設定したいビーコンの強さをｄＢｍで表した値のマイナスを除いた値を設定します。たとえば、－８０ｄＢ

ｍ以下になったら次の親機を捜す場合は「０８０」を設定します。 

 

ＲＥＧ１３：リザーブ                           ［初期値：１ＥＨ］ 

・パケット送信モード（通信モード３、４）では使用しません。初期値のまま使用してください。 

 
 

ＲＥＧ１４：受信データ出力インターバル                  ［初期値：００Ｈ］ 

・無線モデムが有線区間にデータを出力するときの、キャラクタ間の最小インターバル（ストップビットから

次のキャラクタのスタートビットまで時間）を設定します。 

・０～２５５ｍｓを１ｍｓ間隔で設定できます。初期値は０ｍｓです。 

・無線モデムはデータをパケット化して伝送するため、有線区間のキャラクタ間インターバルは保証されず、

受信バッファ内のデータはバッファが空になるまで連続して出力されます。外部機器側で受信できないとき

はこの値を長めに設定してください。 

 
ＲＥＧ１５：コマンド認識インターバル                   ［初期値：００Ｈ］ 

・メッセージデータの中にコマンドヘッダが含まれる場合（バイナリや日本語データの時）、コマンドヘッダ以

後のデータはコマンドとして扱われてしまい、メッセージが正しく送信されません。 

・このような問題に対応するために、通常のデータとコマンドヘッダを区別するために必要な無入力状態の時

間を設定します。コマンドを入力する場合は、この設定以上の時間を空けてから入力してください。 

・０．１～２５．４秒を０．１秒間隔で設定できます。設定したい時間（秒）×１０倍の値を設定してくださ

い。初期値は０秒です。 

・０秒を設定した場合は、コマンドヘッダは全て認識されます。２５５を設定した場合はコマンドヘッダを認

識しません。 

 
ＲＥＧ１６：コマンド入力タイムアウト時間                 ［初期値：３２Ｈ］ 

・コマンド入力時のタイムアウト時間を設定します。コマンドヘッダとそれに続くキャラクタ間、コマンドの

各キャラクタ間の両方に適用されます。 

・タイムアウトが生じるとコマンド入力待ちから通常のデータ入力待ちに遷移します。 

・０．１～２５．５秒を０．１秒間隔で設定できます。設定したい時間（秒）×１０倍の値を設定してくださ

い。初期値は５秒です。 

・０秒を設定した場合は、タイムアウト処理を行いません。 
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ＲＥＧ１７：リザーブ                           ［初期値：３２Ｈ］ 

・パケット送信モードでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ＲＥＧ１８：通信モード設定１                        初期値：８ＣＨ］ 

ビット７～２：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 
ビット１：送信元アドレスチェック 

表 17：送信元アドレスチェック 

0 受信時に送信元アドレスのチェックを行なわない（初期値） 

1 受信時に送信元アドレスのチェックを行なう 

 
・アドレスチェックを行なうにした場合は、受信したパケットの送信元アドレスが宛先アドレス（ＲＥＧ０２）

と一致していない場合はデータは捨てられます。（通信できません） 

 
ビット０：宛先アドレスチェック 

表 18：宛先アドレスチェック 

0 受信時に宛先アドレスのチェックを行なわない（初期値）

1 受信時に宛先アドレスのチェックを行なう 

 

・アドレスチェックを行なうにした場合は、受信したパケットの宛先アドレスが自局のアドレス（ＲＥＧ００）

と一致しない場合は、データは捨てられます。（通信できません） 

 

ＲＥＧ１９：通信モード設定２                       ［初期値：００Ｈ］ 

ビット７：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 
ビット６：ダイバシティ受信 

表 19：ダイバシティ受信 

0 ダイバシティ受信を行なわない （初期値）

1 ダイバシティ受信を行なう 

 
・ダイバシティ受信を行なうかどうかの設定をします。 

・ダイバシティ受信を行なう場合は１に設定し、アンテナ端子Ｂを有効にしてください。 

・アンテナ１本の場合に１を設定すると、受信特性が若干悪くなります。 

 

ビット５：同報通信の受信 

表 20：同報通信 

0 同報通信を受信する（初期値）

1 同報通信を受信しない 

 
・パケット送信モード（通信モード３、５、７）で、同報通信を受信するかどうかを設定します。 

 
ビット４：アンテナ選択 

表 21：アンテナ選択 

0 受信アンテナはＡ固定 （初期値）

1 受信アンテナはＢ固定 
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・非ダイバシティ受信の時に、受信アンテナをＡ，Ｂどちらにするかを選択します。 

・１を設定すると受信アンテナはＢ端子に固定されます。受信専用アンテナに高利得アンテナを用いる場合に

本設定を行なうと、ダイバシティ受信を行なうよりもよい結果が得られる場合があります。 

 
ビット３：拡張受信機能 

表 22：拡張受信 

0 拡張受信を行なわない （初期値）

1 拡張受信を行なう 

 
・コンテンション型で使用した場合に、同時送信になって再送を繰り返してレスポンスが低下したり、送信失

敗になったりすることがあります。 

・拡張受信機能はこのような問題を改善する受信機能です。キャリアセンス中に受信した場合に送信動作を中

断して先に受信を行います。詳細はｐ15【拡張受信機能】を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
ビット２：受信周波数切り替え 

表 23：受信周波数切り替え 

0 待ち受け時に定期的にグループ内の周波数を変更 （初期値） 

1 定期的に受信できる間は周波数を固定して待ち受け 

 
・周波数をグループモードで使用しているときに、受信周波数の切り替え方法を設定します。ビット１と組み

合わせてローミングの設定を行います。 

 
ビット１：ビーコン送信 

表 24：ビーコン送信 

0 送信要求があるまで無線送信を行なわない （初期値） 

1 送信要求がなくても定期的にビーコン送信を行なう 

 
・ビーコン送信を行なうかどうかを設定します。ビット２と組み合わせてローミングの設定を行います。 

 
ビット０：動作モード 

表 25：動作モード 

0 無線モデムをモデムとして使用する （初期値） 

1 無線モデムをリピータとして使用する 

 
・パケット送信モード（通信モード３、４、５、７）で、モデムとして使用するかリピータとして使用するか

を選択します。 

 
 
ＲＥＧ２０：インターフェース設定１                    ［初期値：０５Ｈ］ 

ビット７：データ長 

表 26：データ長 

0 ８ビットデータ （初期値）

1 ７ビットデータ 

 
 

・本機能の使用方法に重要な注意事項がありますので必ずｐ107【ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔ使用制

限事項】をお読みください。 
・特別の機能要求がない場合はこの機能は使用しないことをお奨めします。 

注意 
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ビット６：パリティビット 

表 27：パリティビット 

0 パリティなし （初期値）

1 パリティあり 

 
ビット５：偶数／奇数パリティ 

表 28：パリティ 

0 偶数パリティ （初期値） 

1 奇数パリティ 

 
・ビット６でパリティなしを設定した場合は無効です。 

 
ビット４：ストップビット 

表 29：ストップビット 

0 １ストップビット （初期値）

1 ２ストップビット 

 
ビット３～０：ボーレート設定 

表 30：ボーレート 

ビット３ ビット２ ビット１ ビット０ 設定 

0 0 0 0       ３００ｂｐｓ 

0 0 0 1       ６００ｂｐｓ 

0 0 1 0      １２００ｂｐｓ 

0 0 1 1      ２４００ｂｐｓ 

0 1 0 0      ４８００ｂｐｓ 

0 1 0 1      ９６００ｂｐｓ（初期値） 

0 1 1 0     １９２００ｂｐｓ 

0 1 1 1     ３８４００ｂｐｓ 

1 0 0 0 ５００００ｂｐｓ 

1 0 0 1 ６２５００ｂｐｓ 

1 0 1 0 ８３３３３ｂｐｓ 

1 0 1 1 １０００００ｂｐｓ 

1 1 0 0 ５７６００ｂｐｓ 

1 1 0 1 １１５２００ｂｐｓ 

1 1 1 0 リザーブ 

1 1 1 1 リザーブ 

 
・内部速度の制限により、最高でも１キャラクタあたり６０μｓの処理時間がかかります。８３３３３ｂｐｓ

以上の速度に設定した場合、ボーレートから期待されるスループットが得られません。 
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ＲＥＧ２１：インターフェース設定２                    ［初期値：０９Ｈ］ 

ビット７～６：送受信バッファ 

表 31：送受信バッファ 

ビット７ ビット６ 設定 

0 0 送信：受信＝１．５ｋバイト：１．５ｋバイト （初期値） 

0 1 送信：受信＝  ２ｋバイト：１ｋバイト 

1 0 送信：受信＝  １ｋバイト：２ｋバイト 

1 1 送信：受信＝ １２８バイト：３ｋバイト 

 
・ 通信モード７で送受信のバッファサイズを設定します。 
・ バッファの容量はトータルで約３ｋバイトあり、送信／受信のサイズを変更できます。 
・ 通信モード３、５では、送信バッファは２５６バイト、受信バッファは約２.５ｋバイトで固定です。モード

４、６では送受信バッファは用いられません。 
 

ビット５～２：リザーブ 
・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 
 
ビット１：フロー制御方法 

表 32：フロー制御方法 

0 なし （初期値） 

1 ハードウエアフロー 

 
・フロー制御の方法を選択します。接続される外部機器と同じ設定にしてください。 

・ハードウエアフロー制御ではＲＴＳ／ＣＴＳの２本の制御線を使ってフロー制御を行います。ハードウエア

フロー制御を行なう場合は必ずＲＴＳ／ＣＴＳの結線を行ってください。 

・ＲＳ４８５インターフェースで使用する場合は、必ず０を設定してください。 

 
ビット０：リザーブ 
・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 
 
ＲＥＧ２２：インターフェース設定３                    ［初期値：００Ｈ］ 

ビット７：受信の許可と禁止 

表 33：受信の許可と禁止 

０ 初期状態が受信許可状態 （初期値）

１ 初期状態が受信禁止状態 

 
・初期状態で受信を許可するか禁止するかを設定します。 
・通常の通信モードでは初期状態は受信許可の状態になっていますが、使用するアプリケーションによっては

初期状態が受信禁止である方がよい場合があります。このような場合にこの設定を使用します。 
・受信を開始するにはＲＥＮコマンドを入力します。 

 
ビット６：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 
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ビット５～４：ＤＣＤ（キャリア検出信号）の設定 

表 34：ＤＣＤ設定 

ビット５ ビット４ 設定 

0 0 ＤＣＤ入力を無視、ＤＣＤ出力は常時ＯＮ （初期値） 

0 1 リザーブ 

1 0 相手モデムのＤＣＤ入力をＤＣＤ出力に透過 （リセット時 ＤＣＤ＝ＯＦＦ） 

1 1 相手モデムのＤＣＤ入力をＤＣＤ出力に透過 （リセット時 ＤＣＤ＝ＯＮ） 

 
・有線モデムに接続する場合は、無線モデムの設定を相手モデムのＤＣＤ入力をＤＣＤ出力に透過する設定に

してください。 

・ダイレクト通信モードの時は動作が異なります。詳しくはｐ84【ダイレクト通信モード】を参照してくださ

い。 

 

ビット３～２：ＤＴＲ／ＤＳＲ設定 

表 35：ＤＴＲ／ＤＳＲ設定 

ビット３ ビット２ 設定 

0 0 ＤＴＲ入力を無視、ＤＳＲ出力は常時ＯＮ （初期値） 

0 1 リザーブ 

1 0 相手モデムのＤＴＲ入力をＤＳＲ出力に透過 （リセット時 ＤＳＲ＝ＯＦＦ） 

1 1 相手モデムのＤＴＲ入力をＤＳＲ出力に透過 （リセット時 ＤＳＲ＝ＯＮ） 

 
・有線モデムに接続する場合は、無線モデムの設定を相手モデムのＤＴＳ入力をＤＳＲ出力に透過する設定に

してください。 
・ダイレクト通信モードの時は動作が異なります。詳しくはｐ84【ダイレクト通信モード】を参照してくださ

い。 

 
ビット１～０：ＲＴＳ／ＣＴＳ設定 

表 36：ＲＴＳ／ＣＴＳ設定 

ビット１ ビット０ 設定 

0 0 ＲＴＳ入力を無視、ＣＴＳ出力は常時ＯＮ （初期値） 

0 1 リザーブ 

1 0 相手モデムのＲＴＳ入力をＣＴＳ出力に透過 （リセット時 ＣＴＳ＝ＯＦＦ） 

1 1 相手モデムのＲＴＳ入力をＣＴＳ出力に透過 （リセット時 ＣＴＳ＝ＯＮ） 

 
・ＲＥＧ２１でハードウエアフロー制御を設定した場合は本設定は無効です。 

・ダイレクト通信モードの時は動作が異なります。詳しくはｐ84【ダイレクト通信モード】を参照してくださ

い。 

 
 
ＲＥＧ２３：その他の設定                         ［初期値：００Ｈ］ 

ビット７～５：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ビット４：ＣＲＬＦ追加／削除 

・ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）専用です。ｐ81【ヘッダレスパケット送信モードのメ

モリレジスタ】を参照してください。 

 

 

ビット３：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 
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ビット２：ＲＳ４８５衝突防止用定期出力 

表 37：ＣＲコード定期出力 

0 ＣＲコードの定期出力を行なわない （初期値）

1 ＣＲコードの定期出力を行なう 

 

・ビット１と併用して衝突防止機能を使用するかどうかを設定します。 

・本ビットを１に設定すると、パケット間インターバル（ＲＥＧ０７）終了時に自分が出力したいレスポンス

またはデータがある場合はその出力を行い、ない場合は強制的にＣＲコード（０ＤＨ）を出力します。 

・この機能をうまく使うと、マルチドロップされた複数の無線モデムの出力タイミングをずらすことが可能で、

ＲＳ４８５ライン上のデータ衝突を防止することができます。 

・使い方は、マルチドロップされているすべての無線モデムのＲＥＧ２３：ビット１を１に設定し、パケット

間インターバルを１．５バイト以上（スタート、ストップビットを含みます）の時間間隔ですべて異なるよ

うに設定し、最長のインターバルを設定した無線モデムの本ビットを１に設定します。 

 

ビット１：ＲＳ４８５衝突防止 

表 38：衝突防止機能 

0 衝突防止機能を使用しない （初期値） 

1 衝突防止機能を使用する 

 

・ビット２と併用して衝突防止機能を使用するかどうかを設定します。 

・無線モデムがレスポンスまたは受信データを出力しようとした場合、パケット間インターバル（ＲＥＧ０７）

終了時にラインが空いている場合のみ出力を行います。ラインが空いていない場合はラインが空くのを待っ

て再度インターバルの測定を開始します。 

・１を設定すると、他の無線モデムが何らかのデータをＲＳ４８５ライン上に出力しインターバル時間の測定

を開始しない限りデータの出力を行なうことはできません。この問題を解除する目的でビット２を使用しま

す。 

 

ビット０：グローバルコマンドレスポンス 

表 39：グローバルコマンドレスポンス 

0 グローバルコマンドに対しＰ０レスポンスを返さない （初期値） 

1 グローバルコマンドに対しＰ０レスポンスを返す 

 

・グローバルコマンド（アドレス２４０～２５４に対するコマンド）に対してＰ０レスポンス（送信コマンド

ではＰ１も含む）を外部機器に返すかどうかを設定します。 

・マルチドロップされている同一グローバルアドレスを持つ複数の無線モデムにグローバルコマンドが発行さ

れた場合、そのままではすべての無線モデムから一斉にＰ０（またはＰ１）レスポンスが外部機器に返るこ

とになり、パケット間インターバルをうまく設定しないとライン上でデータ衝突を発生する可能性がありま

す。本設定を利用してグローバルコマンドに対するレスポンスを行なう無線モデムを１台に限定すればこの

問題を回避することができます。 

 

 

ＲＥＧ２４：特殊通信モード設定                      ［初期値：Ｃ０Ｈ］ 

ビット７～６：ヘッダレスパケット送信モード設定 

・ヘッダレスパケット送信モードで使用します。詳しくはｐ81【ヘッダレスパケット送信モードのメモリレジ

スタ】を参照してください。 

・ヘッダレスパケット送信モード以外は初期値のまま使用してください。 

 

 

ビット５～４：ダイレクト通信モード設定 

・ダイレクト通信モードで使用します。詳しくはｐ85【ダイレクト通信モードのメモリレジスタ】を参照くだ

さい。 
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ビット３～０：ヘッダレスパケット送信モード設定 

・ヘッダレスパケット送信モードで使用します。詳しくはｐ81【ヘッダレスパケット送信モードのメモリレジ

スタ】を参照してください。 

・ヘッダレスパケット送信モード以外は初期値のまま使用してください。 

 

 

ＲＥＧ２５：ＵＬＴＲＡモード設定                     ［初期値：４０Ｈ］ 

ビット７：ＵＬＴＲＡモード設定 

表 40：ＵＬＴＲＡモード設定 

0 ＵＬＴＲＡモードは無効 （初期値） 

1 ＵＬＴＲＡモードは有効 

 

ビット６：ＵＬＴＲＡモード制御周波数設定 

表 41：ＵＬＴＲＡモード制御周波数設定 

0 制御周波数はなし 

1 制御周波数はあり (初期値) 

 

・ＵＬＴＲＡモードで待ち受け受信時に待ち受けを行なう周波数を設定します。制御周波数ありの場合は周波

数グループ内の一番下の周波数を制御周波数として使用します。詳しくはｐ93【制御周波数について】を参

照してください。 

 

ビット５～０：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ＲＥＧ２６：ヘッダレスストリームモードタイムアウト設定          ［初期値：００Ｈ］ 

・ヘッダレスパケット送信モードで使用します。詳しくはｐ81【ヘッダレスパケット送信モードのメモリレジ

スタ】を参照してください。 

・ヘッダレスパケット送信モード以外は初期値のまま使用してください。 

 
 

ＲＥＧ２７：周波数帯設定                         ［初期値：００Ｈ］ 

ビット７～６：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ビット５～４：ＡＵＸ端子出力クロックレート設定 

表 42：ＡＵＸ端子出力クロックレート設定 

ビット５ ビット４ 設定 

0 0 クロック出力なし (初期値) 

0 1 １００ＫＨｚ 

1 0 １．１４ＭＨｚ 

1 1 ８ＭＨｚ 

 

・ステータスＬＥＤのためのＡＵＸ端子出力信号の動作クロックレートを設定します。ステータス出力には高

速なワンショット信号もあり、これを十分に捕らえるには高速のクロックが必要になりますが、クロックを

高速にすると、消費電流が増えるので、このパラメータでこのクロックレートを制御します。 

・ＡＵＸ端子の機能についてはｐ102【ＡＵＸ端子】を参照してください。 

・メモリレジスタが破壊されているなどで無線モデムがシステムエラー状態になった場合は、この状態をＡＵ

Ｘクロック端子に１００ｋＨｚのクロックで自動的に出力されます。これにより内部のステータスを確認で
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きますし、また「クロック出力なし（初期値）」の場合にはクロックが出力されていることを確認するのみで、

システムエラー状態を検出できます。 

 

ビット３～０：周波数帯設定 

表 43：周波数帯設定 

ビット３ ビット２ ビット１ ビット０ 設定 

0 0 0 0 ０３バンド(ARIB-STD33モード) (初期値) 

0 0 0 1 ２４３３～２４７９ＭＨｚ 

0 0 1 0 ００バンド(ARIB-STD66モード) 

0 0 1 1 ０１バンド(ARIB-STD66モード) 

0 1 0 0 ０２バンド(ARIB-STD66モード) 

0 1 0 1 ２４２０～２４６６ＭＨｚ 

0 1 1 0 ２４２３～２４６９ＭＨｚ 

0 1 1 1 リザーブ 

1 - - - リザーブ 

 
 
・周波数バンドについてはｐ23【周波数グループ】を参照してください。 
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6  第６章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔのコマ
ンド 
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6.1  コマンド一覧 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔはコマンドで機能を制御することができます。以下にコマンド一覧を示しますが、動作モ

ードによっては使用できないコマンドがありますので注意願います。 

 

表 44：コマンド一覧 

モード  コマンド名 機能 

3 4 5 6 

１ ＡＲＧ 全メモリレジスタの参照 ○ ○ ○ ○ 

２ ＢＣＬ 送受信バッファのクリア ○ － ○ － 

３ ＢＩＶ ビーコンインターバルの参照と設定 ○ － ○ － 

４ ＢＳＴ バッファステータスの読み出し ○ － ○ － 

５ ＤＡＳ 宛先アドレスの参照と設定 － － ○ － 

６ ＤＢＭ 受信強度の読み出し ○ － ○ － 

７ ＦＲＱ 周波数グループの参照と設定 ○ － ○ ○ 

８ ＩＮＩ 全メモリレジスタの初期化 ○ ○ ○ ○ 

９ ＯＤＡ 受信データの出力禁止 ○ － ○ － 

１０ ＯＥＮ 受信データの出力許可 ○ － ○ － 

１１ ＰＡＳ リピータアドレスの参照と設定 － － ○ － 

１２ ＰＯＦ 相手に直接送信する － － ○ － 

１３ ＰＯＮ リピータを経由して送信する － － ○ － 

１４ ＲＢＣ 受信バッファのクリア ○ － ○ － 

１５ ＲＤＡ 無線受信の禁止 ○ － ○ － 

１６ ＲＥＧ メモリレジスタの参照と設定 ○ ○ ○ ○ 

１７ ＲＥＮ 無線受信の許可 ○ － ○ － 

１８ ＲＩＤ 受信相手局の識別符号の表示 ○ ○ ○ ○ 

１９ ＲＬＲ ＵＬＴＲＡモードリピータ経由解除要求 ○ － ○ － 

２０ ＲＬＵ ＵＬＴＲＡモード解除要求 ○ － ○ － 

２１ ＲＮＯ 再送回数の参照と設定 ○ － ○ － 

２２ ＲＯＦ 高周波回路の動作休止 ○ ○ ○ ○ 

２３ ＲＯＮ 高周波回路の動作再開 ○ ○ ○ ○ 

２４ ＲＰＴ メッセージの再送 ○ － ○ － 

２５ ＲＳＴ リセット ○ ○ ○ ○ 

２６ ＲＴＹ リピータ経由でメッセージの再送 ○ － － － 

２７ ＳＴＳ ステータスの読み出し ○ － ○ － 

２８ ＴＢＣ 送信バッファのクリア ○ － ○ － 

２９ ＴＢＮ バイナリデータの送信 ○ － － － 

３０ ＴＢＲ リピータ経由でバイナリデータの送信 ○ － － － 

３１ ＴＩＤ 自局の識別符号の表示 ○ ○ ○ ○ 

３２ ＴＸＲ リピータ経由でテキストデータの送信 ○ － － － 

３３ ＴＸＴ テキストデータの送信 ○ － － － 

３４ ＶＥＲ バージョン情報の読み出し ○ ○ ○ ○ 

○は使用可、－は使用不可または無効を示します。 
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6.2  コマンド機能の詳細 
個々のコマンドの機能を解説します。文中で使用される記号の意味は次の通りです。 

＞ ：外部機器から無線モデムへの入力を示します。 

＜ ：無線モデムから外部機器への出力を示します。 

＠ ：コマンドヘッダを示します。 
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：ターミネータ（キャリッジリターン＋ラインフィード）を示します。 

［ ］ ：カッコ内のデータを入力することを示します。必ず入力します。 

（ ） ：カッコ内のデータを入力することを示します。省略することも可能です。 

｛ ｝ ：ＲＳ４８５対応モードの時だけ入力します。必ず入力します。 

 

ＡＲＧ ：全メモリレジスタの参照                              

【フォーマット】 
ＡＲＧ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２３９ 

 
【レスポンス】 

設定一覧表示（ＲＥＧ００～ＲＥＧ２７） 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 
【機能】 
・すべてのメモリレジスタ（２８個）の内容を参照します。 
 
【使用例】 

＞＠ＡＲＧＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：全メモリレジスタの内容を参照します。 

＜ＲＥＧ００：０１ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：レジスタの内容が００より連続して出力します。 

＜ＲＥＧ０１：Ｆ０ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：参照値はＨＥＸコードで出力します。 

＜ＲＥＧ０２：０２ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＜ＲＥＧ０３：Ｆ１ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

      ： 
＜ＲＥＧ２６：００ＨＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＜ＲＥＧ２７：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
 

ＢＣＬ ：送受信バッファのクリア                                       

【フォーマット】 
ＢＣＬ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 

 
【レスポンス】 

Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 
【機能】 
・パケット送信モード（通信モード３、５、７）において、無線モデムの送受信バッファの内容をクリアしま

す。 
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【使用例】 
＞＠ＢＣＬＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ ：バッファの内容をクリアします。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・送信バッファ、受信バッファのみをクリアしたい場合は、ＴＢＣ、ＲＢＣコマンドを使用してください。 

 
 

ＢＩＶ ：ビーコンインターバルの参照と設定                            

【フォーマット】 
ＢＩＶ（インターバル）｛；局アドレス｝ 
 
インターバル ：１０ｍｓ単位で００１～０６５が設定可能。 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
ｘｘｘ ：現在の設定値（参照の場合） 
Ｐ０ ：正常終了（設定の場合） 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・ビーコン送信／受信（ｐ34【Ｎ：Ｍで通信する】を参照）のインターバルを設定します。 
・コマンドのみを入力すると現在の設定値を参照できます。設定する場合は設定したい値を入力します。 
・ビーコンを送信する設定（ＲＥＧ１９：ビット１＝１）の時は送信のインターバルを設定できます。ビーコ

ンを受信する設定（ＲＥＧ１９：ビット２＝１）の時は受信のインターバルを設定できます。 
・ＢＩＶコマンドは一時的にインターバルを変更したいときに使用します。初期値は受信インターバルが５０

０ｍｓ、送信インターバルが１５０ｍｓで固定です。 
 
【使用例】 

＞＠ＢＩＶ０２５Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：受信（送信）インターバルを２５０ｍｓに設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

＞＠ＢＩＶＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：現在の設定値を参照します。 

＜０２５Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：０２５（２５０ｍｓ）が返ります。 

 
【注意事項】 
・ＢＩＶコマンドによる設定値は電源を切ったり、リセットすると失われます。 
・本コマンドは通常は設定する必要がありません。初期値でご使用ください。 

 
 

ＢＳＴ ：バッファステータスの読み出し                                       

【フォーマット】 
ＢＳＴ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス  ：０００～２３９ 

 
【レスポンス】 

ｘｘｘｘｘｘｘｘ ：現在のステータス（ｘ：０または１） 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
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【機能】 
・無線モデムのバッファの状態を読み出します。 
・ステータスは２進数８ビットで表します。 
 

 
レジスタへの格納状態    

ビット７ ビット６ ビット５ ビット４ ビット３ ビット２ ビット１ ビット０    
           
        送信バッファ 0 データなし 

         1 データあり 

           
        送信バッファ 0 空き容量あり 

         1 バッファフル 

           
        送信バッファ 0 オーバーフローなし 

         1 オーバーフロー発生 

           
        リザーブ 0  
           
        受信バッファ 0 データなし 

         1 データあり 

           
        受信バッファ 0 空き容量あり 

         1 バッファフル 

           
        受信データ出力 0 許可 

         1 禁止 

           
        リザーブ 0  

 

図 29：バッファステータス 

 

【使用例】 
＞＠ＢＳＴＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：バッファのステータスを読み出します  

＜０００００００１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：送信バッファにデータがあります 

 
 

ＤＡＳ ：宛先アドレスの参照と設定                                    

【フォーマット】 
ＤＡＳ（局アドレス） 
 
局アドレス  ：０００～２５５ 

 
【レスポンス】 

ｘｘｘ ：現在の設定値（参照の場合） 
Ｐ０  ：正常終了（設定の場合） 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・ ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）で、無線回線を接続する（宛先）アドレスの参照と設

定を行います。 
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・ コマンドのみを入力すると現在の設定値を参照できます。設定する場合は設定したい値を入力します。 
・ ＤＡＳコマンドは一時的にアドレスを変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合にはＲＥＧ０

２の設定を変更してください。 
 
【使用例】 

＞＠ＤＡＳ００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：宛先アドレスを００２に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

＞＠ＤＡＳ 
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：宛先アドレスを参照します。 

＜００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：現在の設定値（００２）が出力します。 

 
【注意事項】 
・無線通信を行なうためには、相手の無線モデムに自局アドレス（ＲＥＧ００）が設定されている必要があり

ます。また、当然ですが、アドレスが一致しなければ通信を行なうことはできません。 
・本コマンドはＲＳ４８５対応モードでは使用できません。 

 
 

ＤＢＭ ：受信強度の読み出し                               

【フォーマット】 
ＤＢＭ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス  ：０００～２３９ 
 

【レスポンス】 
－ｘｘｘｄＢｍ ：受信強度 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 
【機能】 
・無線モデムの受信強度を読み出してデシベルで表示します。 
・値が大きいほど受信強度が強く、受信状態が良好であることを示します。 

 
【使用例】 

＞＠ＤＢＭＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：受信強度を読み出します。 

＜－０８５ｄＢｍＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：現在の受信強度は－８５ｄＢｍです。 

 
【注意事項】 
・測定可能な範囲はおおむね－６０ｄＢｍ～－１００ｄＢｍです。出力値は誤差がありますので、参考値とお

考えください。 
・最後に受信したパケットの受信強度を出力します。 

 
 

ＦＲＱ ：周波数グループの参照と設定                                       

【フォーマット】 

ＦＲＱ（：周波数グループ）｛；局アドレス｝ 

 

周波数グループ ：周波数の分割方法（Ａ～Ｈ）とグループ番号（００～２３）の組み合わせ。 

ｐ23【周波数グループ】をご参照ください。 

局アドレス ：０００～２５４（設定のとき） 

 ：０００～２３９（参照のとき） 

 

 



                                               第8.2版 

 

 58

【レスポンス】 

ｘｘｘ ：現在の設定値 

Ｐ０  ：コマンド終了 

Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 

【機能】 

・周波数グループの分割方法と、グループ番号を参照または設定します。 

・周波数グループを省略すると、現在の設定値を参照できます。 

・ＦＲＱコマンドは一時的に周波数グループを変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合はＲＥ

Ｇ０６の設定を変更してください。 

 

【使用例】 

＞＠ＦＲＱＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：周波数グループを参照します。 

＜Ｆ００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：現在の設定値（分割方法Ｆ：グループ番号０）が出力されます。 

＞＠ＦＲＱ：Ｅ０３Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：分割方法Ｅ（６分割）、グループ番号３に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 

表 45：周波数分割方法 

分割方法 グループ数 設定可能な番号 １グループで使用する周波数（波） 

Ａ １ ００ ２４ 

Ｂ ２ ００～０１ １２ 

Ｃ ３ ００～０２ ８ 

Ｄ ４ ００～０３ ６ 

Ｅ ６ ００～０５ ４ 

Ｆ ８ ００～０７ ３ 

Ｇ １２ ００～１１ ２ 

Ｈ ２４ ００～２３ １ 

 

 

【注意事項】 

・無線回線接続中は設定を行なわないでください。 

・設定可能なグループ番号の最大値は分割方法により異なります。 

 

 

ＩＮＩ ：全メモリレジスタの初期化                                           

【フォーマット】 
ＩＮＩ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・無線モデムのメモリレジスタの全内容を工場出荷時の状態にします。 
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【使用例】 
＞＠ＩＮＩＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ ：全メモリレジスタを初期化します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・本コマンドを実行した場合、変更されたレジスタの内容はすべて失われます。 
・ＲＳ４８５対応モードでマルチドロップ接続をおこなっている場合にグローバルアドレス（２４０～２５４）

を指定すると、すべての無線モデムのアドレスが０００に初期化されますのでご注意ください。 
・初期設定の内容については、ｐ40【メモリレジスタ一覧】をご参照ください。 

 
 

ＯＤＡ ：受信データの出力禁止                                               

【フォーマット】 
ＯＤＡ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 
【機能】 
・無線受信したデータの外部機器への出力を禁止します。 
・出力を禁止している間に受信したデータは受信バッファに蓄積されます。 
・無線モデムは電源ＯＮ（リセット）時には、受信データ出力許可の状態になっています。 

 
【使用例】 

＞＠ＯＤＡＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：受信データ出力を禁止します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了 

 
（この間にデータを受信しても出力されません。） 
 
＞＠ＯＥＮＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：受信データ出力を許可します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＜ＲＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：受信バッファに溜まっていたデータが出力します。 

＜ＲＸＴ００３ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
 

ＯＥＮ ：受信データの出力許可                                               

【フォーマット】 

ＯＥＮ｛局アドレス｝ 

 

局アドレス ：０００～２５４ 

 

【レスポンス】 

Ｐ０ ：正常終了 

Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
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【機能】 

・無線受信したデータの外部機器への出力を許可します。 

・ＯＤＡコマンドで受信データ出力を禁止後、再度、出力を許可する場合に本コマンドを使用します。 

・無線モデムは電源ＯＮ（リセット）時には、受信データ出力許可の状態になっています。 

 

【使用例】 

＞＠ＯＤＡＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：受信データ出力を禁止します。 

Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

（この間にデータを受信しても出力されません。） 

 

＞＠ＯＥＮＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：受信データ出力を許可します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＜ＲＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：受信バッファに溜まっていたデータが出力します。 

＜ＲＸＴ００３ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

 

ＰＡＳ  ：リピータアドレスの参照と設定                                        

【フォーマット】 

ＰＡＳ（リピータアドレス） 

 

リピータアドレス ：経由するリピータのアドレス（０００～２３９） 

 

【レスポンス】 

ＸＸＸ  ：現在のアドレス（参照時） 

Ｐ０  ：正常終了（設定時） 

Ｎ０  ：コマンドエラー 

 

【機能】 

・ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）において、経由するリピータのアドレスを参照と設定

します。 

・リピータアドレスを省略した場合は、現在の設定を参照できます。 

・ＰＡＳコマンドは一時的にアドレスを変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合はＲＥＧ１３

を変更してください。 

 

【使用例】 

＞＠ＰＡＳＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：現在のアドレスを参照します。 

＜０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：現在のアドレスは０００番です。 

＞＠ＰＡＳ００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：リピータアドレスを００２番に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

 

【注意事項】 

・本コマンドはＲＳ４８５対応モードでは使用できません。 
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ＰＯＦ  ：相手に直接送信する                                

【フォーマット】 

ＰＯＦ 

 

 

【レスポンス】 

Ｐ０  ：正常終了 

Ｎ０  ：コマンドエラー 

 

【機能】 

・ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）において、リピータを経由せず相手に直接送信します。 

・ＰＯＦコマンドは一時的に経路を変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合はＲＥＧ１８：ビ

ット５を変更してください。 

 

【使用例】 

＞＠ＰＯＮＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：経路をリピータ経由に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

＞＠ＰＯＦＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：経路を直接送信に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 

【注意事項】 

・本コマンドはＲＳ４８５対応モードでは使用できません。 

 

 

ＰＯＮ  ：リピータを経由して送信する                            

【フォーマット】 

ＰＯＮ 

 

 

【レスポンス】 

Ｐ０  ：正常終了 

Ｎ０  ：コマンドエラー 

 

【機能】 

・ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）において、リピータを経由して送信します。 

・ＰＯＮコマンドは一時的に経路を変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合はＲＥＧ１８：ビ

ット５を変更してください。 

 

【使用例】 

＞＠ＰＯＮＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：経路をリピータ経由に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

＞＠ＰＯＦＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：経路を直接送信に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 

【注意事項】 

・本コマンドはＲＳ４８５対応モードでは使用できません。 
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ＲＢＣ ：受信バッファのクリア                                              

【フォーマット】 
ＲＢＣ｛局アドレス｝ 

 
 局アドレス ：０００～２５４ 
 
【レスポンス】 

Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・無線モデムの受信バッファの内容をクリアします。 

 
【使用例】 

＞＠ＲＢＣＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：受信バッファの内容をクリアします。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・送受信バッファ両方をクリアしたい場合は、ＢＣＬコマンドを使用してください。 

 
 

ＲＤＡ ：無線受信の禁止                                                   

【フォーマット】 
ＲＤＡ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス  ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０  ：正常終了 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 
【機能】 
・無線受信を禁止します。 
・無線モデムの電源ＯＮ（リセット）時の状態はＲＥＧ２２：ビット７に従います。 

  
【使用例】 

＞＠ＲＤＡＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：無線受信を禁止します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＞＠ＲＥＮＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：無線受信を許可します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
 

ＲＥＧ ：メモリレジスタの参照と設定                                         

【フォーマット】 
ＲＥＧ［レジスタ番号］（：設定値）｛；局アドレス｝ 
 
レジスタ番号 ：レジスタ番号（００～２７）を入力します。 
設定値 ：設定したい値を入力します。（１６進数２桁で末尾にＨを付けて入力します。） 
局アドレス ：０００～２５４（設定時） 
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 ：０００～２３９(参照時) 
 

【レスポンス】 
ｘｘＨ ：現在の設定値（参照時） 
Ｐ０ ：正常終了（設定時） 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ６ ：メモリレジスタ書き込みエラー 
 

【機能】 
・メモリレジスタの参照および設定を行います。 
・設定値を省略すると現在の設定値を参照できます。 

 
【使用例】 

＞＠ＲＥＧ００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：メモリレジスタ００の内容を参照します。 

＜０１ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：現在の設定値（０１Ｈ）が出力されます。  

＞＠ＲＥＧ００：０２ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：メモリレジスタ００の内容を０２Ｈに設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・レジスタの書き換えは連続して行なうことが可能ですが、書き換えを行った場合は、設定を有効にするため

に、電源の再投入、ハードウエアリセット端子（通信コネクタの１１番ピン）を使う、またはＲＳＴコマン

ドによりソフトウエアリセットを行ってください。 
・メモリレジスタの書き換え中はレスポンスが出力されるまで電源を切らないでください。メモリの内容が破

損する場合があります。 
・メモリレジスタ書き込みエラーのレスポンスが出力された場合は、メモリレジスタの初期化後、再設定を行

ってください。 
 
 

ＲＥＮ ：無線受信の許可                                                  

【フォーマット】 
ＲＥＮ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・無線受信を許可します。 
・無線モデムの電源ＯＮ（リセット）時の状態はＲＥＧ２２：ビット７に従います。 
・ＲＤＡコマンドで無線受信を禁止後、再度、無線受信を許可する場合に本コマンドを使用します。 

 
【使用例】 

＞＠ＲＤＡＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：無線受信を禁止します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

＞＠ＲＥＮＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：無線受信を許可します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 
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ＲＩＤ ：受信相手局の識別符号の表示                                     

【フォーマット】 
ＲＩＤ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２３９ 
 

【レスポンス】 
受信相手局ＩＤコード表示（１２桁） 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・受信したパケットから相手局の識別符号を読み出して表示します。 
・識別符号は１２桁の数字です。上位３桁がゼロ、下位９桁が無線機のシリアル番号になります。 
・この機能は電気通信事業法第９条に規定される「相手局のＩＤコードの一致を検出して通信路を設定する」

という技術基準に対応したものです。電気通信回線設備に接続される機器に用いる場合は、このコマンドと

ＴＩＤコマンドが上記技術基準に利用できます。 
・注意点として、受信された最新のパケットの識別符号が出力されますので、複数の局からパケット受信し、

そのデータが受信バッファに蓄積されていた場合は、そのデータとＲＩＤコマンドで読み出される識別符号

が一致しないことがあります。 
・より精密に使用したい場合は、ＴＩＤコマンドにより自局の識別符号を読み出し、送信パケット内に識別符

号（一部でも可）を埋め込んで使用することをお勧めします。 
・パケットを受信していない場合、このコマンドの実行結果として「オールゼロ」が出力されます。 

 
【使用例】 

＞＠ＲＩＤＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：受信相手の局識別符号を要求します。 

＜ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：受信相手局の識別符号を出力します。 

 
 

ＲＬＲ ：ＵＬＴＲＡモードリピータ経由解除要求                                 

【フォーマット】 
ＲＬＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝ 
 
リピータアドレス  ：経由するリピータのアドレス（０００～２３９） 
宛先アドレス  ：０００～２３９ 
          ：２５５（同報通信の場合） 
送信元アドレス ：０００～２３９ 

 
【レスポンス】 

Ｐ１   ：コマンド受理、ＵＬＴＲＡモード解除要求送信中 
Ｐ０   ：解除信号送信終了（同報通信の場合） 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：解除信号送信終了 
 

【機能】 
・ＵＬＴＲＡモードに遷移している無線モデムをリピータ経由の無線通信で通常モードに復帰させます。 
・コマンドが終了すると全てＮ１レスポンスまたはＰ０レスポンス（同報通信の場合）を出力します。宛先の

モデムが通常モードに復帰したかどうかは、その宛先モデムにＴＸＲコマンドなどで通信を試みて確認して

ください。 
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【使用例】 
＞＠ＲＬＲ１００００１Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：局００１にリピータ１００経由でＵＬＴＲＡモード解除要求を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除信号送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ     ：解除信号送信終了（成功・失敗は不明）。 

＞＠ＲＬＲ１００２５５Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：全ての局にＵＬＴＲＡモード解除要求を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ     ：解除信号送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ     ：解除信号送信終了（成功・失敗は不明）。 

 

 

ＲＬＵ ：ＵＬＴＲＡモード解除要求                                          

【フォーマット】 
ＲＬＵ［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝ 
 
宛先アドレス  ：０００～２３９ 
        ：２５５（同報通信の場合） 
送信元アドレス ：０００～２３９ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０   ：ＵＬＴＲＡモード解除成功 
Ｐ１   ：コマンド受理、ＵＬＴＲＡモード解除要求送信中 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：ＵＬＴＲＡモード解除失敗（宛先の応答なし） 
 

【機能】 
・ＵＬＴＲＡモードに遷移している無線モデムを無線通信で通常モードに復帰させます。 
・同報の場合は全てＰ０レスポンスになります。目的の宛先のモデムが通常モードに復帰したかどうかは、そ

の宛先モデムにＴＸＴコマンドなどで通信を試みて確認してください。 
・目的の宛先のモデムがＲＥＧ２５：ビット７が１にセットされＵＬＴＲＡモード動作可能となっており、通

常モードで動作していてもＲＬＵコマンドを受信すると解除成功を返信しますので、ＲＬＵコマンドのレス

ポンスはＰ０となります。 
 
【使用例】 

＞＠ＲＬＵ００１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：局００１にＵＬＴＲＡモード解除要求を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除信号送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除失敗。 

＞＠ＲＬＵ００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：局００２にＵＬＴＲＡモード解除要求を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除信号送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除成功。 

＞＠ＲＬＵ２５５Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：全ての局にＵＬＴＲＡモード解除要求を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除信号送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：解除信号送信終了（成功・失敗は不明）。 

 

 

ＲＮＯ ：再送回数の参照と設定                               

【フォーマット】 
ＲＮＯ（再送回数）｛；局アドレス｝ 
 
再送回数  ：最大再送回数（０００～２５５） 
局アドレス  ：０００～２５４（設定のとき） 
   ：０００～２３９(参照のとき) 
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【レスポンス】 

ｘｘｘ  ：現在の設定値 
Ｐ０   ：コマンド終了 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・ 送信失敗と判断するまでに再送を試みる回数を参照・設定します。 
・ コマンドのみを入力すると、現在の設定値を参照できます。設定を変更する場合は設定値を入力してくださ

い。 
・ ＲＮＯコマンドは一時的に再送回数を変更したい場合に使用します。初期値を変更したい場合はＲＥＧ１１

の設定を変更してください。 
 
【使用例】 

＞＠ＲＮＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：再送回数を参照します。 

＜０５０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：現在の設定値（５０回）が出力します。 

＞＠ＲＮＯ０１０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：再送回数を１０回に設定します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 
 

ＲＯＦ ：高周波回路の動作休止                                             

【フォーマット】 

ＲＯＦ｛局アドレス｝ 

 

局アドレス ：０００～２５４ 

 

【レスポンス】 

Ｐ０ ：正常終了 

Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 

【機能】 

・高周波回路の電源を遮断し、動作を休止します。 

・送受信が必要ないときに消費電流を減らすために使用します。このときの消費電流はおよそ５ｍＡです。 

 

【使用例】 

＞＠ＲＯＦＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：高周波回路の動作を休止します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
＞＠ＲＯＮＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：高周波回路の動作を再開します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

 

ＲＯＮ ：高周波回路の動作再開                                           

【フォーマット】 

ＲＯＮ｛局アドレス｝ 

 

局アドレス ：０００～２５４ 
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【レスポンス】 

Ｐ０ ：正常終了 

Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 

【機能】 

・高周波回路を動作状態にします。 

・ＲＯＦコマンドで高周波回路を休止した後、ふたたび高周波回路を動作状態にするために使用します。 

・無線モデムは電源ＯＮ（リセット）時には高周波回路は動作状態になっています。 

 

【使用例】 

＞＠ＲＯＦＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：高周波回路の動作を休止します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 
＞＠ＲＯＮＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：高周波回路の動作を再開します。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

 

ＲＰＴ ：メッセージの再送                                                   

【フォーマット】 

ＲＰＴ［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝ 

 

宛先アドレス ：０００～２５５ 

送信元アドレス ：０００～２５４ 

 

【レスポンス】 

Ｐ０  ：正常終了 

Ｐ１  ：コマンド受理、データ送信中 

Ｐ２  ：リピータ着信 

Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

Ｎ１  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 

Ｎ２  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 

Ｎ３  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 

 

【機能】 

・直前に入力されたメッセージを再送します。 

・同一データを再送したい場合や、異なる局に同一データを送信したい場合に使用します。 

・複数の無線モデムに同報通信を行なう場合は、宛先アドレスに２５５を設定してください。この場合無線モ

デムはあらかじめＲＮＯコマンドで設定されている再送回数＋１回の送信を行い、Ｐ０レスポンスを返しま

す。 

 

【使用例】 

＞＠ＴＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：局００１から局００２に“ＨＥＬＬＯ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：送信失敗。 

＞＠ＲＰＴ００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：局００１から局００２に“ＨＥＬＬＯ”を再送。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

＞＠ＲＰＴ００３Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：局００１から局００３に“ＨＥＬＬＯ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 
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【注意事項】 

・テキスト／バイナリ、リピータを経由するかどうかは、直前の送信コマンドにしたがいます。 

・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信側では確認できません。 

・本コマンドを実行する場合は、あらかじめＴＸＴ、ＴＸＲ、ＴＢＮ、ＴＢＲのいずれかの送信コマンドが実

行されている必要があります。 

・コマンドエラー後は本コマンドは実行できません。 

 

 

ＲＳＴ ：リセット                                                                         

【フォーマット】 
ＲＳＴ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・無線モデムを電源ＯＮの状態に、ソフトウエアリセットします。 
・本コマンド入力前にメモリレジスタの内容を書き換えた場合には、書き換え後の設定が有効になります。ま

た、ＤＡＳやＦＲＱなどの一時的な設定は無効になり、メモリレジスタの設定が有効になります。 
 
【使用例】 

＞＠ＲＳＴＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：リセットを行います。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・ボーレートなどの通信パラメータを変更した場合は変更後の設定でＰ０レスポンスが返りますので、文字化

けなどが生じることがあります。この場合は外部機器の通信パラメータを新しい設定と合わせてください。 
 
 

ＲＴＹ ：リピータ経由でメッセージの再送                                    

【フォーマット】 
ＲＴＹ［リピータアドレス］｛送信元アドレス｝ 
 
リピータアドレス ：経由するリピータのアドレス（０００～２３９） 
送信元アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０  ：正常終了 
Ｐ１  ：コマンド受理、データ送信中 
Ｐ２  ：リピータ着信 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 
Ｎ２  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 
Ｎ３  ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 

 
【機能】 
・直前に入力されたメッセージをリピータ経由で同一の宛先に再送します。 
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・ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続されている複数の無線モデムにグローバルコマンドとし

て発行した場合は、いずれかの無線モデムがＰ０、Ｎ２、Ｎ３を出力した時点で送信を中止します。 
 
【使用例】 

＞＠ＴＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：局００１から局００２に“ＨＥＬＬＯ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：送信失敗。 

＞＠ＲＴＹ１００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：局００１からリピータ１００を経由して局００２へ 

                  ：“ＨＥＬＬＯ”を再送。 
＜Ｐ１Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｐ２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：リピータに着信、リピータより転送開始。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・本コマンドを実行する場合は、あらかじめＴＸＴ、ＴＸＲ、ＴＢＮ、ＴＢＲのいずれかの送信コマンドが実

行されている必要があります。 
・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信側では確認できません。 
・コマンドエラー後は本コマンドは実行できません。 

 
 

ＳＴＳ ：ステータスの読み出し                                               

【フォーマット】 
ＳＴＳ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス  ：０００～２３９ 
 

【レスポンス】 
ｘｘｘｘｘｘｘｘ ：現在のステータス（Ｘ：０または１） 
Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

【機能】 
・無線モデムの現在のステータスを読み出します。 
・ステータスは２進数８ビットで表します。 
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レジスタへの格納状態    

ビット７ ビット６ ビット５ ビット４ ビット３ ビット２ ビット１ ビット０    
           

        動作モード ００ モード１ 

         ０１ モード２ 

         １０ モード３ 

         １１ モード４ 

           

        無線受信 ０ 許可 

         １ 禁止 

           

        受信データ出力 ０ 許可 

         １ 禁止 

           

        受信バッファ ０ 空き容量あり 

         １ バッファフル 

           

        送信バッファ ０ オーバーフローなし

         １ オーバーフロー発生

           

        無線回線 ０ 切断状態 

         １ 接続状態 

           

        リザーブ ０  
 

図 30：ステータス 

 
【使用例】 

＞＠ＳＴＳＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：ステータスを読み出します。 

＜００００１０１０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：動作モード３、受信データ出力禁止 

 
【注意事項】 
・無線回線（ビット６）は本無線モデムでは使用しません。 
 
 

ＴＢＣ ：送信バッファのクリア                                          

【フォーマット】 
ＴＢＣ｛局アドレス｝ 
 
局アドレス ：０００～２５４ 
 

【レスポンス】 
Ｐ０ ：正常終了 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 

 
【機能】 
・パケット送信モード（通信モード３、５、７）において、無線モデムの送信バッファの内容をクリアします。 
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【使用例】 

＞＠ＴＢＣＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：送信バッファの内容をクリアします。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：正常終了。 

 
【注意事項】 
・送受信バッファの両方をクリアしたい場合は、ＢＣＬコマンドを使用してください。 

 
 

ＴＢＮ ：バイナリデータの送信                                           

【フォーマット】 
ＴＢＮ［宛先アドレス］［メッセージバイト数］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ 
 
宛先アドレス  ：０００～２５５ 
メッセージバイト数 ：００１～２５５ 
送信元アドレス ：０００～２５４ 
メッセージ  ：任意のバイナリデータ（２５５バイト以下） 
 

【レスポンス】 
Ｐ０   ：正常終了 
Ｐ１   ：コマンド受理、データ送信中 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 
Ｎ２   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 
Ｎ３   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 
 

【機能】 
・バイナリデータを送信します。 
・メッセージ長は１から２５５バイトまで任意の長さが使用できます。 
・無線モデムはメッセージバイト数をカウントし、メッセージを送信します。 
・複数の無線モデムに同報通信を行なう場合は、宛先アドレスに２５５を設定してください。この場合無線モ

デムはあらかじめＲＮＯコマンドで設定されている再送回数＋１回の送信を行い、Ｐ０レスポンスを返しま

す。 
・ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続されている複数の無線モデムにグローバルコマンドとし

て発行した場合は、いずれかの無線モデムがＰ０、Ｎ２、Ｎ３を出力した時点で送信を中止します。 
 
【使用例】 

＞＠ＴＢＮ００２００５ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：局００１から局００２に“ＨＥＬＬＯ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。  

＞＠ＴＢＮ００３００４ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：局００１から局００３に“ＭＡＩＬ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：送信失敗 宛先からの応答なし。 

 
【注意事項】 
・メッセージ長は２５５バイト以下に設定してください。２５５バイトを越えた場合にはコマンドエラーとな

ります。 
・メッセージ入力後の２バイトがターミネータ（ＣＲＬＦ)以外の場合はコマンドエラーとなります。 
・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信元では確認できません。 
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ＴＢＲ ：リピータ経由でバイナリデータの送信                                   

【フォーマット】 
ＴＢＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］［メッセージバイト数］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ 
 
リピータアドレス  ：経由するリピータのアドレス（０００～２３９） 
宛先アドレス  ：０００～２５５ 
メッセージバイト数 ：００１～２５５ 
送信元アドレス ：０００～２５４ 
メッセージ     ：任意のバイナリデータ（２５５バイト以下） 
 

【レスポンス】 
Ｐ０   ：正常終了 
Ｐ１   ：コマンド受理、データ送信中 
Ｐ２   ：リピータ着信 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 
Ｎ２   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 
Ｎ３   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 

 
【機能】 
・リピータ経由でバイナリデータを送信します。 
・メッセージ長は１から２５５バイトまで任意の長さが使用できます。 
・無線モデムはメッセージバイト数をカウントし、メッセージを送信します。 
・複数の無線モデムに同報通信を行なう場合は、宛先アドレスに２５５を設定してください。この場合無線モ

デムはあらかじめＲＮＯコマンドで設定されている再送回数＋１回の送信を行い、Ｐ０レスポンスを返しま

す。 
・ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続されている複数の無線モデムにグローバルコマンドとし

て発行した場合は、いずれかの無線モデムがＰ０、Ｎ２、Ｎ３を出力した時点で送信を中止します。 
 
【使用例】 

＞＠ＴＢＲ１００００２００５ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

    ：局００１から局００２にリピータ１００経由で“ＨＥＬＬＯ”を送信。 
＜Ｐ１Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：データ送信中。 

＜Ｐ２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：リピータに着信、リピータより転送開始。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：送信終了。 

 
【注意事項】 
・メッセージ長は２５５バイト以下に設定してください。２５５バイトを越えた場合にはコマンドエラーとな

ります。 
・メッセージ入力後の２バイトがターミネータ（ＣＲＬＦ)以外の場合はコマンドエラーとなります。 
・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信側では確認できません。 

 
 

ＴＩＤ ：自局の識別符号の表示                                       

【フォーマット】 

ＴＩＤ｛局アドレス｝ 

 

局アドレス ：０００～２３９ 

 

【レスポンス】 
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自局の識別符号表示（１２桁） 

Ｎ０  ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 

 

【機能】 

・自局の識別符号を読み出して表示します。ＲＩＤコマンドと対応します。 

・識別符号は１２桁の数字です。上位３桁がゼロ、下位９桁が無線機のシリアル番号になります。 

・この機能は電気通信事業法第９条に規定される「相手局のＩＤコードの一致を検出して通信路を設定する」

という技術基準に対応したものです。電気通信回線設備に接続される機器に用いる場合は、このコマンドと

ＲＩＤコマンドが上記技術基準に利用できます。 

・ＲＩＤコマンドの注意点として、受信された最新のパケットの送信元の相手局の識別符号が出力されますの

で、複数の局からパケット受信し、そのデータが受信バッファに蓄積されていた場合は、データと一致しな

いことがあります。 

・より精密に使用したい場合は、ＴＩＤコマンドにより自局の識別符号を読み出し、送信パケット内に識別符

号（一部でも可）を埋め込んで使用することをお勧めします。 

 

 

【使用例】 

＞＠ＴＩＤＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：自局の識別符号を要求します。 

＜ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：自局の識別符号を出力します。 

 

 

ＴＸＲ ：リピータ経由でテキストデータの送信                                    

【フォーマット】 
ＴＸＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ 
 
リピータアドレス ：経由するリピータのアドレス（０００～２３９） 
宛先アドレス  ：０００～２５５ 
送信元アドレス ：０００～２５４ 
メッセージ   ：任意のテキストデータ（２５５バイト以下） 
 

【レスポンス】 
Ｐ０   ：正常終了 
Ｐ１   ：コマンド受理、データ送信中 
Ｐ２   ：リピータ着信 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 
Ｎ２   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 
Ｎ３   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 
 
 

【機能】 
・リピータ経由でテキストデータを送信します。 
・メッセージ長は１から２５５バイトまで任意の長さが使用でき、ターミネータによりデータ入力の終了を認

識します。 
・複数の無線モデムに同報通信を行なう場合は、宛先アドレスに２５５を設定してください。この場合無線モ

デムはあらかじめＲＮＯコマンドで設定されている再送回数＋１回の送信を行い、Ｐ０レスポンスを返しま

す。 
・ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続されている複数の無線モデムにグローバルコマンドとし

て発行した場合は、いずれかの無線モデムがＰ０、Ｎ２、Ｎ３を出力した時点で送信を中止します。 
 
【使用例】 
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＞＠ＴＸＲ１００００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

   ：局００１から局００２にリピータ１００経由で“ＨＥＬＬＯ”を送信 。 
＜Ｐ１Ｃ

Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：データ送信中。 

＜Ｐ２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：リピータに着信、リピータより転送開始。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：送信終了。 

 
【注意事項】 
・メッセージ長は２５５バイト以下に設定してください。２５５バイトを越えた場合にはコマンドエラーとな

ります。 
・メッセージ中にターミネータ（ＣＲＬＦ)と同様のコードが含まれていた場合は、無線モデムはそこでコマン

ド終了と判断し以降のデータは無視されます。ＣＲＬＦが含まれる場合は、ＴＢＲコマンドを使用してくだ

さい。 
・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信側では確認できません。 

 
 

ＴＸＴ ：テキストデータの送信                                               

【フォーマット】 
ＴＸＴ［宛先アドレス］｛送信元アドレス｝［メッセージ］ 
 
宛先アドレス  ：０００～２５５ 
送信元アドレス ：０００～２５４ 
メッセージ  ：任意のテキストデータ（２５５バイト以下） 
 

【レスポンス】 
Ｐ０   ：正常終了 
Ｐ１   ：コマンド受理、データ送信中 
Ｎ０   ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
Ｎ１   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの応答なし） 
Ｎ２   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムが受信禁止） 
Ｎ３   ：データ送信失敗（宛先の無線モデムの受信バッファがフルで受信不可） 
 

【機能】 
・テキストデータを送信します。 
・メッセージ長は１から２５５バイトまで任意の長さが使用できターミネータによりデータ入力の終了を認識

します。 
・複数の無線モデムに同報通信を行なう場合は、宛先アドレスに２５５を設定してください。この場合無線モ

デムはあらかじめＲＮＯコマンドで設定されている再送回数＋１回の送信を行い、Ｐ０レスポンスを返しま

す。 
・ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続されている複数の無線モデムにグローバルコマンドとし

て発行した場合は、いずれかの無線モデムがＰ０、Ｎ２、Ｎ３を出力した時点で送信を中止します。 
 
【使用例】 

＞＠ＴＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：局００１から局００２に“ＨＥＬＬＯ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：正常終了。 

＞＠ＴＸＴ００３ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：局００１から００３に“ＭＡＩＬ”を送信。 

＜Ｐ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：データ送信中。 

＜Ｎ１Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    ：送信失敗、宛先からの応答なし。 

 
【注意事項】 
・メッセージ長は２５５バイト以下に設定してください。２５５バイトを越えた場合にはコマンドエラーとな
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ります。 
・メッセージ中にターミネータ（ＣＲＬＦ)と同様のコードが含まれていた場合は、無線モデムはそこでコマン

ド終了と判断し以降のデータは無視されます。ＣＲＬＦが含まれる場合には、ＴＢＮコマンドを使用してく

ださい。 
・同報通信では宛先のモデムが受信できたかどうかは送信側では確認できません。 

 
 

ＶＥＲ ：バージョン情報の読み出し                              

【フォーマット】 
ＶＥＲ｛局アドレス｝ 
 
 

【レスポンス】 
バージョン表示 
Ｎ０ ：コマンドエラー（ＲＳ４８５対応モードを除く） 
 
 

【機能】 
・無線モデムの論理システムバージョンを読み出します。 

 
 
【使用例】 

＞＠ＶＥＲＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   ：バージョン情報を読み出します。 

＜Ｖｅｒ  １．００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  ：本モデムのバージョンは１．００です。 
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7  第７章 
 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの高度
な使い方 
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7.1  ヘッダレスパケット送信モード 

7.1.1  ヘッダレスパケット送信モード概要 

ヘッダレスパケット送信モード（通信モード５、７）は、パケット送信モードで必要な送信コマンドの手続き

を不要として、送信データを直接入力するだけで通信を行なう、パケット送信モードの特別なモードです。通信

相手のアドレスや経由するリピータアドレスなどのパラメータはメモリレジスタで設定するか、コマンドで設定

します。送信はヘッダレスパケット送信モードの種類により、特殊文字（ターミネータ）、規定バイト数、規定

時間によりパケットの区切りを自動的に判断して行ないます。コマンドレスポンス（Ｐ１，Ｐ０など）は出力さ

れません。 

ヘッダレスパケット送信モードは送信データをコマンドとして入力する必要がないので無線を意識せずに既存

の有線アプリケーションを無線化できます。 

本モードはパケット送信モード（通信モード３、４）とも併用でき、互いに通信が可能です。 

 

7.1.1.1  ２種類のプロトコル 

ヘッダレスパケット送信モードにはヘッダレスノーマルモード（通信モード５）とヘッダレスストリームモー

ド（通信モード７）の２種類があります。ヘッダレスノーマルモードは他のＦＲＨシリーズ（ＦＲＨ－ＳＤ０３

Ｔ，０４Ｔ，０５Ｔ，０６Ｔ）と互換のモードです。ヘッダレスストリームモードは送受信のデータバッファを

備え、大量のデータを連続で送受信することができます。ストリームモードは他のＦＲＨシリーズで用意されて

いるデータ透過モード(通信モード１、２)とほぼ同様な使い方ができます。（ただし、１００％の透過性は保証

されません） 

 

本モードはＲＳ４８５対応モードでは使用できません。 

 

 

 

 

 

7.1.1.2  送受信のフォーマット 

ヘッダレスパケット送信モードは送信コマンドにともなうレスポンス（Ｐ１、Ｐ０など）は出力されません。 

また、パケット送信モードにあるような受信ヘッダやＣＲＬＦコードは出力されないかわり、パケットの区切り

を示す特殊文字（ターミネータ）もデータとして送信されます。 

一方では、送信されるパケットには送信元アドレスやデータの形式（テキストかバイナリか）、経由したリピ

ータなどの情報が含まれるためパケット送信モードと互換性があり、互いに通信することができます。 

ヘッダレスパケット送信モードの送信および受信のフォーマットは以下のようになっています。 

１．パケット送信モード（参考） 

送信  ＠ＴＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  → 受信 ＲＸＴ００１ＨＥＬＬＯＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

２．ヘッダレスパケット送信モード（ターミネータが Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ の場合） 

送信  ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ → 受信 ＨＥＬＬＯＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ 

３．相手がパケット送信モードの場合（テキストモード） 

送信 ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ → 受信 ＲＸＴ００１ＨＥＬＬＯＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

４．相手がパケット送信モードの場合（バイナリモード） 

送信 ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ → 受信 ＲＢＮ００１ＨＥＬＬＯＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

５．パケット送信モードから送られてきた場合 

送信 ＠ＴＸＴ００２ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ → 受信 ＨＥＬＬＯ 

 

 

 

・相手がパケット送信モードの場合には、ターミネータの扱いについて注意が必要です。詳し

くはＲＥＧ２３の説明をご覧ください。 

・テキストモードとバイナリモードの違いはヘッダレスパケット送信モードでは意味を持ち

ません。 

注意 

ヘッダレスストリームモードは無線モデムのバージョン１．１０から使用できます。 注意 
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7.1.1.3  コマンド 

コマンドはパケット送信モードと同じものが使用できます。ただし、以下の送信コマンドは使用できません。 

ＴＸＴ、ＴＸＲ、ＴＢＮ、ＴＢＲ、ＲＰＴ、ＲＴＹ 

ヘッダレスパケット送信モードでは送信するためのコマンドが不要ではありますが、内部動作は通常のパケッ

ト送信モードと同じため、送信データ入力中はコマンドが入力された場合と同じ動作をします。従ってコマンド

入力タイムアウト（ヘッダレスパケット送信モードでは５秒）が有効です。 

 

7.1.1.4  リピータ 

ヘッダレスパケット送信モードでもリピータを使用することができます。 経由するリピータのアドレスはメモ

リレジスタまたはコマンドで設定します。なお、リピータ自身をヘッダレスパケット送信モードにする必要はあ

りません。 

リピータを使用するかどうかはＲＥＧ１８：ビット５で設定します。経由するリピータアドレスはＲＥＧ１３

で設定します。同様のことをコマンドで設定することもできます。 

 リピータ経由のＯＮ／ＯＦＦコマンド  ：ＰＯＮコマンド、ＰＯＦコマンド 

 リピータアドレス設定コマンド  ：ＰＡＳコマンド 

 

7.1.1.5  同報通信 

 ヘッダレスパケット送信モードでは、宛先アドレスを２５５に設定することで複数のモデムに同報通信を行

なうことができます。ただし、同報通信ではＡＣＫの返信は行なわれないので、送信側ではすべての受信側が正

常に受信できたかどうか判断できません。 

 同報通信では、送信側はあらかじめ設定された再送回数＋１回の送信を行います。受信側では、データを正

常に受信するとＡＣＫの返信は行なわずにデータを外部機器に出力します。正常データを受信した後の再送デー

タは、同一パケットと判断して外部機器へは出力しません。 

 

7.1.1.6  使用制限事項 

ヘッダレスパケット送信モードをお使い頂く上で重要な注意事項がありますので、必ずｐ107【ＦＲＨ－ＳＤ０

７Ｔ使用制限事項】をお読みください。 

 
 

7.1.2  ヘッダレスノーマルモード（通信モード５）の送信方法 

(1) ヘッダレスノーマルモードではターミネータを検出するとパケットの終了と判断し送信を始めます。ターミ

ネータはデフォルトで「Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ」が設定されていますが、任意の１バイトまたは２バイトを設定することがで

きます。詳しくはｐ81【ヘッダレスパケット送信モードのメモリレジスタ】を参照してください。 

(2) １回で送信できるメッセージデータの大きさは２５５バイト以下です。２５６バイト以上入力した場合はコ

マンドエラー（Ｎ０レスポンスが返ります）になります。ヘッダレスパケット送信モードではターミネータ

を含めてデータとして送信されます。２５５バイト以下というデータの大きさの制限に含まれますので注意

願います。 

(3) 送信が開始されると「Ｐ１」レスポンスの代わりにＣＴＳがＯＦＦになります。また送信終了の「Ｐ０」レ

スポンスの代わりにＣＴＳがＯＮになります。ヘッダレスパケット送信モードは基本的にはパケット送信モ

ードなので連続送信できません。無線送信中はＣＴＳがＯＦＦになりますので、ＣＴＳがＯＮになるのを待

って次の送信を行なってください。 

(4) ヘッダレスノーマルモードでは送信の結果に対してレスポンス（Ｐ０やＮ１など）が出力されませんので、

送信失敗に対する処置は上位のアプリケーションソフトで対応してください。 

(5) 通信相手のアドレスはメモリレジスタまたはコマンドで設定します。宛先アドレスを２５５に設定すること

で複数のモデムに同報通信を行なうことができます。 

(6) ヘッダレスノーマルモードでもリピータを使用することができます。 経由するリピータのアドレスはメモリ

レジスタまたはコマンドで設定します。なお、リピータ自身をヘッダレスパケット送信モードにする必要は

ありません。 
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7.1.3  ヘッダレスストリームモード（通信モード７） 

7.1.3.1  送信方法 

(1) ヘッダレスストリームモードは、送信のトリガを以下の方法から選んで使用することができます。 

ターミネータモード 

・特殊文字（ターミネータ）が入力された。 

・２５５バイト以上、送信バッファにデータが保管された。 

タイムアウトモード 

・データ入力がなくなってから指定の時間が経過した。 

・２５５バイト以上、送信バッファにデータが保管された。 

(2) ターミネータは任意の１バイトデータまたは２バイトデータを使用することができます。詳細はメモリレジ

スタＲＥＧ１６、１７、１８を参照してください。 

(3) ターミネータモードとタイムアウトモードの切り替えはＲＥＧ２４【特殊通信モードの設定】で設定します。

ＲＥＧ２４：ビット６が１の時はターミネータモードになります。 

(4) データは連続して入力することができますが、パケットを送信し、ＡＣＫを受信するまで（または、送信失

敗まで）次のパケットは送信されません。この場合は送信バッファにデータが追加されていきますが、２５

５バイトを超えた場合はターミネータとは関係なく２５５バイトで区切って送信されます。通信環境が悪く

再送を繰り返した場合、フロー制御を正しく行なわないと、送信バッファがオーバーフローする可能性があ

ります。そのためＲＥＧ２１：ビット１のフロー制御をオンにして使用してください。 

(5) ヘッダレスストリームモードの送信・受信バッファのサイズはＲＥＧ２１：ビット７，６にて設定します。 

 

7.1.3.2  データ透過性 

ヘッダレスストリームモードは送受信のデータバッファを持っているので、ヘッダレスノーマルモードのよう

な２５５バイトの制限はありません。その結果、従来のＦＲＨシリーズのデータ透過モードのような使い方がで

きます。また、連続でデータを入力できるので電波環境が良ければファイル転送することも可能です。 

しかし、パケット送信モードの特徴として、電波環境が悪く指定された回数の再送が終わっても通信が成功しな

かった場合はそのパケットのデータは捨てられてしまいます。そのため、データ透過モードのようなデータの１

００％の透過性を期待することはできません。ヘッダレスストリームモードはパケット送信モードの特徴を生か

して、１対Ｎ通信で無手順で通信したい場合に使用されるよう推奨します。 
 
 

7.1.3.3  ヘッダレスパケット送信モードの使用例 

使用例として無線モデム３台がリピータを経由して通信する場合の設定方法と通信例を示します。 

 

(1) ターミナルソフトの設定 

・伝送レート  ：９６００ｂｐｓ 

・データ長  ：８ビット 

・ストップビット  ：１ビット 

・パリティビット  ：なし 

・フロー制御  ：ハードウエア制御（ＲＴＳ／ＣＴＳ） 

・ローカルエコー  ：あり 

・Ｅｎｔｅｒキー  ：送信時、ＣＲをＣＲ＋ＬＦに変換 

(2) 無線モデムの設定 

・ＲＥＧ００（自局アドレス）とＲＥＧ０２（宛先アドレス）を次のように設定します。 

無線モデム１  ：ＲＥＧ００＝０００ ＲＥＧ０２＝００１ 

無線モデム２  ：ＲＥＧ００＝００１ ＲＥＧ０２＝０００ 

無線モデム３  ：ＲＥＧ００＝００２ ＲＥＧ０２＝０００ 

・ＲＥＧ０３をＦＦＨ（ヘッダレスパケット送信モード）に設定します。 

・周波数を固定（分割方法Ｈ）の周波数番号０にします。 

・ＲＥＧ１３を０１０（リピータのアドレス）に設定します。 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１に設定します。（宛先アドレスチェックをする） 

・ＲＥＧ１８：ビット５を１に設定します。（リピータ経由で送信） 
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・ＲＥＧ２４：ビット７は初期値のまま（ヘッダレスノーマルモード）とします。 

・その他のレジスタは初期値のままとします。 

(3) リピータの設定 

・ＲＥＧ００（自局アドレス）を０１０とします。 

・ＲＥＧ０６（周波数）を固定（分割Ｈ）の周波数番号０にします。 

・ＲＥＧ１８：ビット０を１（宛先アドレスチェックを行なう）に設定します。 

・ＲＥＧ１９：ビット０を１（リピータとして使用する）に設定します。 

・その他のレジスタは初期値のままとします。 

(4) 通信する 

・無線モデム１から無線モデム２へリピータ経由でメッセージを送ります。 

ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

・無線モデム２はメッセージを受け取ったので外部機器に出力します。 

ＨＥＬＬＯＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

・無線モデム１はＤＡＳコマンドを使用して宛先アドレスを００２（無線モデム３）に変更します。 

＠ＤＡＳ００２Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ  宛先アドレスを００２に変更します。 

Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   以降は００２に送信されます。 

・無線モデム１は無線モデム３にメッセージを送ります。 

ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

・無線モデム３はメッセージを外部機器に出力します。 

ＭＡＩＬＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31：ヘッダレスパケット送信モードの通信 

 

 

 

 

 

 

 

モデム1 

リピータ 

モデム2 

モデム3 
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7.1.4  ヘッダレスパケット送信モードのメモリレジスタ 

基本的な設定はパケット送信モード（通信モード３、４）と同じです。ヘッダレスパケット送信モードでは以

下のパラメータを追加設定します。 

 

ＲＥＧ０２：宛先アドレス                         ［初期値：００Ｈ］ 
・通信相手となる無線モデムのアドレスを宛先アドレスとして設定します。０００～２３９（２４０値）の設

定が可能です。 

・送信されるデータパケットには宛先アドレスとしてこの値が設定されます。 

・アドレスチェック機能（ＲＥＧ１８）を使用する場合は、通信相手の無線モデムのアドレスをここに設定し

てください。ただし、ＤＡＳコマンドでアドレスを設定した場合はそれが優先されます。 

 

 

 

 

 

 

ＲＥＧ０３：動作モード設定                        ［初期値：Ｆ０Ｈ］ 
・動作モードをヘッダレスパケット送信とします。ＦＦＨを設定してください。 

 

 

ＲＥＧ１３：リピータアドレス                       ［初期値：１ＥＨ］ 
・リピータを使用する場合には経由するリピータのアドレスを設定してください。 

 

 

ＲＥＧ１６：ターミネータ設定１                      ［初期値：３２Ｈ］ 
・任意のターミネータを使用する場合に使用します。１バイトのコードの場合には任意の１バイトを設定して

ください。２バイトコードの場合には１バイト目のコードを設定してください。 

・標準機能のコマンド入力タイムアウト時間はデフォルトの５秒に固定されます。 

 

 

ＲＥＧ１７：ターミネータ設定２                      ［初期値：３２Ｈ］ 
・任意のターミネータを使用する場合に使用します。１バイトのコードの場合には任意の１バイトを設定して

ください。２バイトコードの場合には２バイト目のコードを設定してください。 

 

 

ＲＥＧ１８：通信モード設定１                       ［初期値：８ＣＨ］ 
ビット７～６：リザーブ 

・本無線モデムでは使用しません。初期値のままで使用してください。 

 

ビット５：送信路選択 

表 46：送信路選択 

０  宛先アドレスに直接送信します (初期値) 

１  リピータ経由で送信します 

 

・リピータ経由の送信を行なう場合にはＲＥＧ１３に経由するリピータのアドレスを設定します。 

 

ビット４：送信フォーマット 

表 47：送信フォーマット 

０ テキストフォーマットで送信します (初期値) 

１ バイナリフォーマットで送信します 

 

・送信フォーマットを選択します。通常のパケット送信モードに設定された無線モデムに向けて送信した場合

に、相手モデムより出力される受信フォーマット（ＲＸＴ，ＲＢＮ等）が異なります。 

ＲＥＧコマンドでは２４０～２５５の範囲を設定することが可能ですが、予期しない動作を

しますので２４０～２５５の範囲は設定しないでください。 
注意 
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・ヘッダレスパケット送信モードに設定された無線モデム間の通信では特に関係はありません。 

 

ビット３－２：ターミネータ設定 

表 48：ターミネータの設定 

ビット３ ビット２ 設定 

０ ０  任意の２種類の１バイトコード（ＲＥＧ１６，ＲＥＧ１７） 

０ １  任意の１バイトコード（ＲＥＧ１６）＋任意の１バイトコード 

１ ０  任意の２バイトコード（ＲＥＧ１６＋ＲＥＧ１７） 

１ １  キャリッジリターン（ＣＲ）＋ラインフィード（ＬＦ） (初期値) 

 

・パケットの区切りを識別するターミネータを設定します。無線モデムは本コードをパケットを区切りと判断

し送信を行ないます。 

・任意のコードを使用する場合にはＲＥＧ１６，１７にコードを設定をします。 

 

ビット１：送信元アドレスチェック 

・基本機能と同じ機能が有効です。 

 

ビット０：宛先アドレスチェック 

・基本機能と同じ機能が有効です。 

 

 

ＲＥＧ２３：インターフェース設定４                    ［初期値：００Ｈ］ 
ビット４以外は基本機能と同じ機能が有効です。 

 

 

ビット４：ＣＲＬＦ追加／削除 

表 49：ＣＲＬＦの追加（ヘッダレスパケット送信モードの設定） 

０ 受信データにＣＲＬＦコードを追加しない (初期値)

１ 受信データにＣＲＬＦコードを追加する 

 

・ヘッダレスパケット送信モードにおいて、受信データにＣＲＬＦコードを追加するかどうかを設定します。 

・ヘッダレスパケット送信モードに設定された無線モデム間の通信では、送信データにターミネータが追加さ

れているため特に問題がありません。しかし、通常のパケット送信モードの無線モデムからパケットを受信

した場合には、本来のターミネータであるＣＲＬＦコードは追加されません。この場合に本ビットを１に設

定すると受信パケットにＣＲＬＦコードが付加されて出力されるようになります。 

 

表 50：ＣＲＬＦの削除（パケット送信モードの設定） 

０ 受信データにＣＲＬＦコードを追加する (初期値) 

１ 受信データにＣＲＬＦコードを追加しない 

 

・パケット送信モードにおいて、受信データにＣＲＬＦコードを追加するかどうかを設定します。 

・通常のパケット送信モードでは、ヘッダレスパケット送信モードの無線モデムよりパケットを受信した場合

には送信側のターミネータ（デフォルトでＣＲＬＦコード）＋パケット送信モードで自動的に付加されるタ

ーミネータ（ＣＲＬＦコード）が出力されます。この２重出力を防止したい場合には、通常のパケット送信

モードに設定してあるモデムの本ビットを１に設定してください。 
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ＲＥＧ２４：特殊通信モード設定                      ［初期値：Ｃ０Ｈ］ 

ビット７：ヘッダレスモード設定 

表 51：ヘッダレスモード設定 

0 ヘッダレスストリームモード 

1 ヘッダレスノーマルモード（初期値） 

 

・ ＲＥＧ０３、ＲＥＧ２４：ビット６と併用してヘッダレスモードの方式を設定します。ヘッダレスストリー

ムモードを使用する場合はこのビットを０にしてください。 

 

ビット６：ヘッダレスストリームモード設定 

表 52：ヘッダレスストリームモード設定 

0 タイムアウトモード 

1 ターミネータモード（初期値） 

 

・ＲＥＧ０３、ＲＥＧ２４：ビット７と併用してヘッダレスストリームモードの送信トリガを設定します。詳

しくはｐ79【送信方法】を参照ください。 

 

 

ビット５～４：リザーブ 

・ヘッダレスパケット送信モードでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ビット３：送信バッファクリア 

表 53：送信バッファクリア 

0 送信バッファをクリアしない（初期値） 

1 ブレークを検出すると送信バッファをクリアする 

 

・ブレーク信号を検出した時に送信バッファをクリアするかどうかを設定します。 

 

 

ビット２:受信バッファクリア 

表 54：受信バッファクリア 

0 受信バッファをクリアしない（初期値） 

1 ブレークを検出すると受信バッファをクリアする 

 

・ブレーク信号を検出した時に送信バッファをクリアするかどうかを設定します。 

 

 

ビット１～０：リザーブ 

・ヘッダレスパケット送信モードでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ＲＥＧ２６：ヘッダレスストリームモードタイムアウト設定          ［初期値：００Ｈ］ 

・ ヘッダレスストリームモードで動作している場合、ＲＥＧ２４：ビット６がタイムアウトモードに設定され

ている場合の送信開始までのタイムアウト時間を設定します。ＲＥＧ２６で設定されるタイムアウト時間以

上の無入力状態が経過した場合、メッセージが送信されます。 
・ １０ｍｓ～２５５０ｍｓまで１０ｍｓ単位で設定できます。設定したい時間（ｍｓ）の１／１０の値を設定

してください。 

・ ０を設定した場合はタイムアウトしません。データは送信されません。 
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7.2  ダイレクト通信モード 

7.2.1  ダイレクト通信モードの動作 

ダイレクト通信モードは通信コネクタのＴＸＤ端子を５１．９ｋｂｐｓの速度でサンプリングし無線送信を行

ないます。通信遅延が約５００μｓと少ないのが特長です。 

本モードは、パケット送信モードと異なり、アドレスの識別機能やエラーチェック機能などは無く、周波数が

一致している受信局に同報的に通信が行なわれます。調歩同期方式では１９．２ｋｂｐｓ程度までの通信が可能

です。 

本無線モデムは、内部のメモリレジスタを併用し制御線（ＲＴＳ／ＣＴＳ，ＤＴＲ／ＤＳＲ）を使って送受信

を切り替え可能な「単信モード」が使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2.2  送受信動作 

送信側はＴＸＤ端子の状態を５１．９ｋＨｚ（１９．２５μｓ周期）の速度でサンプリングして無線送信を行

ないます。受信側は受信データをそのままＲＸＤ端子に出力します。 

送信側のサンプリングはＴＸＤの状態変化とは無関係に一定のタイミングで行なわれます。従ってサンプリン

グ時間以下の状態変化は送ることができません。また、受信側では送信側のサンプリングのバラツキによりパル

ス幅が変化します。従って、送信データの状態変化に対し少なくとも数倍のサンプリングが可能な範囲で使用し

てください。 

ダイレクト通信モードは送信データ入力と受信データ出力の間の時間遅れが約５００μｓと少ないのが特徴で

す。 

 

 

＜送信動作＞ 

ＴＸＤ入力  

サンプリング ↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑ 

 送信データ １１１１１１００００００１１１１１１１１１１１１１００００１１１ 

 

 

＜受信動作＞ 

 受信データ   １１１１１１０００００００１１１１１１１１１１１１１００００１１１１ 

ＲＸＤ出力  

 

図 32：送受信動作 

 

 

 

 
 

・本モードではデータのエラーチェックが行なわれないため回線状況が悪い場合にはデータ誤

りが発生します。誤り処理については上位のアプリケーションソフトにて行なってください。

・同一エリアで隣接の周波数チャンネルを使用した場合、近距離では互いに干渉する可能性が

ありますのご注意ください。 

・同一エリアにて３波以上の複数チャンネルを使用した場合、受信回路の特性により互いに干

渉する可能性がありますのご注意ください。 

注意 

通信相手がＦＲＨ－ＳＤ０３Ｔ等の従来機種の場合は、ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔと論理が逆にな

っています。ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔが［１］を送信した場合、従来機種は［０］を受信します。
注意 
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7.2.3  ダイレクト通信モードのメモリレジスタ 

ダイレクト通信モードでは、以下のパラメータの設定を行なってください。その他のパラメータについては工

場出荷時の初期値のままとしてください。 

 

ＲＥＧ０３：動作モード設定                        ［初期値：Ｆ０Ｈ］ 
・動作モードを設定します。ダイレクト通信モードでは０１Ｈを設定します。 

 

 

ＲＥＧ０６：周波数設定                          ［初期値：Ａ０Ｈ］ 
・使用する周波数を設定します。設定方法は標準の方法と同一です。ダイレクト通信モードでは固定周波数（分

割方法Ｈ）を設定してください。 

 

 

ＲＥＧ１９：通信モード設定２                       ［初期値：００Ｈ］ 
ビット６以外は使用しません。ビット６以外は初期値のままお使いください。 

 

ビット６：ダイバシティ受信 

・基本機能と同じ機能が有効です。 

 

 

ＲＥＧ２０：ＲＳ－２３２Ｃ設定１                     ［初期値：０５Ｈ］ 
・コマンド受付で使用する通信パラメータを設定します。基本機能と同じ機能が有効です。 

・ＴＸＤのサンプリングは５１．９ｋＨｚなので通信速度とこの設定は関係ありません。 

 

 

ＲＥＧ２４：特殊通信モード設定                      ［初期値：Ｃ０Ｈ］ 

ビット７～６：リザーブ 

・ダイレクト通信モードでは使用しません。初期値のまま使用してください。 

 

 

ビット５：ダイレクト通信モード送信遅延時間設定 

表 55：ダイレクト通信モード送信遅延時間設定 

0 従来機器と同じ送信開始時間(13.5ms) (初期値) 

1 送信開始短時間動作モード(3.5ms) 

 

・このパラメータは送信側、受信側のモデム双方とも同じ設定をする必要があります。設定が異なる場合、不

定データを出力することがあります。 

 

ビット４：ダイレクト通信モードＤＣＤ出力設定 

表 56：ダイレクト通信モードＤＣＤ出力設定 

0 有効データ受信状態を示すモード (初期値) 

1 同期クロック出力モード 

 

 

ビット３～０：リザーブ 

・ダイレクト通信モードでは使用しません。初期値のまま使用してください。 
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7.2.4  各端子の機能 

ダイレクト通信モードにおける通信コネクタの端子の機能は次の通りです。 

ＴＸＤ（入力）： 送信データを入力します。 

ＲＸＤ（出力）： 受信データを出力します。 

ＲＴＳ（入力）： 送受信の制御を行ないます。ＯＮ（Ｌｏレベル）にすると送信状態になります。 

ＣＴＳ（出力）： 送信可能状態を示します。ＲＴＳのＯＮ（Ｌｏレベル）によりＯＮ（Ｌｏレベル）となり

ます。 

ＤＣＤ（入力）： 使用しません。 

ＤＣＤ（出力）： 有効データを受信中であることを示します。データを受信中ＯＮ（Ｌｏレベル）になりま

す。 

ＲＥＧ２４：ビット４の設定で同期クロック出力にもなります。 

ＤＴＲ（入力）： 通信モードとコマンド受付モードを切り替えます。通常はＯＮ（Ｌｏレベル）、コマンド入

力時はＯＦＦ（Ｈｉレベル）にします。 

ＤＳＲ（出力）： 無線モデムが動作可能であることを示します。リセット入力後初期化が終了した段階でＯ

Ｎ（Ｌｏレベル）になります。 

ＧＮＤ    ： 信号グランドです。 

 

 

7.2.5  タイミング 

7.2.5.1  送受信のタイミングチャート 

送受信の切り替えは制御線で行ないます。ＲＴＳ端子をＬｏレベルにすると送信状態になります。送信開始条

件はＲＴＳの立下りにて検出を行っておりますので、電源投入またはリセット時にはＲＴＳ端子をＨｉレベルと

して受信状態で開始し、ＤＳＲのＬｏレベルを確認後、ＲＴＳを立下げて送信開始してください。 

 
 

＜送信＞ 

ＲＴＳ 

 

 

ＣＴＳ 

 

 

ＴｘＤ 

 

 

＜受信＞ 

ＤＣＤ 

（出力） 

 

ＲｘＤ 

 

図 33：送受信のタイミングチャート 

 
(1) ＤＣＤ（出力）がＯＦＦ（Ｈｉレベル）の状態（非受信状態）ではＲｘＤはＯＦＦ（Ｈｉレベル）に固定さ

れます。 

(2) ＤＣＤ（出力）は外来ノイズによりＯＮ（Ｌｏレベル）となる場合があります。 

(3) このタイミングで不定データが出力される場合があります。 

 

 

 

Typ 13.5ms (3.5ms) 

Min 0us 

情報データ

Min 500us

Max  20us

Max  500us 

(3) 情報データ

Typ 500us 

Min 500us 
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7.2.5.2   コマンド受付けのタイミングチャート 

 
ＤＳＲ 

 

ＤＴＲ 

 

 

動作状態 

  

図 34：コマンド受付のタイミングチャート 

 

(1) 識別符号送出後、ＤＳＲがＯＮ（Ｌｏレベル）になり通信可能（コマンド受付け）状態となります。 

(2) 識別符号送出は相関センスを行い電波が無いと判断した後に行なわれます。使用する周波数にて連続送信

を行なっている他の無線モデムがある場合には、識別符号の送信ができないため、電波が無くなるまでＤ

ＳＲがＯＮ（Ｌｏレベル）になりません。この場合ＤＣＤ（出力）がＯＮ（Ｌｏレベル）となります。 

(3) 識別符号は送信時間が短いため、受信データとしては出力されません。 

(4) コマンド受付け状態でのボーレートなどの通信条件はＲＥＧ２０の設定に従います。 

 

7.2.5.3   同期クロックのタイミングチャート 

＜送信側＞ 

ＲＴＳ 

 

 

ＣＴＳ 

 

 

ＤＣＤ 

（出力） 

 

 

ＴＸＤ 

 

 

＜受信側＞ 

ＤＣＤ 

（出力） 

 

 

ＲＸＤ 

 

 

図 35：同期クロックタイミングチャート 

 

 

(1) 送信側ではＲＴＳがＯＮ（Ｌｏレベル）になったあと、ＣＴＳがＯＮ（Ｌｏレベル）になったのと同一タイ

ミングで、ＤＣＤ（出力）から送信データ同期クロックが出力されます。 

(2) 受信側では有効データを受信するとＤＣＤ（出力）から受信データ同期クロックが出力されます。なお、外

来ノイズによりクロックが出力される場合があります。 

 

通信可能状態 コマンド受付状態 通信可能状態 

Typ 13.5ms (3.5ms)

Min 0us 

情報データ

Max 5ms Max 5ms 

Min 500us

Max  20us

送信クロック 

情報データ

受信クロック 

Typ 500us

Min 500us

Max 500us
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＜送信同期クロックとデータのタイミング＞ 

ＤＣＤ 

（出力） 

 

ＴＸＤ 

 

 

 

 

 

図 36：送信同期クロック詳細タイミング 

 
(3) ＤＣＤ（出力）の立ち上がりの１．７５μｓ前にＴＸＤのデータが取り込まれます。ＤＣＤ（出力）の立

ち上がり（立下りでも可）を検出してＴＸＤのデータを切り替えてください。ＤＣＤ出力のクロックのＨ

ｉレベルの時間は１．７５μｓです。 

 

＜受信同期クロックとデータのタイミング＞ 

ＤＣＤ 

（出力） 

 

 

ＲＸＤ 

 

 

 

 

図 37：受信同期クロック詳細タイミング 

 
(4) ＤＣＤ出力の立ち上がりに同期してＲＸＤのデータが変化します。ＤＣＤの立ち下がりを検出してＲＸＤ

のデータを取り込んでください。ＤＣＤ出力のクロックのＨｉレベルの時間は８７５ｎｓです。 

1.75us 19.25us 

19.25us

Ts=Th=0.1us(min)

875ns 
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7.3  ＵＬＴＲＡモード 

7.3.1  ＵＬＴＲＡモードの概要 

ＵＬＴＲＡ（Ultra Lowpower Transient Radio Access）モードは、間歇動作の待受けモードで、通常モードの

１／２０程度の平均消費電流で動作するものです。自局から送信は行なわないが他局からの呼出があったときに

は応答するといった用途に適します。通常モードでも３５ｍＡの低消費電流ですが、ＵＬＴＲＡモードでは２ｍ

Ａ（平均）となり、電池駆動システムの場合、劇的な継続動作時間の増加が可能です。特にハンディ用途などの

電池駆動システムに有効です。 

ＵＬＴＲＡモードにあるときは通常のパケットは受信できません。ウエイクアップ要求パケットだけを受信し

ます。 

 

7.3.2  ＵＬＴＲＡモードの動作 

7.3.2.1  メモリレジスタの設定 

ＵＬＴＲＡモードを使う場合は以下のようにメモリレジスタを設定してください。 

 ＲＥＧ２５：ビット７を1に設定します。（ＵＬＴＲＡモード有効） 

 ＲＥＧ２５：ビット６を必要に応じて設定します。（１：制御周波数あり ０：制御周波数なし） 

 ＲＥＧ０６を必要に応じて設定します。（周波数グループ設定） 

ＦＲＱコマンドの設定は反映されません。ＵＬＴＲＡモード動作時はＲＥＧ０６を参照します。 

制御周波数については、ｐ93【制御周波数について】に詳しく説明します。 

 

7.3.2.2  ＵＬＴＲＡモードへの遷移と復帰 

電源を投入した初期状態はアクティブモードです。電源投入時にＤＴＲがＨｉ状態であってもＵＬＴＲＡモー

ドに遷移しません。 

ＵＬＴＲＡモードへ遷移およびアクティブモードへ復帰の制御は通信コネクタのＤＴＲ端子を使用します。以

下の説明はＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの入力端子の論理になりますので、ＲＳ２３２ＣトランシーバＩＣを接続した場

合のＲＳ２３２Ｃ側インターフェースでは論理が逆になります。 

ＵＬＴＲＡモードへ遷移するには、ＤＴＲ端子をＨｉレベルにします。無線機はＤＴＲの立ち上がりを検出し

てＵＬＴＲＡモードへ遷移します。アクティブモードへの復帰はＤＴＲ端子をＬｏレベルにします。 

ＤＳＲ端子はＵＬＴＲＡモードのモニタになっていますので、ＵＬＴＲＡモードへ遷移を完了したかどうか、

アクティブモードへ復帰を完了したかどうかを知ることができます。 

 

 
ＤＴＲ（入力） 
 
 
ＤＳＲ（出力） 
 
 
 
 

図 38：ＵＬＴＲＡモードへの遷移 

 
＜注意＞ 

この時間は無線モデムが受信待機状態（アイドル状態）にあるときにＤＴＲをＨｉにした場合の時間です。 

ＵＬＴＲＡモード要求の処理は受信待機状態で行なわれますので、ＤＴＲをＨｉにしたタイミングとそのとき

行なわれている処理内容でさらに時間がかかります。たとえば 

(1) 無線受信中にＤＴＲをＨｉにした場合は、受信を完了し、必要ならＡＣＫを返信したあとでＵＬＴＲＡモー

ドに遷移します。このとき、受信したデータは破棄されて出力されません。 

(2) 無線送信中にＤＴＲをＨｉにした場合は、再送を含めて送信を完了し、必要ならＡＣＫを受信してからＵＬ

ＴＲＡモードに遷移します。 

 

ＵＬＴＲＡモード要求 

ＵＬＴＲＡモード遷移中

0.2ms MAX 注意 200ms MAX 
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7.3.2.3  ウエイクアップ要求パケット 

無線を経由して指定した無線機をアクティブモードへ復帰させることができます。 

アクティブモードに復帰させる特別なパケットをウエイクアップ要求パケットといいます。ＵＬＴＲＡモード

にあるときは通常のパケットは受信できず、ウエイクアップ要求パケットだけを受信します。ウエイクアップ要

求パケットを受信した場合は、無線機は以下のシーケンスによりアクティブモードに復帰します。上位のアプリ

ケーションソフトウエアでは無線機の状態をＤＳＲで監視できます。 

 再度ＵＬＴＲＡモードへ遷移する場合は、一度ＤＴＲをＬｏレベルにして、再度Ｈｉレベルにしてください。

ＤＴＲの立上がりでＵＬＴＲＡモードに遷移します。 

 

 
 
ＤＴＲ（入力） 
 
ＤＳＲ（出力） 
 
ウエイクアップ 
受信許可 
 
他局の送信 
 

図 39：ウエイクアップ 

＜注意＞ 

(1) ＤＴＲ入力は立上がりエッジでＵＬＴＲＡモード遷移要求になりますが、直前に少なくとも０．２ｍｓのＬ

ｏレベルが必要です。 

(2) 実際には間歇受信動作です。 

 
 

7.3.2.4  ＵＬＴＲＡモード要求とウエイクアップ要求パケットの競合 

(1) ＤＴＲがＨｉレベルになったときにウエイクアップ要求パケットを受信中だった場合の動作は、ウエイクア

ップ要求パケットを受信し終わってからＵＬＴＲＡモードに遷移します。 

(2) ＵＬＴＲＡモードに遷移した直後にウエイクアップ要求パケットを受信した場合は、ウエイクアップ要求パ

ケットを受信し終わると直ちにアクティブモードに復帰します。この場合のＵＬＴＲＡモードに遷移してい

る時間の最小値は１１０ｍｓです。 

 
 
 
 
ＤＴＲ（入力） 
 
ＤＳＲ（出力） 
 
他局の送信 
 

図 40：ＵＬＴＲＡモード要求とウエイクアップ要求パケットの競合 

 
 

7.3.2.5  ウエイクアップ中の動作 

無線機がウエイクアップしているときの動作は通常の動作（つまりＵＬＴＲＡモードの設定をしていない）と

同等です。全てのコマンドが操作可能です。 

 

 

 

200ms MAX

0.2ms MIN 注１

ウエイクアップ要求パケット 

ウエイクアップ

ＵＬＴＲＡモード要求 

ＵＬＴＲＡモード遷移中 ＵＬＴＲＡモード遷移中 

受信禁止 受信許可 注２受信許可 

110ms MIN (2) 

ウエイクアップ要求パケット 

ウエイクアップ 

ウエイクアップ要求パケット 

ＵＬＴＲＡモード要求 

(1) 

ＵＬＴＲＡモード

遷移中 
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7.3.2.6  ＵＬＴＲＡモード中の動作 

ＵＬＴＲＡモードになった無線機は１５０ｍｓの周期で間歇動作しています。１５０ｍｓのうち８ｍｓで受信

状態になり、それ以外はクロックも含めて動作停止状態になっています。 

周波数は制御周波数ありモードの場合にはグループ内の最低の周波数に固定されます。制御周波数なしモード

では１５０ｍｓ周期で一周波ずつ切り替わります。 

 

7.3.2.7  完全停止モードとの併用 

完全停止モードとＵＬＴＲＡモードを併用できます。/SHUT 端子（通信コネクタの１１番ピン）をＬｏレベル

にするとＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔは完全に動作を停止しますので、最も消費電流が少なくなります。ウエイクアップ

が遅くても良い場合には、たとえば1秒周期で間歇的に完全停止モードからＵＬＴＲＡモードへ遷移すれば、Ｕ

ＬＴＲＡモード単独で使用するよりもさらに消費電流を低減できます。なお、ＤＳＲ端子は完全停止中もＵＬＴ

ＲＡモードの状態を出力しています。 

完全停止モードの間はウエイクアップパケットを受信できませんので、ＲＬＵコマンドなどを複数回発行する

必要があります。 

ＵＬＴＲＡモードから完全停止モードに遷移した場合、完全停止モードを解除するとＵＬＴＲＡモードに復帰

します。 

完全停止モードの間にＤＴＲをＬｏレベルにしてもアクティブモードに遷移するのは完全停止モードを解除し

てからになります。この場合、直接アクティブモードに復帰するのではなく、一度ＵＬＴＲＡモードに復帰し、

ＤＴＲがＬｏレベルであることを認識してからアクティブモードに復帰します。完全停止モードからアクティブ

モードに復帰する場合はＤＳＲがＬｏレベルになってもコマンド受け付け状態にはなりません。初期化時間が７

５ｍｓ必要です。 

 
 
／ＳＨＵＴ 
 
ＤＴＲ 
 
ＤＳＲ 
 
コマンド受け付け 
 
 

 

図 41：完全停止モードとの併用 

 

7.3.2.8  電源切断との関係 

ＵＬＴＲＡモードに遷移中、またはＵＬＴＲＡモードからさらに完全停止モードへ遷移中に電源を切断した場

合は、電源を投入したときはアクティブモードで動作を開始します。 

 

7.3.2.9  一時設定コマンドの扱い 

ＵＬＴＲＡモードからアクティブモードに復帰したときは、以下の一時設定コマンドによる設定は無効になり、

メモリレジスタの値などに初期化されます。 

 

ＢＩＶ ＤＡＳ ＦＲＱ ＯＤＡ ＯＥＮ ＰＡＳ ＰＯＦ ＰＯＮ ＲＤＡ ＲＥＮ ＲＮＯ ＲＯＦ ＲＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

完全停止モード中

コマンド受け付け不可能 

アクティブモード 

コマンド受け付け 

ＵＬＴＲＡモード遷移中 

10ms MAX

75ms MAX

0ms MIN

ＵＬＴＲＡモード要求アクティブモード要求
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7.3.3  ウエイクアップコマンド 

コマンドについては第６章も合わせてご覧ください。 

 
7.3.3.1  直接ウエイクアップ：ＲＬＵコマンド 

【送信コマンド】 
ＵＬＴＲＡモードに遷移している無線機をウエイクアップさせるにはＲＬＵコマンドで行います。 

  コマンド形式 ＠ＲＬＵ［宛先アドレス］Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

［宛先アドレス］は相手局のアドレス(相手局のＲＥＧ００設定値)を指定します。同報ウエイクアップ(アドレ

ス２５５)も可能です。コマンドが受け付けられるとＰ１レスポンスを出力し、ウエイクアップ要求パケットを

送信します。 

 

【ウエイクアップＡＣＫとレスポンス】 
ウエイクアップ要求パケットを受信した無線機は、ＲＥＧ１８：ビット０の指定にかかわらず常にアドレスチ

ェックを行ないます。したがって、アドレスが一致しない場合はウエイクアップしません。 

ウエイクアップした無線機は同報ウエイクアップ（宛先アドレス２５５）を指定された以外はウエイクアップ

したことを通知するＡＣＫを返信します。 

送信元の無線機は、相手局のＡＣＫを受信した場合はＰ１レスポンスにつづいてＰ０レスポンスが出力されま

す。もしウエイクアップできない、［宛先アドレス］が間違っている、またはＡＣＫを受信できない場合にはＰ

１レスポンスにつづいてＮ１レスポンスが出力されます。 

ＲＥＧ２５：ビット７をＵＬＴＲＡモードに指定してある場合は、ウエイクアップしていてもウエイクアップ

要求パケットに反応してＡＣＫを返しますので、ウエイクアップしている局に対してＲＬＵコマンドを発行した

場合もＰ１レスポンスにつづいてＰ０レスポンスが出力されます。ただし、制御周波数を使用する場合は、ウエ

イクアップした後は制御周波数以外の周波数で受信しているので、ウエイクアップ要求パケットは受信できませ

ん。したがってこの場合はＰ１レスポンスに続いてＮ１レスポンスが出力されます。 

 

【同報指定の場合】 
［宛先アドレス］に２５５が指定された場合は、相手局はウエイクアップしてもＡＣＫを返さないため、送信

元のコマンドレスポンスとしてはＰ１につづいて、指定された回数だけ送信した後に、常にＰ０が出力されます。

この場合は相手局がウエイクアップしたかどうかは保証されません。ＴＸＴコマンドなどの通信コマンドを用い

て相手局から反応があるかどうかを確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 42：ＲＬＵコマンドによる復帰 

 
 

7.3.3.2  リピータ経由ウエイクアップ：ＲＬＲコマンド 

【送信コマンド】 
ＵＬＴＲＡモードに遷移している無線機をリピータ経由でウエイクアップさせるにはＲＬＲコマンドで行いま

す。 

  コマンド形式 ＠ＲＬＲ［リピータアドレス］［宛先アドレス］Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

［リピータアドレス］はウエイクアップ要求パケットを送信するレピータを指定します。［宛先アドレス］は

ウエイクアップしたい相手局のアドレス(相手局のＲＥＧ００設定値)を指定します。同報ウエイクアップ(アド

レス２５５)も可能です。コマンドが受け付けられるとＰ１レスポンスを出力し、リピータに対してウエイクア

ップパケット送信要求パケットの送信をはじめます。 

ＲＬＵコマンド 

ウエイクアップ要求パケット 

☆ウエイクアップ☆ 

ＡＣＫ
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【ウエイクアップパケット送信要求】 
送信元はリピータに対してウエイクアップパケット送信要求パケットを送信します。このパケットはＲＥＧ１

１またはＲＮＯコマンドで指定する再送回数だけ２００ｍｓの周期で送出されます。 

リピータはＲＥＧ１８：ビット０で指定する宛先アドレスチェックが有効です。したがって、宛先アドレスチ

ェックが有効の場合はリピータアドレスが一致しないと受信しません。 

リピータはウエイクアップパケット送信要求パケットを受信した場合、［宛先アドレス］で指定した無線機に

対して、ウエイクアップ要求パケットを１６０ｍｓだけ送出します。相手局からＡＣＫが返信されますがリピー

タはこれを無視し、送信元に対してＡＣＫ返信は行ないません。そのため、［宛先アドレス］で単一の相手を指

定した場合でも送信元では相手局がウエイクアップしたことがわかりません。ＴＸＲコマンドなどの通信コマン

ドを用いて相手局から反応があるかどうかを確認してください。 

 

【ウエイクアップＡＣＫとレスポンス】 
上記のようにＲＬＲコマンドを使用した場合、リピータからウエイクアップＡＣＫが返信されません。ＲＬＲ

コマンドの場合は常にＰ１レスポンスにつづいてＮ１レスポンスが出力されます。 

 

【リピータ使用の注意点】 
通常のリピータの使用方法と同一ですが、リピータを使用する場合はＲＥＧ０６の周波数設定については固定

周波数（分割方法Ｈ）で使用してください。この場合は当然ですが、ＲＥＧ２５：ビット６の制御周波数ありな

しは関係ありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 43：ＲＬＲコマンドによる復帰 

 
 

7.3.4  制御周波数について 

7.3.4.1  制御周波数の概要 

周波数をグループモードで運用している場合、周波数を切り替えながら受信待機するため、回線接続時間が長

くなります。そこでＵＬＴＲＡモードではウエイクアップを高速に行なうため、制御周波数を指定することがで

きます。制御周波数を指定すると、常に制御周波数で受信待機しますので、ウエイクアップ要求パケットを受信

するまでの時間が短くなります。 

制御周波数はＲＥＧ２５：ビット６で以下のように指定します。 

 ＲＥＧ２５：ビット６ １:制御周波数あり  ０:制御周波数なし 

 

7.3.4.2  制御周波数 

制御周波数は周波数グループ中の一番低い周波数を用います。制御周波数はウエイクアップ専用のチャンネル

になりますので、通常の通信には利用できないようになっています。そのため周波数グループ中で使用できる周

波数がひとつ少なくなってしまいます。デフォルト設定(ＲＥＧ０６＝Ａ０Ｈ)の場合で説明します。 

制御周波数：周波数番号０ 

通信周波数：周波数番号８、１６（通信につかえる周波数が３⇒２になっている） 

ＲＬＲコマンド 

ウエイクアップ要求パケット 

☆ウエイクアップ☆ 

ＡＣＫ 

ウエイクアップパケット

送信要求パケット 



                                               第8.2版 

 

 94

このため、固定周波数（分割方法Ｈ）で使用している場合は使える周波数がひとつだけになりますので、制御

周波数の設定は無効になります。 

 

7.3.4.3  どの範囲で制御周波数を使用するか 

４波よりも多くの周波数を使用するグループを設定した場合には、送受信間の周波数切り替えタイミングの関

係から、制御周波数ありモードで動作させた方がウエイクアップは高速になります。 

 

7.3.4.4  ウエイクアップ要求パケットの送信回数 

周波数をグループモードで使用している場合、ウエイクアップ要求パケットが一つの周波数で送信される回数

は以下のようになります。 

制御周波数ありモードで２回連続（３２０ｍｓ） 

制御周波数なしモードで４回連続（６４０ｍｓ） 

制御周波数ありモードはこれで終了しますが、制御周波数なしモードでは周波数グループの周波数数×２の数

だけ周波数を切り替えながら送信されます。たとえば３波を使用する（分割方法Ｆ）場合、周波数を切り替えな

がら最大４×３×２＝２４回の送信を行ないます。制御周波数ありモードに比べ、制御周波数なしモードは非

常に時間がかかるのがわかります。 

なお、ＲＥＧ１１で指定される再送回数は、周波数をグループモードで使用している場合は適用されません。 
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7.3.5  マルチドロップ接続時のＵＬＴＲＡモード使用例について 

ＲＳ４８５マルチドロップ環境で、ＵＬＴＲＡモードを制御周波数ありで使用する場合の例を、以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 44：ＲＬＵコマンドによる復帰 

 
 子機はＵＬＴＲＡモード時にＨ００で受信待機しています。(通常の通信はＨ０８とＨ１６で行います。) こ

の状態で親機にＲＬＵコマンドを発行しても、ウエイクアップ要求は子機に届きません。 
子機をウエイクアップする場合は、以下のようにして下さい。 

 
(1) 親機１からウエイクアップ要求を出します。 

一旦、制御周波数としてからウエイクアップ要求を送信し、レスポンス受信後に通信周波数に戻します。 
【コマンド使用例】 
＠ＦＲＱ：Ｈ００；１０１ → ＠ＲＬＵ００１１０１ → ＠ＦＲＱ：Ｈ０８；１０１ 

 
(2) 親機２からウエイクアップ要求を出します。 

一旦、制御周波数としてからウエイクアップ要求を送信し、レスポンス受信後に通信周波数に戻します。 
【コマンド使用例】 
＠ＦＲＱ：Ｈ００；１０２→ ＠ＲＬＵ００１１０２ → ＠ＦＲＱ：Ｈ１６；１０２ 
 

(3) 子機のウエイクアップ後、通常の通信を行います。 
【コマンド使用例】 
＠ＴＸＴ００１２４０ＤＡＴＡ 

 
 

アドレス１０１ 
グローバルアドレス２４０ 
周波数Ｈ０８(固定モード) 

アドレス１０２ 
グローバルアドレス２４０ 
周波数Ｈ１６(固定モード) 

アドレス００１ 
周波数Ｆ００(３波モード) 
制御周波数あり 

親機１ 親機２ 

子機 
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8  第８章 
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100k 

470k

8.1  参考回路図 
信号変換回路の例を示します。なお、この回路は動作確認のための参考回路です。 

8.1.1  インターフェイス等価回路 

表57:ピン配置 

端子番号 信号名 説明 等価回路 

1 DCDO C-MOS出力 (C) 

2 RXD C-MOS出力 (C) 

3 TXD C-MOS入力(5Vトレラント) (A) 

4 DTR C-MOS入力(5Vトレラント) (A) 

5 GND GND レベル電源 － 

6 DSR C-MOS出力 (C) 

7 RTS C-MOS入力(5Vトレラント) (A) 

8 CTS C-MOS出力 (C) 

9 DCDI C-MOS入力(5Vトレラント) (A) 

10 VCC 電源入力 － 

11 /SHUT C-MOS入力(5Vトレラント) (A) 

12 485ENB C-MOS入出力(プルアップ) 

使用しない場合はオープンとしてください 

(D) 

13 /DefParam C-MOS入力(5Vトレラント、プルアップ) 

使用しない場合はオープンとしてください 

(B) 

14 Reserved 予約 

オープンとしてください 

－ 

(A)C-MOS入力(5Vトレラント)   (B)C-MOS入力(5Vトレラント、プルアップ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(C)C-MOS出力     (D)C-MOS 入出力(プルアップ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 45：インターフェイス等価回路（参考） 

 
 
 
 
 

内部回路

VCC 

GND 

C-MOS 入力 

(5V トレラント) 
内部回路

VCC 

GND 

C-MOS 入力 

(プルアップ)

内部回路

VCC 

GND 

C-MOS 出力 

VCC 

GND 

内部回路C-MOS 出力 
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8.1.2  電気的特性 

表58:絶対最大定格 

項目 記号 min typ max 単位 備考 

電源電圧 Vcc -0.3 - 4.0 V  

入力電圧(A) VI(A) -0.3 - 7.0 V TXD,DTR,RTS,DCDin,/SHUT,/DefParam 

入力電圧(D) VI(D) -0.3 - Vcc+0.5 V 485ENB 

出力電圧 Vo - - Vcc+0.5 V DCDout,RXD,DSR,CTS,485ENB 

出力電流 Io - - ±30 mA  

 

表59:電気的特性(DC) 

項目 記号 min typ max 単位 備考 

電源電圧 VCC 2.7 - 3.3 V  

電源電流 ICC 

 

 

 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

2 

- 

35 

5 

- 

70 

mA 

mA 

mA 

μA 

アクティブモード 

高周波部休止モード 

ULTRAモード(平均) 

完全停止モード 

入力”L”電圧 VIL -0.3 - 0.5 V 0.5 ～ 1.7V 

入力”H”電圧 VIH 2.3 - 7.0 V 1.0 ～ 2.3V 

閾値電圧(L→H) VTHP 1.0 - 2.3 V VCC = 3.3V 

閾値電圧(H→L) VTHN 0.5 - 1.7 V VCC = 2.7V 

ヒステリシス電圧 VHYS 0.1 - - V VCC = 2.7V 

入力リーク電流 II - - ±1.0 μA C-MOS入力(A) 

出力”L”電圧 VOH VCC - 0.4 - - V IO = 1.8mA 

出力”H”電圧 VOL - - 0.4 V IO = -1.8mA 
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8.1.3  ＭＣＵ接続例 

制御線は必要に応じて結線し、使用しない入力端子はGNDやVccに接続してください。 

/SHUT 信号は、大きなサージノイズなどによってモデムが応答しなくなった場合にリセット信号として使用可

能です。使用しない場合はVccに接続してください。 

/DefParam信号は、レジスタ誤設定等により有線通信ができなくなった場合などに、/SHUT信号と併用してレジ

スタの初期化が可能です。プルアップ抵抗を内蔵していますので、使用しない場合はオープンとするか、Vccに

接続してください。 

ハイインピーダンス時の誤作動防止のため、必要に応じ、プルアップ・プルダウンの処理を行ってください。

（ただし、通電時の消費電流にご注意ください） 

必要に応じ、信号線に静電気保護素子やノイズフィルタを挿入してください。 

MCUと電源電圧が異なる場合、レベルコンバータを挿入する必要がある場合があります。 

 

図46：ＭＣＵ接続例 
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8.1.4  ＲＳ２３２Ｃ変換回路 

制御線は必要に応じて結線してください。不要な入力端子はGNDに接続してください。 

485ENB端子は何も接続しないでください。 

 

図 47：ＲＳ２３２Ｃ変換回路 

 

8.1.5  ＲＳ４２２変換回路 

ラインドライバの出力ターミネータ（１００Ω）およびレシーバの入力ターミネータ（１００Ω）、入力プル

アップ（１ｋΩ）、入力プルダウン（１ｋΩ）は必要に応じて結線してください。 

ラインが長い場合やノイズが多い場合など必要に応じてサージアブソーバ（たとえば石塚電子製Ｚ２０１２）

を入れてください。 

 

 

図 48：ＲＳ４２２変換回路 
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8.1.6  ＲＳ４８５変換回路 

４８５バスのターミネータ（１００Ω）、入力プルアップ（１ｋΩ）、入力プルダウン（１ｋΩ）は必要に応

じて結線してください。 

ラインが長い場合やノイズが多い場合など必要に応じてサージアブソーバ（たとえば石塚電子製Ｚ２０１２）

を入れてください。 

 

図49：ＲＳ４８５変換回路 

 

8.2  ケーブル、コネクタの仕様 
(1) 通信コネクタ 

コネクタ ：モレックス ０５３７８０１４７０（１４ピン） 

対応プラグ ：モレックス ０５１１４６１４００ 

(2) アンテナコネクタ 

ＲＦコネクタ ：ヒロセ Ｕ．ＦＬ－Ｒ－ＳＭＴ 

 

 
 
 
 
 
 

・ ＲＦコネクタの抜き差しする保証回数は３０回までです。 
・ 引抜きには専用冶具 Ｅ．ＦＬ－ＬＰ－Ｎ冶具（ヒロセ製品番号ＣＬ３３１－０４４１－９）

をご使用ください。 

注意 
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8.3  ＡＵＸ端子 

8.3.1  概要 

補助機能のために５ピンのコネクタが挿入できるスルーホールを用意しています。必要に応じて使用してくだ

さい。なお、３～５番ピンを使用して、３線シリアル通信で内部のステータスを監視することができます。スル

ーホールに挿入できるコネクタは以下のものです。 

電気的仕様は、ｐ28【インターフェース電気的仕様】に準じます。 

 

 コネクタ ：モレックス ０５１０２２０５００（５ピン） 使用端子５００６１ 

 

表60：ＡＵＸ端子ピン接続 

ピン 信号名 内容 

1 /TxOn 送信時にL 

2 Div/-Main 受信アンテナ選択、ダイバシティ側でＨ 

3 Status-Data 内部ステータス監視シリアル信号Data出力 

4 Status-Clock 内部ステータス監視シリアル信号Clock出力 

5 Status-Load 内部ステータス監視シリアル信号Load出力 

 

8.3.2  シリアル通信の設定 

メモリレジスタＲＥＧ２７：ビット５，４にてＡＵＸ端子から出力されるシリアル信号の出力速度を変更でき

ます。初期値はシリアル信号が出力されないようになっています。このレジスタで設定したクロックレートでス

テータス出力信号回路が動作しＡＵＸ端子４ピンのStatus-Clockはこのクロックレートの１／２の速度で出力

されます。 

ステータス出力のなかには高速なワンショット信号もあり、これを十分に捕らえるには（ステータスとして出

力させるには）高速のクロックが必要になりますが、クロックを高速にすると、消費電流が増えるので、このパ

ラメータでこのクロックレートを制御します。低消費電流を実現するために、初期値はクロック出力を止めてあ

ります。 

表61：ステータスシリアル出力クロックレート設定 

ＲＥＧ２７ 

ビット５ ビット４ 

設定 

0 0 クロック出力なし（初期値） 

0 1 １００ＫＨｚ 

1 0 １．１４ＭＨｚ 

1 1 ８ＭＨｚ 

 

8.3.3  信号出力フォーマット 

以下のフォーマットで信号が出力されます。 

１フレームは１２ビットからなり、最初の４ビットでステータス信号ビット列がどの情報を出力しているかを

示し（フレームアドレス）、つづく８ビットが実際のステータス信号になります。このフレームがアドレス０か

ら４まで繰り返し出力されています。フレームアドレス、ステータス信号ともＭＳＢファースト出力になってい

ます。 

これらのデータは次項の【信号出力タイミング】で示すようなクロック同期シリアル出力であり、各フレーム

の終了でLoad信号が立ち上がります。 

 

最初に出るビット        最後に出るビット 

A3 A2 A1 A0 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

フレームアドレス (4bit) ステータス信号ビット列 (8bit) 

図 50：信号出力フォーマット 
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8.3.4  信号出力タイミング 

以下のタイミングで信号が出力されます。TcはＲＥＧ２７で設定するクロックレートです。 

DataをClockの立ち上がりでラッチし、Loadの立ち上がりで１フレームのデータを確定させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図51：信号出力タイミング 

Not Valid Not Valid A3 D0Data

Clock 

Load 

2Tc 

Tc

1フレーム
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8.3.5  出力されるステータスデータ 

 以下の内容のステータスデータが出力されます。 

表62:ステータスデータ 

フレームアドレス 
ステータス信号ビット番号 

  信号名 内容 注記 

D7 CorrerationDetect 受信相関信号検出中にH  

D6 FrameSyncDetect フレーム同期検出でH, 相関信号消失でL  

D5 TransparentLinkEstablished 未使用  

D4 OperateInUltraMode ULTRAモードで待ち受け受信中でH  

D3 FreqChangeExecuting 周波数切替中(切り替え2msecタイマ)でH  

D2 OperatingTransmissionCommand TBR,TXTなどの送信コマンド実行中でH  

D1 TrxCtrlSeqIsPacketIdle 送受信の動作を行なってないときH  

0 

D0 SystemErrorState EEPROM書込・Checksumエラー等でH  

D7 ReceiveSuccess 1パケット受信成功でH ONE 

D6 ReceiveMyAckSuccess ACK受信成功でH ONE 

D5 Receive1packetError 1パケット受信失敗でH ONE 

D4 DetectJabberPacket ULTRAウエイク特殊パケット受信中でH  

D3 TransmissionSequenceResultCode(2)  

D2 TransmissionSequenceResultCode(1)  

D1 TransmissionSequenceResultCode(0) 

注[1]を参照 

 

1 

D0 TransOrFdaTransmissionOperation ヘッダレスストリームモード送信中でH  

D7 RxBufferFull 受信バッファがフルでH  

D6 RxBufferDataExist 受信バッファにデータがありでH  

D5 TxBufferFull 送信バッファがフルでH(モード7)  

D4 TxBufferDataExist モード7で常にH,それ以外はL  

D3 TxBufferOverflow 送信バッファがオーバフロでH(モード7)  

D2 TxDataExistInTransAndFdaHdrless 送信バッファにデータありでH(モード7)  

D1 ExtendReceiveIsInOperation 拡張受信中はH  

2 

D0 Rx1PacketStateIsIdle 受信シーケンサ処理待ち中はH  

D7 RxDteDataOutputEnable モデムがシリアル信号出力許可状態でH  

D6 RadioDataReceiveEnable モデムが無線信号受信許可状態でH  

D5 RsReceivedDataReceptionEnable モデムがシリアル信号受信許可状態でH  

D4 OperatingFreqChannelRegister(4)  

D3 OperatingFreqChannelRegister(3)  

D2 OperatingFreqChannelRegister(2)  

D1 OperatingFreqChannelRegister(1)  

3 

D0 OperatingFreqChannelRegister(0) 

動作している周波数チャンネル 

(0～23) 

 

D7-5 0   

D4 TopOperationState(4)  

D3 TopOperationState(3)  

D2 TopOperationState(2)  

D1 TopOperationState(1)  

4 

D0 TopOperationState(0) 

この信号はユーザに公開されていません 

 

注[1] TransmissionSequenceResultCode(2-0)の説明 

最後に行なったTBR, TXTなどの送信コマンドの結果を示す。 

Bit2  レピータ経由コマンドでパケットがレピータに到着した場合H 

Bit1,0  下記のとおり 

00   パケットが宛先のモデムに到着した 

01   宛先モデムからのACKなし 

10   宛先モデムが受信禁止状態 

11 宛先モデムが受信バッファがフル状態 

注記にONEと書いてあるのは20μsecのワンショット信号 
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8.3.6  参考回路図 

このステータス出力シリアル信号を受け取ることの出来る回路を示します。ディップスイッチで読み出したい

アドレスを選択し、ステータス信号情報をＬＥＤにて表示します。 

 

【注意】下記の回路図のコネクタはＦＲＨ－ＳＤ０７ＴのＡＵＸ端子の配置とは異なります。電源端子などが

ある、本回路基板上での番号です。ご注意ください。 

 

 
 

図52：ステータス表示回路（参考） 
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8.4  誤接続防止のために 
弊社２．４ＧＨｚ無線通信モデムＦＲＨシリーズも、ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの販売開始により当初の予想を大幅

に越える反響をいただき、広く市場に展開されることとなりました。 

しかし、多数のＦＲＨシリーズが市場で使われることにより、お客様間で混信あるいは誤接続の問題（以下、

混信問題と呼びます）が発生する可能性があります。そのため、この混信問題をできるだけ低減するためにＩＤ

コードの設定をお願いいたします。 

 

8.4.1  混信問題とは 

ここで言う混信問題とは、いわゆる妨害電波としての混信だけでなく、同じＦＲＨシリーズからの電波の場合

は正しい相手からの電波と誤認して応答する可能性も含まれます。 

ＦＲＨシリーズは、あるデータを送信して相手の無線機がＡＣＫを返してくれば送信元の無線機はＰ０レスポ

ンスを出力しますが、無線機としてはデータがどんなものであっても関係なくプロトコルが一致していればＡＣ

Ｋを返してしまいます。すなわち、正しい通信相手からのＡＣＫなのか誤接続によるＡＣＫなのか判別できませ

ん。 

このような誤接続の可能性を出来るだけ低減しようとするのがＩＤコードの役目になります。 

しかしながら、確実に誤接続の問題に対処するには、上位のアプリケーションソフト側でデータを判断した上

でアプリケーションソフトとしてのＡＣＫを返すことが重要です。 

 

8.4.2  ＩＤコードとは 

ＩＤコードはメモリレジスタＲＥＧ０４とＲＥＧ０５のあわせて１６ビットで設定します。ＦＲＨシリーズの

無線機はＩＤコードをシードとしてデータをスクランブルして送信します。受信側では同じＩＤコードをシード

として逆スクランブルすることによりデータを復元します。したがって、送信側と受信側は同じＩＤコードを設

定していないと通信することができません。 

なお、この設定により混信問題は低減できますが、「相関信号センス」により、他のＦＲＨシリーズの無線機

の電波が出ている状態ではＩＤコードが異なっても自局からは電波を出すことができないという機能に変わり

ありませんので、誤解されないよう願います。 

 

8.4.3  ＩＤコードの設定 

ＩＤコードはお客様が任意に決めていただくことができます。ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの場合、００００Ｈ～ＥＦ

ＦＦＨまでの任意の１６ビットコードの上位８ビットをＲＥＧ０５に設定し、下位８ビットをＲＥＧ０４に設定

します。この１６ビットコードは出来るだけランダムな値に設定していただくことにより、混信問題を低減する

ことができます。 

しかし、偶然同じＩＤコードを設定したシステムが近くにないとも限りませんので、ＩＤコードによる対策は

混信問題の低減であることにご理解願います。 

 

ランダムな値をどうやって決めればよいか判らない場合は、以下のＩＤコード番号生成式を用いてＩＤコード

を決める方法があります。お手持ちのＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔのうち、無作為に選んだ1台のシリアル番号を用い、

以下の計算をしてください。 

 

シリアルは９桁です。［ＡＡ］［ＢＢ］［Ｃ］［ＤＤＤ］［Ｅ］と分けてください 

ＲＥＧ０５＝［｛（ＡＡ ＭＯＤ １０）＋１１｝×ＢＢ］－１ 

ＲＥＧ０４＝ＤＤＤ ＭＯＤ ２５６ 

注意 ＭＯＤは割り算の余り（除余）計算です。 

 

たとえばシリアルが０２０８０９４６８の場合、ＡＡ＝２、ＢＢ＝８、ＤＤＤ＝９４６となりますので 

ＲＥＧ０５＝［｛（２ ＭＯＤ １０）＋１１｝×８］－１＝１０３ → ６７Ｈ 

ＲＥＧ０４＝９４６ ＭＯＤ ２５６＝１７８ → Ｂ２Ｈ 

となります。 
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8.5  ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔ使用制限事項【重要】 
ＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔの現在のバージョンには以下の不具合が発見されております。本製品の使用にあたっては、

回避方法を参照のうえ、ご使用ください。 

 

8.5.1  不具合１ （拡張受信と同報パケット受信） 

8.5.1.1  不具合内容 

以下の条件でまれにシリアル通信がハングアップしてしまいます。 
(1) 拡張受信機能をオン(ＲＥＧ１９：ビット３が１) 
(2) 同報通信(宛先アドレス２５５)のパケットを連続して受信中に＠ＴＸＴコマンドなど送信コマンドを発行し

送信を開始したとき、 
(3) キャリアセンス時に拡張受信モードに入り同報通信パケットを複数回受信し、受信成功したとき。 

 
この状態でまれに無線制御機能がハングアップしてしまい、送信コマンド動作が継続しているため、シリアル

通信が受け付けられなくなります。 
 

8.5.1.2  回避方法 

拡張受信機能は使わないでください。 
特にお客様にて構築したシステム付近で、別のＦＲＨ－ＳＤ０７Ｔを用いたシステムが稼動し、それが送出し

た同報パケットを受信する可能性もありますので、基本的には拡張受信機能は使わないことをお勧めします。 
 
どうしても拡張受信を使用したい場合は以下のようにしてください。 

(A) 通信モード３(パケット通信モード)の場合 

この不具合ではＰ１レスポンスは出力されますが、Ｐ０,Ｐ２またはＮ１～Ｎ３レスポンスがハングアップのた

め出力されません（ただし、ハングアップする前に拡張受信により受信された同報パケットの電文が出力され

ます）。 
そこでＰ０，Ｐ２またはＮ１～Ｎ３レスポンスを待つタイマを用意し、タイマがタイムアウトしたときに通信

コネクタの１１番ピン(/SHUT)を１ｍｓ以上Ｌｏレベルにして無線機をハードウエアリセットしてください。 

 

(B) 通信モード 5(ヘッダレスパケット送信ノーマルモード)の場合 
送信中はＣＴＳがオフ(Ｈｉレベル)になります。これを待つタイマを用意し、タイムアウトしたときに(A)と同

様の措置をしてください。 
 

 

8.5.2  不具合２（ヘッダレスストリームモードでビーコンを送信） 

8.5.2.1  不具合内容 

ヘッダレスストリームモードのときに「送信要求がなくても定期的にビーコン送信を行なう」設定（ＲＥＧ１

９：ビット１が１）にすると、受信側でゴミデータが出力します。 

 

8.5.2.2  回避方法 

ヘッダレスストリームモードの場合はビーコン送信は行わないでお使いください。 

 

 

8.5.3  不具合３（同報通信とグローバルコマンドレスポンス） 

8.5.3.1  不具合内容 

ＲＳ４８５を使い複数台（以下の説明では４台）をマルチドロップ接続した場合に、＠ＴＸＴ２５５２４０～

（グローバルアドレス＋同報通信）コマンドの応答Ｐ０レスポンスが、グローバルコマンドレスポンス（ＲＥＧ

２３：ビット０）の設定に関わらず、４回、または３回、または２回返ってくる。 
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8.5.3.2  回避方法 

ＲＥＧ２３：ビット０の設定に関わらず、＠ＴＸＴ２５５２４０～（グローバルアドレス＋同報通信）の場合、

Ｐ０レスポンスは複数回戻ってくるものとして、上位プログラムを設計してください。 
 

 

8.5.4  不具合４（誤送信） 

8.5.4.1  不具合内容 

コンテンション型のアプリケーションにおいて、送信コマンド（＠ＴＢＮ／＠ＴＸＴ、若しくは、ヘッダレス

モードでの送信）投入中に、無線受信があった場合、まれに、その次の送信コマンド投入で、誤ったデータを無

線送信してしまう。 

本不具合は、ポーリング型アプリケーションでは発生しません。 

 
＞＠ＴＢＮ００１００５ＡＡＡ     （送信コマンド投入開始） 
＜ＲＢＮ００２００３ＢＢＢ[Cr][Lf]   （無線データ受信） 
＞ＡＡ[Cr][Lf]             （送信コマンド残り） 
＞＠ＴＢＮ００３００４ＣＣＣＣ[Cr][Lf] （この送信で、”ＣＣＣＣ”ではない誤データを送信） 
 

8.5.4.2  回避方法 

(A) 通信モード３：パケット送信モードの場合 

送信コマンド実行前に、ダミー送信コマンド（＠ＴＢＮ２５６）を投入し、送信バッファポインタをクリアし

てください。なお、ダミー送信コマンド投入中に無線受信があった場合にも、まれに送信バッファポインタがク

リアされない場合があるため、その場合は、Ｎ０レスポンス後に再度ダミー送信コマンドを投入してください。 

 

＞＠ＴＢＮ２５６     （ダミー送信コマンド） 

＜Ｎ０          （コマンドエラーレスポンス） 

＞＠ＴＢＮ００１・・・  （実際の送信コマンド） 

(B) 通信モード５：ヘッダレスノーマルモードの場合 

(C) 通信モード７：ヘッダレスストリームモードの場合 

データ内にシーケンス番号を付加するなどして、アプリケーションでの対応をお願いします。 

 

 

 

8.5.5  不具合５（ULTRAモード） 

8.5.5.1  不具合内容 

ＵＬＴＲＡモードを、固定周波数（分割方法Ｈ）、「制御周波数なし」の設定で使用しているときに、ＤＴＲ

端子をＨｉレベルにして、ＵＬＴＲＡモードに遷移する際に、稀に誤った周波数チャネルが設定されてしまう。

その後、ＤＴＲ端子をＬｏレベルにして、通常モードに復帰しても、誤った周波数チャネルのままとなる。 

 

8.5.5.2  回避方法 

固定周波数（分割方法Ｈ）で、ＵＬＴＲＡモードをご使用する場合は、「制御周波数あり」 （ＲＥＧ２５  

ｂｉｔ６＝１）でご使用ください。 

 

 

 

ユーザの皆様におかれましては、お手数とは思いますが、上記対応の処理を頂くようお願い

いたします。 
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8.6  Ｑ＆Ａ 
Ｑ：工場などノイズの多いところでも使えますか？ 

Ａ：放電加工機、インバータ等でも２．４ＧＨｚに対するノイズは少ないので問題なく使えます。ノイズ源とし

て考えられるのは、電子レンジおよび同じ周波数を使用している無線機です。これらがノイズ源と考えられ

る場合は、遠ざけるとか使用する時間を分けるなどの対策が必要です。 
 
Ｑ：機械の制御に使いたいのですが、注意する点はありますか？ 
Ａ：無線区間はパケットごとにエラーチェックを行い、誤りがあれば再送を要求するなどして伝送誤りを防いで

います。したがって通常の使用でデータが誤ることはありません。しかし、無線を使う以上、何らかの障害

により通信できなくなる場合がありますので、その場合に機械の安全が保たれる設計をするようにお願いし

ます。また無線の場合は有線に比べてレスポンスが遅くなる場合がありますのでそのことも考慮願います。 
 
Ｑ：２．４ＧＨｚの電波はマルチパスが多いですが、何か対策はありますか？ 
Ａ：マルチパス対策としては、空間ダイバシティ方式と周波数ダイバシティ方式が有効です。ＦＲＨ－ＳＤ０７

Ｔはダイバシティ用アンテナ端子を用意してありますので、ここに受信専用アンテナを接続することで受信

ダイバシティを実現できます。また、周波数も２４チャネルありますので周波数グループを設定して自動的

に切り替えることにより、周波数ダイバシティ方式も可能です。 
 
Ｑ：ターミナルソフトを設定しましたが、有線区間の通信が正しくできません。 
Ａ：多くの状況が考えられますので、一つ一つ調べてください。 

①すぐにＮ０が返ってくる場合。 
コマンド入力ミス（タイプミス、小文字で入力）が考えられます。 

②約５秒後にＮ０が返ってくる場合。 
・キャリッジリターンで（CR+LF）が出力されていないことが考えられます。 
・ターミナルソフトと無線モデムのデータ長が違っていることが考えられます。 

③文字化けしている場合。 
・ターミナルソフトと無線モデムの通信速度があっていないと考えられます。 

 
Ｑ：複数の子機をパケット送信モードで使っていますが、ＡＣＫが返ってこないことがあります。 
Ａ：宛先アドレスチェック（ＲＥＧ１８：ビット０）がＯＦＦになっていませんか？ この場合は複数の子機か

らＡＣＫが返るため混信していると考えられます。宛先アドレスチェックをＯＮにしてください。 
 
Ｑ：パケット送信モードで使用していますが、送信失敗（レスポンスＮ１）が発生します。 
Ａ：親機、子機ともに周波数グループ運用になっていませんか？ 周波数グループ運用では送信と受信の周波数

が一致して回線がつながるまで時間がかかる事があります。対応としては 
（１）再送回数を増やしてください。 
（２）周波数固定モード（分割方法Ｈ）で運用してください。 
ほかの問題がなければ周波数固定モードで運用されることを推奨します。 

 
Ｑ：送信側で送信失敗レスポンス（Ｎ１）がでても、受信側で正常に受信していることがあります。 
Ａ：何らかの原因により受信側が返したＡＣＫを送信側で受信できなかったと思われます。この場合の状況につ

いてはｐ．20【パケット送信モードの注意点】を参照願います。対策としては，（１）再送回数（ＲＥＧ１１）

を多く設定する （２）ダイバシティ受信する などが考えられます。 
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8.7   故障かなと思ったら 
 

現象 チェック項目 処置 

アンテナが外れている。 アンテナを接続してください。 

 

近くに電子レンジや他の無線モ

デムがある。 

妨害しているものから遠ざけて設置し

てください。 

無線モデム間の距離が離れすぎ

ている。 

回線が接続するまで近づけて設置して

ください。 

無線回線が接続しない。 

 

周波数が合っていない。 ＲＥＧ０６で合わせてください。 

通信ケーブルが外れている。 ケーブルを接続してください。 

パラメータを確認してください。 

 

有線通信ができない。 

通信パラメータが合っていな

い。 

メモリレジスタの初期化をやり直して

ください。 
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8.8  製品仕様 

8.8.1  無線部仕様 
技術基準 ：ＡＲＩＢ標準規格 ＳＴＤ－３３、ＳＴＤ－Ｔ６６適合 

  （認証番号 01NYCA1012  01GZCA1007） 

 電気通信事業法端末設備等規則技術基準適合 

  （認定番号 Ｄ０１－０４５４ＪＰ） 

空中線電力 ：５ｍＷ／ＭＨｚ以下 

電波形式 ：スペクトル拡散 直接拡散方式 

通信方式 ：単信通信方式 

無線周波数帯 ：２４００．０～２４９５．０ＭＨｚ 

周波数チャンネル ：２４チャンネル×４バンド 全体で９４チャンネル 

 （同一エリア内同時４７チャンネル通信可能） 

周波数運用形態 ：固定モードまたはグループモード 

固定モード ：９４波の中より任意の１周波に固定して通信 

グループモード ：複数周波数をグループ化しグループ内でマルチアクセス 

データ変調速度 ：５１.９ｋｂｐｓ 

発振方式 ：ＰＬＬシンセサイザ方式 

受信アンテナダイバシティ ：２系統受信アンテナダイバシティ方式 

サービスエリア ：屋内環境   ６０ｍ（設置環境により異なる） 

 屋外環境  ３００ｍ以上（見通し距離） 

ＲＦコネクタ ：ヒロセ Ｕ．ＦＬ－Ｒ－ＳＭＴ 

コネクタ挿抜最大回数 ：専用冶具Ｅ．ＦＬ－ＬＰ－Ｎ使用にて最大３０回 

 

8.8.2  通信制御 
無線回線制御 ：コマンド認識による接続／切断 

誤り検出機能 ：ＣＲＣ－ＣＣＩＴＴ（１６ビット） 

謝り訂正 ：ＡＲＱ 

マルチアクセス機能 ：グループ内の良好な周波数チャンネルで回線を接続 

 

8.8.3  外部インターフェース 
物理インターフェース ：モレックス ０５３７８０１４７０（１４ピン） 

 ：対応コネクタ ０５１１４６１４００ 

インターフェース仕様 ：シリアル通信 

 ：入力 ＣＭＯＳレベル（ヒステリシス付きの５Ｖトレラント） 

 ：出力 ＣＭＯＳレベル 

通信方式 ：全２重または半２重方式 

同期方式 ：調歩同期（非同期）方式 

送受信バッファ ：トータル約３ｋバイト 

ボーレート ：３００／６００／１２００／２４００／４８００／９６００／１９２００／ 

 ３８４００／５００００／６２５００／８３３３３／１０００００／ 

５７６００／１１５２００ｂｐｓ 

フロー制御 ：ハードフロー 

データ長 ：７ビット／８ビット 

ストップビット ：１ビット／２ビット 

パリティ ：偶数／奇数／なし 
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8.8.4  電源 
電源電圧 ：ＤＣ ２．７～３．３Ｖ 

消費電流 ：アクティブモード  ３５ｍＡ以下 

 ：高周波部休止モード  ５ｍＡ以下 

 ：ＵＬＴＲＡモード  ２ｍＡ平均 

 ：完全停止モード  ７０μＡ以下 

 

8.8.5  環境特性 
使用温度範囲 ：－２０～＋５０℃ 

保存温度範囲 ：－２０～＋６０℃ 

使用湿度範囲 ：９０％ＲＨ以下（結露無きこと） 

保存湿度範囲 ：９０％ＲＨ以下（結露無きこと） 

耐振動性 ：ＪＩＳ－Ｃ－００４０ （５０ｍ／ｓ２、１０～１５０Ｈｚ １５サイクル） 

耐衝撃性 ：ＪＩＳ－Ｃ－００４１ （５００ｍ／ｓ２） 

 

8.8.6  その他 
ＡＵＸ端子 ：送信状態、ダイバシティ状態、内部ステータス出力 

 ：対応コネクタ モレックス ５１０２２０５００（５ピン） 

 使用端子５００６１ 

メモリレジスタ ：書き換え可能回数 約１００万回 

ケース材質 ：ステンレス鋼板 

外形寸法 ：３０（Ｗ）×５０（Ｄ）×８（Ｈ） ｍｍ  

重量 ：約１４ｇ 



  第8.2版    

   

 113

8.9  外観寸法図 
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故障修理依頼される時は 
 

・ 長くご愛用の結果、または突発的な事故および自然故障などのトラブルによ

り故障修理を依頼される場合は、その故障状況をできるだけ詳しくレポート

してください。修理箇所のポイントを早く確実に知ることができますので、

修理期間が短くなります。 
・ 機器に手を加えたり、分解したりしないでください。 
 
 
＊ 仕様及び外観は、改良のため予告なく変更する事がありますのでご了承願い

ます。 
＊ 本製品を無断改造でご使用になりトラブルが発生した場合、弊社では責任を

負いかねますのでご了承願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
不明な点は下記へお問い合わせください。 

■無線機器営業グループ 営業第二ユニット 〒299-4395 千葉県長生郡長生村薮塚1080 

TEL (0475)32-6173 FAX (0475)32-6179 

■ホームページアドレス  http://www.futaba.co.jp 
1M36Q01302 

 

 

 


